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写真で見る30年前の北海道の冬の生活
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昭和32年 1月

埋 まった屋根の除雪

(当 別町青山中央 )

(北海道新聞社提供)

昭不口31年 1月

札幌都心部の完全除雪 に目を

見張 る市民

(北海道新聞社提供)
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昭和33年 2月

創成川で試運転のロータリー式

除雪機 (北海道新聞社提供 )
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ド・昭和33年 2月

屋根の雪降 し

(北海道新聞社提供)

汲み取 リロの除雪

(札幌市教育委員会提供)

|

日召和34年

小樺市銀座通 りの雪割 り

(北海道新聞社提供)



冬の木材搬出、そ りを使 う

(東北部 )

(柳岩波映画製作所提供)

雪か きと馬そ り

(札幌市教育委員会提供)

彗＼

冬の客土 は馬そ りを用いる

(十勝 )

(中岩波映画製作所提供)
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昭和32年 2月 26日

深名線 ロータ リー降雪車

(小島賢治氏提供)

冬、札幌 との間のバスが止 まる

(中央部 )

(抑岩波映画製作所提供)

昭和35年 1月

除雪風景

(札幌市南 2条西 4丁 目)

(宮樫俊介氏提供)
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着ぶ くれた可愛い子供 たち、スキ

ーやそ りで遊ぶ (札幌 )

(礫岩波映画製作所提供)

流氷は子供 たちの遊 び場 になる

(網走港内 )

(掬岩波映画製作所提供 )

3・ 4歳の頃か らスキー を穿 く

(旭川 )

(申岩波映画製作所提供)
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当時の子供 たち-1
(小島賢治氏提供)
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当時の子供 たち-2

(小 島賢治氏提供)

―
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駅 か ら出て くる人 には角巻姿

も多い (旭りll)

(嶼岩波映画製作所提供)
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ス トープのある汽車 (中央部 )

(梯岩波映画製作所提供)

灰捨場のあちこちに設 けられる

(旭川 )

(い岩波映画製作所提供)

ス トープは大抵、 1軒 にひとつ

(旭川 )

(枷岩波映画製作所提供)
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煙突掃除夫 (旭川 )

(掬岩波映画製作所提供)

日召和32年

雪祭 り会場

(悧布川提供)

昭和33年 1月

猛吹雪で倒壊 した移転工事中の引

揚寮 (豊平町月寒 )

(北海道新聞社提供)
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北海道支部倉」立当時のスナップ
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写真上

吉田支部長の挨拶

写真下

雪氷学会北海道支部

昭和35年度総会受付の様子
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写真上

伊福部支部理事の報告

写真中

総会会場の様子

(今 は亡 き田畑先生、孫野先生の

お顔 も見 られる)

写真下

昭和35年度支部役員各簿
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巻 頭 言

日本雪氷学会北海道支部は昭和 34年 5月 18日 に設立されました。その経緯や背景については、

別記「30周年を迎えた雪氷学会支部」に記した通りであります。以来、産官学の関係各位の温かい

御理解 と御支援のもとに活動を拡げて参 りましたが、本年、創立 30周年を迎えることができました。

これひとえに関係の皆様のお蔭と、深 く感謝している次第であります。

この大きな節目にあたり、新たな視′点から雪氷研究の将来を展望すべ く記念事業を企画し、その

賛助をお願い致しましたところ、関係の方々から温かい御理解 と多大の御支援を賜わりまして真に

有難 く、感激致している次第であります。

本記念事業の柱のひとつとして、去る6月 13日 、北海道大学学術交流会館において記念式典、記

念講演会、記念写真展を、又、同日夕刻には同クラーク会館にて記念祝賀会を開催致しましたとこ

ろ、御多用中、遠路、大勢の方々の御来駕を賜わり、来賓の方々よりは御丁重なる祝辞、心あたた

まる激励のお言葉を頂戴し、また、記念講演では大へん有益、かつ、ユーモアと示唆に富んだお話

しをいただきました。ここに心からの御礼を申し上げます。

今回、30周 年の機会に、長い間、支部長等として御活躍下された方々に感謝状を贈呈させていた

だきました。又、本誌に掲載しました支部年表を見てもわかりますように、創立以来 30年の歴史の

中で支部のために御墨力下された大勢の方々に、更めて深甚の謝意を表するものであります。

記念祝賀会におきましても産官学の大勢の方々の御出席をいただき、ここでもいろいろと励まし

のお言葉をいただきましたことに厚 く御礼申し上げます。

こうして、記念式典、祝賀会は、お蔭様をもちまして盛会裡に終了することができました。しか

しながら、30周年記念事業は、まだ完結したわけではありません。本記念誌の発行に引き続き、も

うひとつの柱である「雪氷調査法」の執筆、編集が、来年秋の出版を目途に目下進捗中であります。

出版の暁には御協力いただいた各位にお配 りする予定ですが、今しばらくお待ちいただきたく存じ

ます。

今回の式典、祝賀会を通じて、本支部が雪氷研究、雪氷災害防除、雪氷の積極利用等において、

社会から益々強く期待されていることを肌で感じました。さらに、近年の気候変動における雪氷圏

の役割 りの研究も大きな課題であります。これらの研究を通 じて、本道はもとより、広 く雪国全体、

さらには北方圏諸国、ひいては全地球に貢献する責務を有するものと痛感する次第であります。

終りに、御協力いただきました関係各位の御厚情に重ねて感謝申し上げますと共に、今後ともな

お一層の御指導、御鞭撻をお願い致す次第であります。

日本雪氷学会北海道支部長

若濱 五郎
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30周年迎 えた雪氷学会支部

日本雪氷学会 北海道支部長 若濱 五良Б

明治の開拓以来、暖候地から渡ってきた人にとって北海道の雪 と寒さは耐え難いほど厳 しい自然

であったに違いない。雪を天災と諦めるしかない時代が、その後も数 10年間続いたのである。

本州の豪雪地帯でも雪は古来、天災とされてきたが、昭和に入ると東北や北陸では雪に関心をも

つ農林、交通、土木、建築、電力、通信、保健、登山、気象、理工学、そして行政の人達が集まっ

て、なだれ、ふぶき、雪対策などの研究を始めた。これが核 となって昭和 14年 3月 、雪氷学会の前

身、 日本雪氷協会が設立され、雪を克服 しようとする砦 (と りで)ができたのである。

ちょうどそのころ、北大の中谷宇吉郎博士が雪の結晶の研究を開始 した。これが契機 となって大

戦前夜の昭和 16年、低温科学研究所が創設され、以後、雪・氷の結晶、積雪、着氷、凍土、海氷な

ど、雪氷の基礎研究が世界に先駆けて次々に進められるようになった。

やがて敗戦。エネルギーが極度に不足した戦後の復興期、水力発電にとって重要な山の雪は
｀
白

い石炭
″

といわれ、水資源 としての山地積雪の調査が北電や北大の手で盛んに行われた。 しかし、

昭和 30年代、高度成長が始まると、
｀
街の雪

″
は本道発展を阻害するもの とされ、その処理 と対策

が急務 となった。幹線道の機械除雪が本格化 し、また、道路建設 と路面の凍上防止対策が国の大き

な課題 となり、雪氷問題の解決なくしては本道の近代化はあり得ないとの認識が行政にも産業界に

も急激に高まったのである。

このような背景にあって、昭和 34年 5月 18日 、雪氷学会北海道支部が設立された。その準備に

は、北海道大学、北海道開発局、札幌営林局、林業試験場、農業試験場、第一管区海上保安本部、

札幌管区気象台、北海道、札幌市、国鉄北海道支社 (現。JR北海道 )、 電気通信局等の研究者や行

政関係者、また、北海道電力、札建工業、地崎組、伊藤組、岩田建設、岩倉組、中央バス等の企業

の方々の積極的な協力の下に進められた。札幌・ 自治会館での発会式は盛会で、熱気に溢れていた

のが印象に残っている。初代支部長には吉田順五・北大低温科学研究所長が選出されたが、当時、

開発局道路維持課長であった堂垣内尚弘 。前知事 も初代の理事 として尽力された。

以来、支部は各界の支援により、今年その創立 30周年を迎え、13日 に北大で記念式典 と祝賀会が

開催される。この節目に先人の労苦 と功績をしのび、今後一層の発展を期 していろいろな行事や事

業が計画されているが、真にありがたいことである。

この 30年の間、研究発表会やシンポジウムで発表、討論された研究の数 多くが学会賞の対象とな

り、また、成果の数々は本道はもちろん、本州各地の雪氷対策にも役立ち、さらに、そのいくつか

は国際的にも大いに貢献しているのはまことに喜ばしい。例えば昭和 46年度の学会の功績賞を受賞

した開発局土木試験所による道路の凍結防止工法の研究 (故・伊福部宗夫氏)や、昭和 48年、56年、

59年度の功績賞の対象となった北海道電力による送電線の着雪防止法に関する一連の研究 (山 田進

氏、大橋康次氏、中野友雄氏)な どがそれである。凍上対策技術は中国など寒冷地での道路建設に
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寄与し、送電線の着雪対策はフランスに技術輸出されているのである。

近年は豪雪予測、除排雪の高度化などの克雪 と同時に、利雪・親雪がいわれ、国や自治体 もこれ

に力を入れている。一方、雪氷野が地球気候の変動 と相互に深 く関係 していることが認識され、そ

の研究の推進が図られている。雪は貴重な水資源でもある。

このように、雪氷の研究は今や北海道だけの問題でなく、全 日本的、全地球的な尺度と観′点から

考えるべ き時代 となった。

支部 30周年を迎え、われわれの研究が北海道だけでな く、広 く世界の期待に応えるようなもので

な くてはと思 うのである。

(本稿は、北海道新聞社の本事業に対する賛助の一環 として、平成元年 6月 5日 付夕刊に掲載され

たものである。一部加筆 した)。
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お祝 いの言葉

日本雪氷学会会長 東

日本雪氷学会北海道支部が創立 30周年を迎えるに当たりまして学会

会長として一言お祝いを申し上げ、また学会としての期待と覚悟を新た

に致したいと存じます。

北海道支部の創立は昭和 34年 ということでございますが、私自身が雪

氷学会に入会したのが 33年 でありまして、支部がどんな経緯で創立され

たのかは存じておりません。雪氷学会自身は昨年 50周年を迎えましたの

で、学会の創立後 20年にして初めての地方支部 として北海道支部が出来

たということであります。学会の成長段階として当然のこととも申せま

しょうが、当時としては吉田順五先生ら主導的立場にあられた方々の御

苦労があったことと深 く敬意を表する次第でございます。

これが恐らく支部創立の原動力の一つになったことであると思いますが、当時の北海道支部会員

の研究の水準が非常に高揚していたと考えられます。現在、雪氷学会には東北支部、北信越支部も

出来ましたが、支部が作られるというのは、単に会員が増えたから交流の場をふやそうとか、講習

会等で近 くの会員の便宜を図ろうとか言うだけではなく、地域会員の学術研究のポテンシャルの高

まりによるのではないかと思います。この 30年 間の北海道支部の歩みを振返ってみますと、雪氷学

のあらゆる分野で高い水準を維持して学会全体をリー ドして来たと申せます。今後も会員の皆さま

の御努力により、この役割を十分に担って頂けますよう期待申し上げているところでございます。

北海道支部の活動を思い返して、もう一つ申し上げられることは、学会の国際的活動に尖兵の役

を呆たして来たということであります。戦後、いち早 くこのことを実践されましたのは中谷宇吉郎

先生でありまして、ご自身昭和 24年に ICSIの 雪結晶分類の会議に出られて諸外国の研究者と親

交を結ばれてから、私ども弟子たちに次々と留学やフィル ド・サーベイヘの参加に送り出して下さ

いました。支部が創立されましたのは、私がSIPREに 2年半行って帰ってきた翌年であります

が、33年の「雪氷」20巻 1号に、その前年カナダの トロントで行われた IUGG総会のときの IC
SIの模様を報告しております。爾来、こういう国際活動報告は北海道支部会員によって多くなさ

れました。そして、今度は逆に外国の研究者を受け入れることも逐次活発になり、今日では殆んど

珍しいことではなくなっております。学会としての国際活動の最近のハイライトであります 1984年

の IGSシ ンポジウムも札幌で行われ、北海道支部が地元として大きな役割を演じたことは皆様の

記憶に新しいところでございます。

創立以来半世紀を経た日本雪氷学会の今後を展望することは必ずしも容易ではありませんが、雪

国在住会員を殆んど網羅した二つの支部を横糸とし、学会誌や全国大会、種々の情報活動を縦糸と

して雪国日本を代表する力強い学会として成長してゆきたいものと願っております。只今、学会誌

のことを申し上げましたが、この「雪氷」の編集につきましてもこの両 3年は編集実務を北海道支

部の会員に担って頂いております。この機会に若濱五郎編集委員長を初めとする編集委員会の皆さ

まに厚 くお礼を申し上げます。北海道支部の会員の皆さんが産、官、学足並みを揃えて益々学会の

発展のためご研鑽いただくよう祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。

晃
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日本雪氷学会北海道支部創立 30年記念をお祝いして

日本気象学会北海道支部長 黒 沢  真喜 人

この度、創立 30周年を迎えられた日本雪氷学会北海道支部の皆様に、

日本気象学会北海道支部を代表 しまして心からお祝い申し上げます。

創立以来、支部の皆様が日本雪氷学会の中心的な役割をもって、国の

内外に多大な業績を残され、また学術研究並びにその応用技術の開発、

関連する知識の普及などを通 して、地域社会の発展に寄与されたご尽力

に衷心より敬意を表する次第でございます。

私共の日本気象学会北海道支部 も、2年前に満 30年 に達 したところで

ございますが、当時の状況を伺います と、貴支部の設立発起人会、設立

準備委員会には、大学 。研究機関並びに道内の公共機関、産業界の方々

と共に、札幌管区気象台の有志 も熱′らヽに参画し、会議の開催 もしばしば気象台で行われたとされて

お ります。発足の当初から両北海道支部が密接な関係のもとに発展 してきましたことが伺われると

ころでございます。以来、貴支部の皆様が寒地の気候・地象、降・積雪、流・海氷その他、私共の

支部にも共通の分野で築かれた業績が大きな支えとなって、今 日の気象学の進歩並びに気象業務の

充実をみるに至 りましたことを深 く感謝申し上げる次第でございます。

この 30年間には、いわゆる高度経済成長、技術革新、高度情報化、国際化等々によりまして、わ

が国の情勢は大きく変わって参 りましたが、今後も社会の各分野に、一層の安全性、経済性、利便

性が求められ、そのための学問、技術、情報その他の進展が望 まれる趨勢にあります。特に、冷涼

寒冷季節が長 く、気象の日々の変動の幅が極めて大 きい北海道におきましては、大気・海洋 。地勢

などの自然環境が関係する課題への取 り組みが益々重要になるもの と思われます。また、近年国の

内外で大 きな関心が集まっております地球規模の気候及び自然環境問題に関しましても、両北海道

支部に共通な重要課題が山積 していると思 うところでございます。

日本雪氷学会並びに北海道支部の皆様が、これらの重要な分野の研究 。開発に大 きな役割を果さ

れますことを確信いたしてお ります。私共の支部 といたしましても一層皆様 と協力して地域の発展

に貢献すべ く、努める所存でございますので、何 とぞよろしくお願い申し上げます。

貴支部の皆様の益々のご健勝、ご活躍を祈念いたしまして、お祝いの辞 とさせていただきます。
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日本雪氷学会北海道支部創立 30周年記念を祝 して

日本農業気象学会北海道支部長 堀  口 有6 夫

日本雪氷学会北海道支部が、創立 30周年を迎えられましたことにたい

して、 日本農業気象学会北海道支部を代表 して、心からお祝いを申し上

げます。雪氷に関する事柄について、30年前の状態 と現在の状態を比べ

ると、隔世の感があると思われます。30年前 といえば戦後の混乱期 をよ

うや く脱 し、これから経済が発展するときにでありました。当時は、雪

氷に関する研究も知識 も多くなく、冬の通るのをひたすら待ち望んでい

た時代であったと思います。このようなとき日本雪氷学会北海道支部が

創立され、また我が農業気象学会北海道支部や気象学会北海道支部 もほ

ぼ時を同じくして創立してお ります。このことは、当時自然の物理現象

の解明が、社会経済の発展に重要になりつつあった時代であったため と思われます。

北海道は積雪寒冷地にあり、我々は好むと好まざるとにかかわらず、雪や氷に直接、間接に大き

な影響を受けています。この中にあって、 日本雪氷学会北海道支部は種々の事に活躍され、その成

果は日本はもちろん広 く世界にも知れわたっています。また最近の日本の経済の発達によって、今

後ともますます雪氷に関する研究の重要性が、増すものと思われます。我が農業気象学会 も、農業

における積雪災害・寒冷害など、雪氷 と種々な面において関連をもっています。今後とも両学会が

お互いに協力しあい、学問や社会の発展に寄与したいと思っています。 日本雪氷学会北海道支部の

ますますの発展を祈念し、お祝いの言葉に代えさせていただきます。
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辞祝

紋別市長 金  田   武

(雪氷学会北海道支部顧問)

本 日ここに、日本雪氷学会北海道支部創立 30周年記念式典及び祝賀会

が挙行されるに当たり、一言お祝いの言葉を申し上げます。

また多数の先輩諸兄のいる中で、私が祝辞の栄を与えられましたのは、

今回の 30周年事業を機会に、雪氷学会の活動が地域ヘー層根ざしたもの

とするべ く、顧問制度を設け、私が大任を仰せつかったものであります

ので御理解頂きたいと存じあげるしだいであります。

特に本 日は、長年にわたって日本雪氷学会北海道支部の活動に尽力さ

れ、数々の御功績を挙げられました方々に感謝状が贈呈されましたこと

は、まことに時宜を得たことと敬意を表します とともに、受賞されまし

た方々に心からお喜び申し上げる次第であります。

御案内のとおり、日本雪氷学会北海道支部は、昭和 34年創立以来今日に至るまで、積雪、寒冷と

いう特性を持つ、北海道の生活や経済の発展につながる研究を行い、着々とその成果を挙げ、現在

ある北海道発展に多くの貢献をしてきているところでありますことに、心から感謝している次第で

ございます。

北海道は、21世紀に向かって力強 く発展するため新長期総合計画を策定し昨年スター ト致しまし

た。

21世紀は、国際化、情報化、高齢化、また技術革新の時代と言われており、雪氷寒冷を積極的に

利用・活用し、雪や氷との調和、共存こそ北海道発展の基礎であります。また最近は、地球の温暖

化現象を始め、全地球的な規模での気象観測、災害発生のメカニズムの解明等、貴支部の活動は北

方圏諸国をはじめ、国際的にも益々注目されていくこととなっていくと考える次第でありますので、

ふるさと北海道の発展のため、今後ともよろしく御協力賜りますようお願い申し上げます。

本日御出席の皆様におかれましては、今後とも御健康に特に御留意を賜り、所期の目的達成のた

め御活躍いただきますようお願いいたしますとともに、皆様の御多幸と支部の御発展をお祈 りいた

しまして、私のお祝いの言葉といたします。
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辞

日本雪氷学会 東北支部長 渡 邊 善 八

今年は、 日本雪氷学会北海道支部が創立されて 30年に当たりますが、

今 日この北海道大学学術交流会館において、か くも盛大なる記念式典が

挙行されますことは、誠におめでたいことでありまして、心からお祝 を

申し上げます。

今から30年前と申します と、雪氷協会が雪氷学会に改組された 4年後

に当たりますが、その頃は木下若濱両先生によるアニ リン固定法が世界

的にブームを巻き起 した時であり、また、吉田順五先生の「積雪の物理

学」が雪氷誌上を賑わした時代でもありました。

雪氷の 21巻 3号は、北海道支部創立の特集号でありまして、当時のこ

とが詳 しく載ってお ります。即ち支部倉1立に至るまでの経緯や創立総会の状況、さらには会長安芸

咬一先生の記念講演の概要、初代支部長である音田先生の御挨拶など、当時の方々の意気軒高たる

零囲気をうかがうことができるのであります。当時支部幹事であった、木下先生は「今後、支部の

行 う事業を通 じて、雪氷学の発展 と北海道の開発に寄与することを一同誓い合った次第である」と

いう文で、特集号を締め括っておられました。

創立後間もない昭和 37年 1月 、釧路において支部主催の「除雪並びに凍上対策についての談話会」

がありました。私、当時釧路にお りましたので、早速駆けつけましたが、凍上 と除雪問題をかかえ

る道東地方の関心は極めて高 く、参加者は 120名 に達 し、大変有益な会であ りました。北海道支部

は、毎年全道各地において、このような談話会・講演会、または映画会を開催 してこられ、木下先

生が掲げられた雪氷学の発展 と北海道の開発に関して、実に偉大なる貢献をされて参 りました。そ

もそもわが国の雪氷学の発展は、殆どが北海道支部の方々のご尽力による、 と申し上げても決して

過言ではありません。この輝やかしい業績を挙げてこられた皆様に対し、心からなる敬意を捧げま

す と共に、この記念式典を契機 としての更なる御発展を祈るものであります。

さて、私 ども、 4年ほど前に、及ばず乍ら東北支部を創立いたしました。その節は、若濱支部長

先生を始め、皆様から格別のご厚情ご指導を賜わ り、本当に有難 うございました。どうか今後 とも

よろしく御指導、御鞭撻を下さいますようお願い申し上げます。

さて、御礼の言葉が最後になって大変恐縮に存 じますが、このめでたい式典に御招待いただきお

祝の言葉をのべる機会を与えられましたことは、東北支部にとりまして無上の光栄 とするところで

あります。

誠に有難 うございました。

北海道支部の益々の御発展を重ねてお祈 り申し上げ、祝辞 といたします。

平成元年 6月 13日

祝
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辞

日本雪氷学会北信越支部長 中 村 勉

日本雪氷学会北海道支部倉1立 30周年記念式典にあたり、北信越支部を

代表し一言お祝の言葉を述べさせて戴きます。

昨年の本部の倉1立 50周年に引き続き、本年は北海道支部がその 30周

年を祝うという事は誠に御目出度 く、心よりお慶び申し上げるものであ

ります。一口に 30周年と言いますが、一つの組織あるいは機関が 30年

続 くということは、それほど生易しいものではないと存じます。特に、

昨今の、大学や国立試験研究機関における研究所や学科等の統廃合を目

の当たりに致しますと、その感を強 くするものであります。

いささか私事になって恐縮ですが、北海道支部が発足致しましたのは、

昭和 34年 5月 18日 の事でございますから、それは丁度私が大学院生に進んだ年に相当致します。

すでに故人となられました孫野長治先生のお勧めにより、私が日本雪氷学会に入会致しましたのが、

昭和 33年頃というように記憶しておりましたが、もしかすると、この北海道支部発足を機に入会し

たのかも知れません。

ところで、ご承知の通 り、現在、日本雪氷学会には貴北海道支部の他に二つの支部が御座居ます。

すなわち、東北支部と北信越支部であります。東北支部は昭和 61年 2月 に、そして、北信越支部は

62年 9月 に発足した北陸支部をその前身としております。これら二つの支部は、北海道支部に比べ

ますと将に幼児そのものであります。

振 り返ってみます と、北海道支部は発足直後から、種々の支部活動、すなわち、研究会や講習会

等を精力的に行ってきてお り、当初のガリ版刷 りの印刷物は、最近は「北海道の雪氷」というスマー

トな定期刊行物に発展 してきてお ります。私は、昭和 41年、丁度北海道支部の今年の年齢の時に北

海道支部を去 り、長岡へ転勤致 しました。しかし、幸いにも北海道支部の活動状況を示す印刷物は、

現北海道支部長の若濱五郎先生や、現神戸商船大学教授の斎藤実さんたちから長岡迄送られてきて

お りました。それは、残念乍ら、私の長期海外出張 と併せて昭和 43年 に途絶えてしまうのですが、

東北支部や、北信越支部発足の陰には、この北海道支部活動の脈々 とした流れ とそのご支援が存在

していたことは、粉れもない事実であり、万人が認めるところのものであります。

日本雪氷学会の活動、ひいてはこれら二つの支部活動がどのように進展してゆ くか、それは何人

にも判らない事ではありますが、 日本が雪国であるかざり、人間生活とは切っても切れない関係を

持ち続ける事は間違いないことでしょう。 しか も、雪氷学は人間のための学問であると同時に、地

球上の、引いては惑星上の雪氷、もっと広 く考えます と、H20と いう物質の存在にまで関わる幅広

い学問体系 として位置付けられると思います。この幅広い学問体系の発展は、30年の歴史をもつ北

海道支部の従来にも増す御研さんとリーダーシップにまつこと大であると信 じて疑わないものであ

ります。北海道支部の今後の益々の御発展を心よりお祈 り申し上げ祝辞 といたします。

1989年 6月 13日

祝
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日本雪氷学会北海道支部 30年 を顧みて

雪氷学会北海道支部前支部長 木  下  誠  一

北海道支部は昭和 34年 に発足し、今年で 30周年を迎えました。当時 日本における雪氷学はまだ

黎明期 とも云える段階で、学会も、積雪寒冷に関する基礎及び応用が現実の問題にどう対処するか

を検討 し合 う同好会的な色彩が強かったように思われます。北海道においてもそのような状況で

あったわけですが、この 30年の間に非常な進展が見られ、今 日では、基礎から応用まで問題が広範

に多様化する一方、内容 も、国際的にひけをとらないほどに成長 したと云えます。

さる 6月 13日 、創立 30周年の記念式が北大学術交流会館で開かれました。30年間の歩みをたた

えて、学会長はじめ、気象学会、農業気象学会の各北海道支部長から祝辞がよせ られました。又、

雪氷学会の東北、北信越の各支部長からも、懇親会において、スピーチが行なわれ、今後益々の進

展が期待された次第です。私は、この記念式において、東晃さん、吉田順五先生、堂垣内尚弘さん、

大橋康次さんの諸先輩 とともに、支部における活動をたたえる感謝状をいただきました。身に余る

光栄 と存ずる次第です。さて、私は、発足当時の使い走 り役の幹事から、ひき続き幹事長、理事、

支部長 (昭和 52年度から8年間)と 、30年間ずっと支部の運営に関係 して来ました。微力ではあり

ましたが、私なりにつ とめさせていただきました。考えてみます と、この 30年間の北海道支部の進

展の歩みは、私自身の歩みとダブって感 じられます。そんな関係から、支部 30年 を顧みる記事を依

頼される次第になりました。支部 30年の歩みにつ きましては、この号のなかの年表をごらんいただ

くとよく解ると思いますが、特に私の印象に残ったことを取 り出して、ふ りかえってみたいと思い

ます。

発足の頃

北海道支部が生れる経緯につきましては、
｀
雪氷

″の 1959、 Vol.21、 NO.3に 初代幹事長の井上力

太さんと初代支部長の吉田順五先生が記事をよせ られています。雪氷学会は、この支部発足の 4年

前、昭和 30年 に、前身の雪氷協会が発展的解消 という形で創立されていました。事務局は東京の気

象庁にあり、全国大会 も毎年東京で行なわれていました。なんと云っても主力会員が北海道に多い

関係から学会の活動をより活発にさせ るため北海道支部の設立 という機運が芽生えたと思います。

昭和 33年に本部事務局の福井篤さんが、北海道地区の賛助会員獲得のために札幌に来られたとき

に、支部設立の準備委員会を作る下ごしらえをして行ったのです。支部規約 とか支部の活動資金な

どについて検討を重ねていたわけです。私は当時は、ほんの使い走 りでしたので、準備委員会には

出席 しませんでした。当時は、国鉄 と開発局が主になって動いていたように思います。雪氷関係の

技術 としては、 日本では国鉄の除雪が最初 と言えます。従って、雪氷学会のなかで国鉄が一番のシ

ニセという自負をもっていました。北海道にも国鉄に除雪や凍上に関連する技術者が多かったよう

です。そして、札鉄の根来幸次郎局長がその先頭に立っていたと思います。一方、開発局は、新興

グループとも云 うべ きもので、戦後の道路整備や新設計画の発展がめざましく、それに附随 して除

雪や凍上対策にも力を入れて来たためです。土木試験所の伊福部宗夫所長が積極的に推進役 をつ と

めていました。このように、国鉄 と開発局がよい意味で張 り合っていたように思います。それに、

北電、電々、道、市、寒地建築研究所、林業試験場、農業試験場、気象台、北大、民間土木会社等
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からも委員が出て準備が進められました。そして、昭和 34年 5月 に、発足の記念式が開かれること

になりました。支部長に北大低温科学研究所の吉田順五先生、理事には関係の各官庁や会社から 20

名ほどが選任された後で、支部長からの委嘱として、幹事長に札幌管区気象台の井上力太さんが、

又他に幹事数名がきまりました。事務局は、幹事長の居る気象台におかれ、清水良作さんが会計幹

事をうけもたれることになりました。発会式の 日には、雪氷学会会長の安芸咬一先生も見えられ、

野斗学技術の新 しい役割について
″

という格調高い講演がありました。

早速支部事業が企画され、8月 22日 の見学会 (桂沢ダム)、 9月 30日 の研究発表会 (北大農学部 )、

12月 6日 の除雪談話会 (札鉄、特別講演 として中谷先生のグリーンラン ドの話 しがあった)が行な

われました。そして、昭和 35年の 2月 5日 には、札幌以外での地方における談話会 として、紋別市

において流氷に関する談話会が行なわれました。この頃全国大会を札幌でという話 しが もち上 り、

昭和 35年の全国大会を北海道支部で引受けることになりました。

昭和 35年 の全国大会

このときは、北大のなかに、クラーク会館が出来たばか りで、この新 しい近代設備を使ってみた

いという希望がありました。今考えてみます と、それほどよい設備ではないのですが、当時では大

変な魅力でした。発表会場 として大講堂が使われたのですが、定員 800人 という広すぎの会場でし

た。井上幹事長を先頭に幹事一同何回にもわたって準備会を開きました。又、資金面では、国鉄 と

開発局が主になっていただき、予想外の集金が出来ました。

当時私は、会場係 と会計係を担当しました。会場係 としては、低温研の当時の若手であった若濱

五郎さん、小野延雄さん、藤野和夫さん等を補助 として協力してもらいました。新 しい会場 という

ことで、なにかにつけ新機軸が多かった割 りには、なじめないものがあり、大変苦労 しました。特

に映画については、よい設備 ということで安心 していた所が、映写機が客席後方の別室の中に入っ

ているため、即応の対応が出来ずに困りました。特に、亡 くなった国鉄の荘田幹夫さんが 16ミ リ映

画で、雪斜面をころげ落ちながら雪塊が大 きくなって行 くのを紹介 したとき、雪の中に雪だまが動

くという微妙なコントラストを要する映像のため、ピントが合わない画面が流れ、それを注意する

連絡が映写機室にとどかず、困り果ててしまいました。荘田さんが壇上で怒り出し、吉田支部長も

心配するなど、大変な目に会いました。

発表論文が全体で35と いう、現在の 200余 りに比べるとまさに昔日の感があります。勿論 1つの

会場で、 1日 半ですますことが出来ました。座長も現在では中堅や若手ですが、当時は長老にお願

いしました。支部発足に直接かかわりはありませんでしたが、大御所の中谷宇吉郎先生も心よく座

長を引受けて下さいました。

2日 目の 10月 7日 の午后には、シンポジウムを開くことになりました。北海道にふさわしい話題

ということで、凍上が取上げられました。北大工学部の真井耕象先生の司会で、物理 (低温研の大

浦浩文)、 建築 (北大工学部の大野和男)、 道路特に北海道における凍上対策 (開発局の伊福部宗夫)、

鉄道 (国鉄の鹿野二郎)、 道路 (建設省の竹下春見、欠席のため司会の真井先生が紹介)について各

先生が約 30分づつ講演された後で、午后 3時 50分から午后 5時 30分までの 1時間 40分が討論に

使われました。私は、まだ当時凍上を専門にしてなかったのですが、この討論は大変白熱したこと

を覚えています。支部長の吉田順五先生をはじめ、なくなられた孫野長治先生、黒田正夫さん、そ

れに現学会長の東晃先生からも積極的な発言がありました。討論の内容をそのまま
｀
雪氷

″
にのせ

たいということで、録音を記事に書き直すことにしました。始めは簡単に考えていたのですが、実
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行 してみると、大変な手間がかか りました。大体 3分間の討論を記事にするのに 1時間はかかった

と思います。低温研の鈴木義男さん、若濱五郎さん、小野延雄さん、藤野和夫さんに協力をいただ

き、昭和 36年の V01.23。 NO.1に特集 としてのせ ることが出来ました。今読んでみても、当時の白

熱 した議論が思い出せ ます。又凍上の機構 として現在でも同じ未解決の面があることを強 く感 じま

す。

会計係 もした関係で、見学会懇親会の会費を徴収する際のおつ りの小銭を用意しなければならな

いということで、ポケットカ測 銭ヽでいっぱいになったことを覚えています。私は、生家の小樽から

札幌へ汽車通勤をしていたので、朝早 くから夜遅 くまで、会場の設定その他で大変でした。

ともか く全国大会が終了してほつとしました。全国の会員に、北海道支部のまとまりの良さを見

せたと思います。これが、支部の基礎固めに大いに役立ったようです。

以後、北海道支部の活動は、毎年ほぼ予定通 りに行なわれています。予算の額に比べ、行事 をよ

くこなしていると思います。これは、歴代の支部長を始め とする理事の方々はもとより、実際に企

画運営に当る幹事の皆さんの献身的な努力の賜物 と思います。

以下、30年 間の支部活動のなかの若千について、記憶に残ることを述べてみます。

地方談話会について

北海道支部では、総会、講演会、談話会、研究発表会、見学会、講習会の行事があり、年によっ

ては欠けるものもありましたが、毎年ほぼ全部を企画実施 しています。特に、談話会については、

特定の課題について、数人の話題提供者が最新の内容について発表し、それをもとに討論を行なう

というシンポジウム形式がとられています。札幌よりも、他の道内の地で開かれるのが多かったよ

うです。第 1回は、前述の昭和 36年 2月 の紋別における海氷の談話会ですが、その後、毎年 1回は

札幌以外で開かれるのが通例 となりました。これは、その地域に特有な話題を取上げ、特に現地の

人からも話題を提供 してもらって討論を行なうということで、地域に密着 した行事であります。そ

して、その都度地元の人とのふれ合いや、その地域にふさわしい新 しい発見があり、私 ども札幌か

ら参加 した会員にとっても大変勉強になっています。30年 間に 28回の札幌以外での談話会があ り

ました。旭川 8回、釧路 5回、紋別 3回、北見、帯広、函館が各 2回、稚内、倶知安、網走、岩見

沢、小樽、士別が各 1回です。私は、このほとんどに出席 していますが、いつ も大変な盛況で、そ

の地の世話役の方々に大変御苦労をかけたことと思います。

話題はその地特有の、海氷、積雪、寒冷等が取上げられているのですが、最近はそれに副題がつ

き
｀
冬の生活を考える

″
(昭 54、 旭川)、

｀
雪 と交通

″
(昭 58、 旭川)、

｀
冬への挑戦

″
(昭 59、 釧路 )、

｀
北国の暮し

″
(昭 60、 旭川)、

｀
寒さと暮 し

″
(昭 61、 北見 )、

｀
寒さの利用 と楽 しみ方

″
(昭 62、 帯

広 )、

｀
小樽の冬と暮 し

″
(昭 63、 小樟 )、

｀
雪に未来をのせて

″
(平 1、 士別)と いうようなキャッチ

フレーズが談話会を一段 と魅力あるものにしています。更に内容 も、雪氷学の基礎だけではなく、

応用分野を拡げた話題、
｀
雪氷道路のスリップ

″｀
冬のファッション″｀

流氷 と漁業
″｀

寒さと呼吸
″

｀
冬の健康

″｀
冬と動物

″
というように、身近かな話題が取上げられ、地域の住民と積雪寒冷 とのか

かわ りが幅広い分野にまたが り大 きな関心がよせ られるようになったと思います。

講演会

そのときどきの話題について、第一線の権威者から話を聞 くのが趣旨で、基礎から応用まで広い

分野について開かれています。又講演をしていただ く方 も、北海道在住の人の他に、これは旅費の

関係 もあ りますが、たまたま関連の学会やその他の用事で札幌に来られた方にお願いすることが多
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いようです。特に海外から来られた方が多くなって来ています。これは国際交流が活発になって来

た証拠と云えます。昭 42ス イスの de Quervain、 昭 45ス イスの Salm、 昭 48ア メリカの WeekS、

昭 53カ ナダの SChaerer、 昭 54中国の施、昭 55カ ナダの Roots、 イギリスの Goodman、 昭 56中

国の黄、昭 59ア メリカの Brown、 ィギリスの WhitWorth、 昭 62ス イスの大村、昭 63ノ ールウェー

の大田、平 1ア メリカの大竹の諸先生と続いています。又雪氷学会 50周年記念の北海道講演として、

昭和 63年 10月 29日 にカナダの Gold、 アルゼンチンの Corteの両博士の講演がありました。この

ように講演会では、特に国際化のめざましいものが感じられます。

全国大会

30年 間で全国大会が 5回北海道で開かれました。第 1回 目は前述の昭和 35年 で、まだ規模も小さ

かったのですが、始めてのことで苦労もありました。その後、昭 46の札幌、昭 50の旭川、昭 55の

札幌、昭 62の釧路と4回 あり、規模 も次第に大きくなって来ましたが、いずれも盛会のうちに終え

ることが出来たと思います。特に、旭川、釧路では、地元の学会員の数が少いのにもかかわらず、

それまで数回の支部談話会開催の経験を生かし、地元官公署や民間の応援もあって、成功を納めま

した。全国からの参会者にもよい印象を与えたことと思います。昭和 35年のときの凍上シンポジウ

ムを皮切 りに、研究発表以外に約半日を使って北海道特有の話題が取上げられる習慣となりました。

昭和 46年には融雪、昭和 50年には冬と生活、昭和 55年 には、折からICSIの会が低温研で開か

れたこともあって、ICSI委 員長のカナダの Rootsの 話しと北大文学部の岡田宏明先生のエスキ

モーの話がありました。昭和 62年には、冬を豊かに一寒冷地における新しい生きかた。暮しかたの

創造をめざしてという話題について、熱′しヽな討論が行なわれました。

国際学会

支部 30年のうちで、最大の行事として、昭和 59年の国際雪氷学シンポジウム (IGS)の札幌

開催があげられます。 9月 2日 から7日 まで厚生年金会館で開かれました。これは日本雪氷学会と

の共催ということで、全体の資金集めや総合準備会は東京でもたれたのですが、地元札幌における

実行委員会として、当時支部長であった私が委員長となり、低温研の前野紀一さんを幹事長として、

支部会員が、2年ほど前から諸般の準備を進めたわけです。会場、受付、同伴者プログラム、見学、

懇親会等各係に別れ、綿密な計画が練られました。受付けのときに参会者に酉己布する袋のことで東

京の委員会ともめるなど、細かい点でいざこざがありましたが、無事終えることが出来ました。外

国人が 66人 (同伴者 21人 )、 日本人が 123名 (同伴者 8人 )と いう多数が集まり、又立派な報告論

文集も刊l行 されました。

見学会は、低温研と除雪機械工場で行なわれましたが、低温研に見えられたときには、北大を訪

問されたということで、学長の有江幹男先生から歓迎のスピーチをいただきました。

日本における雪氷学の発祥とも云える中谷宇吉郎先生の人工雪の研究が行なわれた札幌の地で、

日本で始めての国際雪氷学シンポジウムが開かれたことは大変意義深いものがあったと思います。

事務局

どんな会でも、幹事役は大変です。雪氷学会北海道支部においても、歴代幹事の献身的な活躍な

くしては、こうも成功することは無かったと思います。又、事務局につきましても、身銭を切って

もらう形で、資金面でもかなり負担していただいたように思います。

事務局は歴代幹事長の所属する部署におかれました。従って、気象台、低温研、開発局土木研と

廻ったわけで、これらの官署には大変お世話になりました。しかし、今後ともこの態勢でなくして
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は、北海道支部の運営は成 り立っていかないので、今後とも御協力をお願いする次第であります。

又、このたびの創立 30周年の記念事業では、大変すばらしい企画がなされ、心から成功を祈る次

第です。特に
｀
雪氷調査法

″
は長い間雪氷研究者からの要望があったもので、来年の出版が待遠し

い次第です。

終 りに

支部発足の頃は、除雪、なだれ、凍上、海氷、植物の凍害、融雪などの比較的基礎的な雪氷現象

をテーマ とする事業が多かったと思います。 しかし、そのうちに、屋根雪、道路雪などの実際生活

面 と関連する話題が出て来ました。更に、流氷 と漁業、冬 と動物、冬と健康、冬の衣服などの、他

領域 との関連にかかわる話題にもわたるようになって来ました。又、雪氷寒冷の害を考えるだけで

な く、積極的に利雪 とか自然寒冷利用なども問題 とされるようになって来ました。

発足当時の支部の事業を考えてみます と、その進展 と広が りは目を見張るものがあります。今や

北国における積雪寒冷のハンディをの りこえ、より豊かな倉1造性のある地域の開発に向けて進む勢

が感じられます。

この意味で、雪氷学会北海道支部の活躍は今後とも大いに期待されるものがあります。
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北海道支部研究発表会事始め

北大名誉教授 月ヽ  島 賢 治

雪氷 26巻 3号 (1964)p.loO～ 102に 掲載された北海道支部だよりの最後の半ページに次のような

記事がある。

「支部研究発表会、 2月 8日 (土)午前 9時半～12時、於北大低温科学研究所会議室。

北海道支部に属する会員の中で、全国大会に出席できぬ人が研究発表を行 う会という趣旨で、昭

和 38年度に初めて計画された。しか し、この趣旨に沿 う発表希望者は皆無で、結局、世話人の懇請

を下記の数名の方が受理 され、研究の一端を披れきされる形となった。当年度の行事のうちで最 も

多数の参加者があった天気図ならびに積雪観測法講習会の翌 日に行われたためか、研究発表会参加

者の数は 40名 を下らなかった。研究発表講演要旨は別に掲げる (p.28～ 30)。 (な お次年度の支部研

究発表会は別の型式で行なうことになっている。)

発表題 目・氏名 (原文の一部を省略 )、 1.積 雪結晶組織の不連続面における抗剪力。 (北大低温

研)小島賢治、 2。 しもざらめ雪の研究 I。 (北大低)秋田谷英次、 3.降 雪の総合観測。 (北大理、

地物)李・孫野、 4.ス ノークリスタルゾンデの試作。 (北大理、地物)田 沢・孫野、 5。 降雪強度

計の一案 とその利用について。 (本 L幌管区気象台)井上力太、 6。 北海道の暖房デグリー・デー。 (本 L

幌管区気象台)日 下部正雄、 7.昭 和基地 (69° S)か ら 75° Sま での重力測定値から推定される大陸

氷の厚さ。 (北大低)大浦浩文、 8。 昭和基地付近の雪氷を融解 して得 られた水の電気抵抗。 (北大

低)大浦浩文、 9.今 冬の札幌における積雪断面測定 (中 間報告 )。 (北大低)イ 島ヽ他」

さいわい、上記の 9件の講演でなんとか体裁を整えることができた。これが北海道支部研究発表

会の始まりである。世話人とは当時支部幹事長であった私のことであり、支部だよりも実は私が書

いたものである。発表会では、「院 (かい)よ り始めよ」というわけで私自身が前座をつ とめるはめ

になったのは止むを得ない。私が発表した材料は 4年 も前の 1960年 2月 に母子里で測定 したもの *

である。その間の 3冬期間を含む 2年余 り私は外国でデスクワー ク (資料解析 と論文書き)に 明け

暮れていた。「現在昭和何年か」を思い出すのに数秒かかる状態で札幌に戻って間もなく、支部幹事

長の役 目を木下誠一さんから引きついだので、なにかにつけて大変苦労 した。私がなじみの薄い他

の研究機関の人に講演を頼むのに吉田支部長が同行 して下さったり、地方談話会の打合わせに国鉄

の関係者が現地ヘー緒に行って下さったり、私の不馴れを見かねて助けて下さった方々の御親切は

忘れられない。初回の研究発表会でも私のお願いを受理 された日下部さんは、当時札幌管区気象台

技術部長で支部理事でもあったが、講演あるいは学会誌雪氷への投稿などの度重なるお願いを気軽

に大抵引受けて下さったことはまことに有難かった。

ところで、研究発表会はその後どうなったか。私の幹事長 2年 目の行事に組入れるのは止めてし

まった。その代 り次年度の初 日、1965年 6月 17日 の総会・講演会にひきつづ き、当日の午後に雪氷

一般の研究発表 7件、さらに翌 18日 にも植物の寒害についての研究発表 16件 と2年度分の研究発

表会を盛大に挙行 し、参加者も倍増 した。支部幹事長はこの総会で私から若濱さんに引きつがれた

(雪氷、27巻、 4号、1965)。 現在行われている「総会につづ く研究発表会」の形はこの時に始まっ

たわけである。
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私自身は支部での研究発表を 20年以上怠けるようになり、1987年か ら再び心 を入れかえて登場

したが、今年は稀にみる暖冬と支部 30周年を記念 して (と いう勝手な言訳で)休みとし、古い昔の

写真や ら昔話を提供 してお茶を濁 した次第である。

* 注 :最初の研究発表での私の話の要旨は雪氷に掲載ずみであるが、測定値の記述がなかった

ので、ここで少々補足できればと思 う。表題に組織の不連続面 とあるのは、いわゆる弱層の一種で

ある。注目したのは (a)積雪上部の新雪～こしまり雪の中に介在する特に密度が小さい薄層 (厚

さ l cm以下)で、樹枝状ないしこれに近い形の結晶からなる部分 と、 (b)組織の粗さが違 う2つ

の層、たとえばしまり雪 とざらめ雪の境界面などである。 (a)の場合、雪面から深さ 30 Cm(水量

で約 45 mm)ま でにあった 3枚の弱層の抗剪力の平均は、それらの上下の一様層の抗剪力の平均

600 kgom 2の 38%であったが、これより深い所にあった低密度層からは、さほど明らかな弱さが得

られなかった。(b)の 1例 として、密度 350 kgo m~3の ざらめ雪 と、その上に測定時の 2日 前に積っ

た密度 200 kg・ m3のこしまり雪 との境界面の抗剪力は、こしまり雪内部の抗剪力 800 kg・ m2の半

分であった。 しかし、 もっと古いしまり雪とざらめ雪 との界面では、抗剪力が必らずしも小さいと

は云い難かった。なお、測定方法は雪氷掲載の要旨に述べてある。雪試料の温度は-2～ -4℃ で

あった。
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北 国 の 春

長い長い冬が終って、北海道にも春がやって来た。

過 ぎ去 りし冬には、耕地防風林の吹雪防止に関する調査を、道東の標茶町や中標津町で、鼻水を

垂らしながらやったこともあった。カラマツ林帯は、落葉樹林帯であるが、防風効果は大きいし、

そのために、却って、吹雪を林内に溜めてしまい、大きな雪丘が出来て、いちじるしい雪害が生 じ

ていた。

滝野公園では、雪洞をつ くり、スキー板の梁にダンポール紙の断熱をして、シー トの屋根を張っ

て、耐寒キャンプを経験 した。雪のテープルに夕食を楽 しみ、雪の壁にスライ ドを映した。翌 日は

つよい冷え込みであった。眩 しい太陽の下で、森の中を歩 くスキーで散歩した。滝の水音は、もう、

春のようであった。

待ち遠 しかった北国の春は、花を咲かせ、芽吹きを促 し、あっという間に過 ぎ去ってしまった。

(斎藤新一郎 )

みプ
′
|デ しょう
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日本雪氷学会北海道支部創立 30周年記念式典報告

平成元年は、北海道支部が創設されて 30周年 目にあたる。そこで、これを記念する事業を行 うこ

とを企画し、事業の一環 として、本年 6月 13日 に 30周年記念式典を開催 した。昨年は雪氷学会に

とっても50周 年 目の記念すべ き年であり、引き続いて今年支部創立 30周年を迎え、さまざまな意

味で学会の歩みを振 り返る良き機会であった。式典はまた将来への展望 を明確に打ち立てる出発点

でもある。過去を振 り返 り、将来を望むことが式典を行 う主な目的であった。昨年来、支部幹事の

間で検討を重ね、式典の意義や運営を企画 したが、その基となったのは、雪氷学会が基礎研究 と応

用研究 との接点に立脚 していることである。基礎的な研究 と実社会のさまざまな問題に対処する応

用研究の 2面性が雪氷学会の特徴であった。

30年前の支部創立の経過を「雪氷 昭和 34年」でたどってみると、雪氷学会の発展 と北海道の開

発に寄与するとの意気込みが読み取れる。振 り返ってこの 30年 は、北海道支部にとっても、また日

本雪氷学会にとっても変化の著 しい年月であった。雪氷学を取 り囲む状況 も大きく変わって来た。

この 30年の間に、雪氷学は明らかに進展 してきた。それにも増して、寒冷地域の生産活動や生活は

その規模は拡大 し、活発化 してきた。寒さと積雪をもはや寒冷地域の宿命的な阻害因子ではなくな

りつつある。このような変化・進展は北海道支部にとっても予想を超えるものであった。それは、

当時雪氷研究者に科せ られたテーマが「克雪」であったのに、昨今では「利雪J・「親雪」にまで広

がったことからも裏付けられる。こうした状況の変化を掌握し、次の 30周年に向かって北海道支部

の歩む方向を見極めるのが、これからの課題であろう。

記念式典は平成元年 6月 13日 午後 3時 より、北海道大学学術交流会館小講堂にて開催された。例

年通 りの総会 と研究発表会に引き続いての開催であった。支部福田正己幹事長の司会で、以下のよ

うに式は進行 した。

1。 開会の辞

2.支部長挨拶

3.来賓祝辞    日本雪氷学会長

日本気象学会北海道支部長   黒沢真喜人

日本農業気象学会北海道支部長   堀口 郁夫

4.祝電披露

5.感謝状授与

6.記念事業披露

7.記念特別講演  「寒さの中の暮らし」

一北欧の子供たち―

北海道教育大学教授   伊藤 隆一

8。 閉会の辞

5.の感謝状は支部の活動に貢献されてこられた方々に授与された。

北海道大学名誉教授 吉田 順五氏 (初代支部長 )

北海道大学名誉教授 井上 力太氏 (初代幹事長 )

国際基督教大学教授 東   晃氏 (昭和 5051年支部長 )

若濱 五郎

東   晃
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北星学園大学教授  木下 誠一氏 (昭和 5259年支部長)

北海学園大学教授  堂垣内尚弘氏 (初代理事 )

元北海道電力副社長 大橋 康次氏 (理事本部顧問)

当日吉田、井上、堂垣内の諸氏はあいに くと出席願えなかったので、後ほど感謝状 と記念品をお送

りすることとなった。

6。 の記念事業披露では、支部機関誌「北海道の雪氷」の特集号、そして記念出版予定の「雪永

調査法」の概要が紹介された。 とくに「雪氷調査法」は多くの現場実務者からその出版を望む声が

多かったので、30周 年を記念して応用分野への寄与 となることが期待される。

7.の記念特別講演は、寒冷な環境での暮しについて、とくにその文化的側面に関連 した内容で

あった。雪氷についての科学的な視点とは、幾分趣きが異なるが、雪氷学の今 日的な位置付けを行

う多くのヒントが、与えられたものと思われた。講演をお願いした伊藤先生は、生活の場 としての

寒冷地域、北海道と北欧フィンラン ドを例にあげながら、寒さへの対応や倉1意 といった文化面で比

較された。寒さに順応させながら子育てを行 う北欧の人々の生活には、同様の寒冷環境に暮らす我々

が学ぶべ き点が多いように見受けられた。120名 の出席者は、スライ ドを多く使い、またユーモアを

交えた伊藤先生の講演に時間の経過を忘れて聞き入った。

記 念 式 典

会 場 前 景

支部長挨拶
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感 謝 状 授 与

大橋 康次氏

記 念 講 演

木下 誠一氏

熱演 される伊藤隆―先生
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日本雪氷学会北海道支部創立 30周年記念祝賀会

平成元年 6月 13日 、午後 5時 30分より支部創立 30周年を祝 う会が開催された。すでに同日には

30周年記念式典が挙行され、30周 年の歩みを振 り返 り、これからの更なる進展を望む所存が明らか

にされた。会場を北大学術交流会館からクラー ク会館へ移して、祝賀会が開催された。当日は終 日

晴天で、参加者は鮮やかな新緑のキャンパスを歩いて会場へ移動 した。会員の他に、関連する各界

の方々、記念事業に協賛頂いた企業等の方々をお招 きし、約 120名 が記念祝賀会に臨んだ。

クラーク会館の会場には、花を巧みに入れ込んだ氷柱が置かれ、雪氷学会らしい雰囲気を盛 り上

げていた。山崎誠氏の司会により次の式次第で進行 した。

1.支部長挨拶 若濱 五郎氏

2.来賓の挨拶   紋別市長   金田  武氏

雪氷学会東北支部長   渡辺 善八氏

北信越支部長   中村  勉氏

3.乾杯     雪氷学会長   東   晃氏

4.ス ピーチ           木下 誠一氏

大橋 康次氏

5.閉会の乾杯   支部会員   小島 賢治氏

支部長からは、特に本事業に協賛頂いた企業等の方々への感謝の辞が述べ られ、引続き今後 とも

支部への協賛をお願いする旨が述べ られた。本祝賀会へわざわざおいで頂いた紋別市長の金田氏か

らは、寒冷な北海道の地方都市の活性化には、雪氷学の進展が欠かせないとの期待の言葉が述べ ら

れた。また来賓の各支部長は御両名 とも、かって北海道支部に所属されたことがあり、他の 2支部

に比べて長い歴史を持つ北海道支部への期待の言葉が寄せ られた。乾杯のあと、全員親しく歓談 し

たがNKKか ら寄贈された音の出る氷「エキサイス」のオンザロックには、感嘆の声が挙がってい

た。雪氷学の研究成果が、思いもよらぬ分野で活用されていることを改めて知らされた感がある。

宴はたけなわで、歓談は尽きなかったが、予定の時間をはるかに超えて閉会の乾杯となり、全員

別れを惜しみつつ、グラスを置いて閉会した。
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若濱支部長挨拶 東雪氷学会長の乾杯

懇談中の大橋康次氏、堀口農業気象

学会道支部長、金田紋別市長 (左 から)

木下前支部長のスピーチ
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平 成 元 年 度 研 究 発 表 会 議 演 要 旨

日時 :平 成 元 年 6月 13日 (火 )10:30～ 14:30
場所 :北 大学 術 交 流 会 館、 小 講 堂  札 幌市 北 区 北 8条 西 5丁 目

研究 発 表 会 プ ロ グ ラム

10:30～ H:45   座 長  東 海 林 明雄

1.雪 結 品の 反 射 光 に よ る顕 微 鏡 写 真 撮影 につ い て

油 川 英 明 (北 海 道 教 育 大学 岩 見 沢 分 校 )

2.耕 地 防風 林 の 地 吹 雪 補 捉 機 能 と林 木 の 雪 害 につ い て

斉 藤 新 一 郎・ 成 田俊 司 (北 海 道 林 業 試験 場 )

3.膜 材 を用 い た屋 根 の 融 雪 滑 落 性 状 につ い て

苫 米 地 司 (北 海 道 工 業 大 学 )

4。 最近 の ギ ヤロ ッピング発生事 例 とその対策

藤 田勝 史・ 鈴木育夫・ 藤井裕 (北 電総合研究所 )

5.積 雪 深計 の開発 と問題点

秋 田谷英次 。新堀邦夫 (北 大低温研 )、 清川真永 (コ
ーナーシステム)、

河原金治 (シ ク
¨
マ電子 )、 山根義 昭 (コ ンドウサイエンス)

13:15～ 14:30   座長 油川英 明

6。 大正 15年 十勝岳泥流 にお け る積雪融解量

山 田知 充・ 立花義裕 (北 大低温研 )

7.小 型 フ・レ,シヤーヒ
・ローを応 用 した降雪強度計 につい て

佐 山惣 吾・ 西川泰則・ 田村勇 (北 海道工業開発試験所 )

8.雪 面蒸発量の斜面依存 について

高 橋修 平 。百武欣二 (北 見工大 )、 兒玉裕二 (北 大低温研 )

9。 海氷 のLead分 布 と運動学 的特 性

榎本浩 之 (北 見工大 )、 大村纂 (ETH)

10.大 雪 山に分布す るパルサの内部

曾 根敏雄・ 高橋伸幸 (北 大環境研 )、 福 田正 己 (北 大低温研 )
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雪 結 晶 の 反

"光
に よ る RR微 銚 写 真 撮 影 に つ ぃ て

* E ( ibi& ttf,t+ EErR'&)

雪 結 晶 の 顕 微 鏡 写 真 は 結 晶 本 体 と 背 景 と

が 分 離 さ れ れ ば 、 そ れ だ け 結 晶 観 察 に 都 合

が よ い 場 合 が あ る 。 本 研 究 は そ の こ と を 第

一 の 目 的 と し て 行 な わ れ て き た も の で あ る 。

雪 結 品 は 無 色  透 明 で あ り 、 結 晶 主 軸 方 向

に 光 の 具 方 性 が 存 在 し な い の で 、 こ れ ま で

の 顕 微 鏡 写 真 の 撮 影 は 、 特 別 な 目 的 以 外 で

は 偏 光 が 用 い ら れ ず 、 自 色 斜 光 を 沐1用 し た

り 、 光 源 の フ イ ル タ ー を 工 大 し た カ ラ ー 写

真 撮 影 が 行 な わ れ て き た 。 し か し 、 こ れ ら

は い ず れ も 結 晶 全 体 と 背 景 が 良 く 分 離 さ れ

ず 、 特 に 結 晶 面 に 文 様 が 少 な い 角 板 結 晶 な

ど に お い て は こ の こ と が 顕 著 で あ る 。 た だ 、

そ れ は 結 品 の 透 明 感 を 表 現 す る の に は 適 し

て い る も の と 考 え ら れ る 。

今 回 開 発 し た 方 法 は 、 こ れ ま で の よ う な

透 過 光 は 用 い ず 、 落 射 照 lllに よ る 結 晶 表 面

か ら の 反 対 光 に よ り 写 真 撮 影 を 行 な お う と

す る も の で あ る 。 そ の 原 理 を 第 1図 に 示 す 。

こ れ は 、 顕 微 鏡 の 対 物 レ ン ズ と 試 料 載 特 台

と の 間 に ハ ー フ ミ ラ ー を 取 り 付 け 、 光 源 1

に よ り 光 を 雪 結 品 の 上 面 に 当 て 、 そ の 反

"光 が ハ ー フ ミ ラ ー を 通 過 し て 躙 微 IAの レ ン

ズ に 入 る 仕 組 み に な っ て い る .こ れ が 、 既

成 の 金 属 顕 微 競 と 異 な る 点 は 、 照 明 光 が 雪

結 晶 の 表 面 に お い て 饒 面 反 射 を す る よ う に 、

試 料 を 若 千 傾 け る た め の 装 置 を 取 り 付 け て

い る こ と (試 料 は そ の ま ま で 、 レ ン ズ 系 に

よ リ エ 夫 す る こ と も 可 )と 、 試 料 を 掲 せ る

プ レ ー トが 無 反 1寸 の も の で あ る と い う こ と

で あ る 。 こ の 傾 斜 角 度 は 、 結 島 自 体 き ち ん

と 水 平 に な ら な い も の も あ る た め 、 各 々 の

試 料 に 応 し て 調 整 す る こ と が 必 要 で あ る 。

頭 微 鍼 を の で き な が ら 、 最 も 反 射 の 強 い と

こ ろ で こ の 傾 斜 装 置 を 固 定 し 、 写 真 撮 影 を

行 な う わ け で あ る 。 こ の よ う に し て 饉 ら れ

た 例 が 写 真 1～ 写 真 3で あ る 。 背 景 が 完 全

に 晴 視 野 で 、 雪 結 晶 だ け が 自 く 澤 き 上 が っ

て 見 え る 。 こ の よ う な 例 は 、 Bentle‐
y &  H unlp h r e y`の 写 真 集 (1
931年 )が 著 名 で あ る が 、 今 回 の 方 法 は

彼 ら の よ う に 写 真 原 板 に 手 を 加 え る よ う な

こ と は 行 な っ て い な い 。 そ し て 、 こ れ は 反

射 光 に よ る 撮 影 で あ る た め 、 雪 結 品 の 表 面

状 懲 が 忠 実 に 写 し だ さ れ て い る こ と も 、 彼

ら の も の と 異 な っ て い る 点 で あ る 。 雪 結 晶

の 表 面 状 急 に つ い て 、 特 に 写 真 2に つ い て

見 て み る と 、 6本 の 技 の う ち 、 下 贅 3本 と

上 偏 3本 と は 明 ら か に 異 な っ て い る こ と が

判 別 で き る 。 下 側 の 3本 の 技 に は 雪 緒 品 特

有 の 文 様 が 見 ら れ る が 、 上 側 の そ れ ら に は

全 く 見 ら れ な い 。 ま た 、 写 真 1の 雪 結 品 の

中 心 部 に あ る 六 角 板 に は 6本 の 校 の 付 根 部

分 が 透 け て 見 え る 。 写 真 3は 校 の 幅 が 広 い

の で 、 こ の こ と が 良 く 観 察 で き る 。 す な わ

ち 、 左 下 3本 の 技 に は 中 心 部 に 太 い 文 様 が

見 ら れ る が 、 右 上 の 3本 は 全 体 的 に 滑 ら か

で 、 枝 の 先 蟷 部 分 に 透 け た 文 様 が 見 ら れ る.

ま た 、 有 上 の 3本 の 技 を な ぞ つ て い く と 、

左 下 の 3本 の 技 の 結 晶 部 分 の 上 に 位 置 し て

い る こ と が わ か る 。 つ ま り 、 写 真 2、 写 真

3の 雪 結 品 は 鵬 徴 anの レ ン ズ 方 向 か ら 見 て、

3本 の 滑 ら か な 上 側 の 部 分 (そ の 反 対 側 の

面 に は 文 様 が あ る )と 、 特 有 の 文 様 が 見 ら

れ る 下

"3本
の 技 〈そ の 反 対

"の
面 は 清

黙
と か ら 成 つ て い る わ け で あ る 。 こ の こ と は、

雪 結 晶 を 通 過 光 で 観 察 し て い る 限 り に お い

て は 、 H191が 極 め て 困 難 で あ る 。

こ の よ う な こ と か ら 、 反 対 光 で 雪 結 品 を

観 察 す る こ と に よ り 、 通 過 光 で は 余 り 気 付

か な か っ た 新 し い 知 見 を 得 る こ と が で き る

わ け で あ る 。
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第 2図 は 、 写 真 1～ 写 真 3と そ の 他 の 写

真 よ り 、 雪 結 品 の 3次 元 的 な 様 子 と 断 面 を

想 定 し て み た も の で あ る 。 六 角 柱 を は さ ん

で 、 校 の 内

"に
面 す る 表 面 に は 文 様 が AIIま

れ て お り 、 外 側 の 面 は 滑 ら か で 、 そ の 反 対

個 の 面 の 文 様 が 遺 け て み ら れ る 。 そ の こ と

を 強 調 し て 描 い た の が 回 φ 右

"の
断 面 で あ

る 。 こ の 場 合 、 ■ 結 晶 の 外 側 の 滑 ら か な 面

を 「 表 の 面 J、 結 品 の 内

"の
文 機 の あ る 面

を 「 裏 の 面 Jと 呼 ぶ こ と と す る 。 す な わ ち 、

雪 結 晶 に は
'表

Jと
'襄

Jが 存 在 し 、 文 様

は
=面

に 形 成 さ れ て い る と い う わ け で あ る 。

な お 、 雪 結 晶 写 真 の 背 景 を 暗 視 野 で は な く

色 付 け を し た い 場 合 に は 、 第 1日 の ま 置 で

光 源 2に ll当 な フ イ ル タ ー を 入 れ れ ば 良 い

ゎ け で 、 そ の 結 果 、 写 真 は 色 付 い た 背 景 に

雪 結 品 が 自 く 浮 か び 上 が つ て み え る 。 ま た 、

E & o it $ ,E A , E t 6 ,!; E

は 、 結 晶 か ら の 反 射 を 遭 当 に

め て や れ ば よ い わ け で 、 操 作

比 較 的 簡 単 で あ る 。

写 真 2

写 真 1 EA!tElsqE&

A2E gtsfio 1*r c llI

対掏 レンズ
∪

―

輝

Ｉ

Ω

■薔贔

第 1図 顕 微 焼 写 真 撮 影 の 原 理
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耕 地 防 風 林 の 地 吹 雪 捕 捉 機 能 と 林 木 の 雪 書 に つ い て

書 藤 新 一 郎 ・ 成 田 俊 司 (北 海 道 立 林 業 試 験 場 )

北 海 道 東 部 の 標 茶 町 虹 別 地 区 に お け る 民 有 の 耕 地 防 風 林 は ,ほ ぼ 500m間 隔 に ,東 西

方 向 に ,4林 帯 が 配 置 さ れ ,そ れ ぞ れ の 林 帯 颯 が 約 40mで あ る 。 こ れ ら は ,落 葉 性 の カ

ラ マ ツ で 構 成 さ れ ,遺 成 さ れ て ほ ぼ 15(～ 20)年 生 で あ り ,■ さ が 6～ 9m,田 査 時 点 で

の 立 木 密 度 が 3000～ 3850本 /ha(植 栽 密 度 は 約 1400本 /ha)で あ る 。 と こ ろ が ,い ず れ

の 林 書 で も ,風 上 側 (北 側 )の 帽 10mだ け が 健 全 に 生 育 し て い て ,こ の 部 分 を 除 く と ,

林 帯 の 中 央 部 や 風 下 側 の 林 ホ は ほ と ん ど 全 減 状 患 (枯 れ ,幹 折 れ ,幹 山 り )と な つ て い

る 。 生 長 期 (1988.7)の 出 童 で も ,こ の 不 成 績 の 原 因 は ■ 害 で あ る ,と 推 測 さ れ た (薔

藤・ 成 田 ,1988a)。

そ こ で ,改 め て ,積 ■ 用 の

“

童 を 1989年 2月 21日 に 実 饉 し た 。

カ ラ マ ツ 林 帯 の 風 上 側 ,林 書 内 お よ び 風 下 側 の 積 雪 深 は ,図 -1に 示 さ れ る 。

風 上 側 の 積 雪 は ,林 縁 か ら 45mま で で あ り ,林 饉 に 向 つ て 漸 富 し て い た 。 林 市 内 で は,

残 存 林 木 の 風 下 側 に ,■ き 200o日 も の ■ 丘 が 形 成 さ れ て い た 。 こ の 雪 丘 の 部 分 は 輌 が 約

10mで あ つ た 。 風 下 林 縁 か ら 風 下 側 へ は ,60mま で 積 ● が あ り ,そ れ よ り 風 下 で は 積 雪

が な か つ た 。 現 存 す る 林 饉 か ら は ,90m風 下 ま で 積 雪 が あ る こ と に な る 。 そ れ ゆ え ,こ
の 落 葉 針 葉 樹 の ,幅 10m,■ さ 7～ 9m,密 度 約 3500本 /haの 林 書 は ,防 雪 林 と し て は,

林

ーａ
ｍ

¨

。
一
枷

ｍ

ｍ

い

。

__‖ ff〔__

林二内のほ
|[鳳

y〕
>＼ヽ

風上林●
林 冠 古 7～ 9m

(雪 丘 )

93cn

幹 折 れ

幹 曲 り 幹 曲 り

雪 害 に よ る ほ ぼ 無 立 木 の 部 分

Nijibetsu No.2  1989.2.21

カ ラ マ ツ 防 風 林 帯 の 積 雪 深 (雪 丘 )と 林 木 の 被 害

Л

　

゛
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ぐ

の
　
　
ヽ
　
一

帯
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一

深雪積の側下
　
　
　
ヽ

風
　
ツ
ヽ
ト

帯 の 風 上 側 の 積 雪 深

風 下 林 縁

図 -1
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ii!.lru bl a$2tl 雪質  比重 推 測降雪 日
こ の 冬 に 限 る と ,風 上 側 に 45m,風 下 側

に 90m,合 せ て 約 150mの 地 吹 雪 捕 捉 機

能 が あ る ,と い う こ と が で き る 。

こ の 冬 (1988/1989年 )は , き わ め て

少 ■ で あ つ た 。 最 寄 り の 中 標 津 空 港 の 気

亀 観 測 資 料 に よ る と ,降 雪 は H月 中 か ら

あ つ た が ,根 ■ ら し く な つ た の は 12月 の

下 旬 か ら で あ り ,1989年 の 1月 初 め ,中
旬 ,下 旬 の 初 め と 終 り ,2月 上 旬 ,お よ

び 20日 に 峰 雪 が あ つ た 。 し か し ,最 深 積

■ で も Hcnに す ぎ ず ,調 査 日 の 前 10日 間

は 積 口 深 が Oc● で あ っ た 。 降 雪 が あ つ た

日 の 前 後 に は ,強 い 北 寄 り の 風 (最 大 風

速 10B/s前 後 ,平 均 風 速 5● /s)が 吹 い

た の で ,新 し く 降 り 積 も つ た ■ を 吹 き 飛

ば し ,地 吹 雪 を 発 生 さ せ た に ち が い な い 。

ま た ,最 高 気 iEが 0℃ 以 上 の 日 は ,ほ ぼ

降 雪 日 と 峰 雪 日 の 間 に 生 じ た 。

以 上 の 気 ● 資 料 と 雪 丘 断 面 と の 関 係 は ,

国 -2に 示 さ れ る 。

残 存 す る 風 上 林 分 10mを 除 く と ,カ ラ

マ ツ は 幹 折 れ ,幹 曲 り ,校 抜 け な ど の ,

■ 丘 に 出 来 す る ● 害 (主 と し て ,積 ■ の

□          02“
●l lll i曖 だまり)

EI]     
こしまりゆ3  。.:・ 5

□

(氷状 )   ●385

(よ lR)

□

―

m―      (水 状 )

0.355  ′.2'

□

□

□         0.300

□              0385

(水状 )   0.460

□      しもぎらめ   °・|●5

回 -2 雪 丘 断 面 の 略 口 お よ び

各 積 雪 層 の 降 雪 日 の 推 測

(?)

′ ′-3

沈 降 圧 )を 受 け て ,全 減 と い う 状 日 に な つ て い る 。 こ の こ と は ,植 裁 後 5年 目 あ た り か

ら ,防 風 機 能 が ■ ま り ,地 吹 雪 捕 提 機 能 も ■ ま つ て ,■ 丘 形 成 が 始 ま り ,風 上 10m嘔 よ

り 後 方 の 林 木 に 致 命 的 な 書 害 が 生 し て き た ,と い う こ と を 示 崚 す る 。

耕 地 防 風 林 の 防 風 ・ 防 雪 機 能 に 関 し て は ,こ の 地 区 で の 封 建 林 冠 富 が 10m程 度 で あ る

と 予 測 さ れ る の で ,林 帯 (颯 10mで よ い )の 配 置 間 隔 を ,現 在 の 約 500mか ら ,少 な く

そ う す る こ と に よ り ,冬 季 の 地 吹 雪 発 生 を
と も 約 200mに す る 必 要 が あ る ,と い え る .

防 止 な い し 軽 減 で き ,こ の 地 区 の 生 活 ,交 通 ,± ■ 凍 結 の 防 止 ・ 軽 減 に 寄 与 で き る .

参 考 文 献

増 田 久 夫 ,1983. 北 海 道 積 雪 分 布 日 (平 均 最 深 ). 1栞 ,林 栞 試 験 場 北 海 道 支 う 。

増 田 久 夫・ 遠 藤 泰 造 。工 藤 哲 也 ・ 吉 武  孝 ,1978。  中 標 津 営 林 暑 管 内 カ ラ マ ツ 防 風 保

安 林 の 雪 害 田 童 。 防 風 林 の 機 能 等 に つ い て の 報 告 書 ,P,09～ 87,帯 広 営 林 局 .

斎 藤 新 一 郎 。成 田 俊 司 ,1988a. 耕 地 防 風 林 の ■ 丘 に よ る 不 成 級 の 現 況 と そ の 対 策 に つ

い て 。 雪 氷 大 会 ■ 予 稿 集 ,昭 63:55.

斎 藤 新 一 郎 ・ 成 田 俊 司 ,1988b. 標 茶 町 虹 別 に お け る 耕 地 防 風 林 の 雪 丘 に よ る 林 木 被 害

の 現 況 と そ の 対 策 に つ い て 。 手 記 63PP.,北 海 道 立 林 栞 試 験 場 。

書 藤 新 一 部 ・ 成 田 俊 司 ,1988, 根 鋼 地 域 (標 茶 町 お よ び 中 標 津 町 )に お け る 耕 地 防 風

林 の 防 雪 機 能 と ■ 丘 に よ る 林 木 の 被 害 に つ い て , 手 1己 53pp.,北 海 道 立 林 業 試 験

場 。
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膜 材 を 用 い た 屋 根 の 融 雪 。滑 落 性 状 に つ い て

後 楽 園 エ ア ドーム 完 成 を契 機 に、 積 雪 地

域 に お いて も屋 根 材 に テ プ ロ ン コ ーテ イン

グ ガ ラ ス繊 維 布 な どの 膜 材 を 使 用 した大 ス

バ ン構 造 物 の 構 想 が 提 案 さ れ て い る.積 雪

地 域 で 膜 材 を使 用 し た大 スバ ン構 造 物 を建

設 す る場 合、 屋 根 雪 の 処 理 方 法 が 大 きな 問

題 とな る. この よ う な 背 景 か ら、 本 研 究 で

は 札 幌 市 と 長 岡 市 で 実 施 した 同 一 の 融 雪 。

滑 落 実 験 結 果 を も と に、 気 象 条 件・ 積 雪 条

件 。供 給 エ ネル ギ ー量 な どの 諸 条 件 が 融 雪

・ 滑 落 状 況 に お よぼ す 影 響 を 検 討 し、 膜 材

を 用 い た屋 根 の 雪 処 理 に 関 す る基 礎 資 料 を

得 る こ と を 目的 と して い る。

2.実 験 概 要

屋 外 実 験 は、 写 真 1に 示 す 試 験 体 く屋 根

面 900X1800ロ ロ)を 用 い て、 昭 和 63年 1月

か ら 3月 に 札 幌 :北 海 道 工 業 大 学 構 内、 長

岡 :長 岡 工 業 高等 専 円 学 校 構 内 で、 実 験 A
:ヒ ーテ イ ング を しな い実 験、 実 験 B:ヒ
ーテ イ ン グ を した実 験 の 2種 類 を実 施 した。

3.実 験 結 果

3.1滑 落 状 況

傾 斜 角 と 滑 落 状 況 の 関 係 を み る と、 札 幌

の 場 合、 実 験 Aで 傾 斜 角 40° 以 下 で は滑 落

し な い が、 ヒーテ イ ン グ を した実 験 Bに な

る と傾 斜 角 20° か ら滑 落 す る。 長 岡 の 場 合、

実 験 Aで 傾 斜 角 25° 以 下 で は 滑 落 しな いが、

ヒ ーテ イ ン グ を した 実 験 Bに な る と傾 斜 角

10° か ら滑 落 す る。 両 地 点 と も実 験 Bの 滑

落 現 象 が み られ る傾 斜 角 は、 実 験 Aの 1/2

程 度 まで 減 少 す る. さ らに、 両 地 点 の 滑 落

現 象 が み られ る傾 斜 角 を比 較 す る と、 長 岡

の 傾 斜 角 が 札 幌 の 1/2程 度 と な り、 雪 質 や

気 象 条 件 に 滑 落 現 象 が 大 き く影 響 を受 けて

い る こ と が 推 察 され る。

膜 面 に エ ネル ギ ー を与 えな が ら滑 落 さ せ

る こ と は、 積 雪 と膜 面 の 間 の 凍 着 力 を軽 減

す る と い う考 え方 で あ る。 本 実 験 で 用 い た

膜 材 の 凍 着 力 は、 膜 面 温 度 ‐2℃ :260kg/口 2

・‐5℃ :340kg/■ 2で 、図 1に 示 す屋 根 面 の 力

の 中 で 凍 着 力 が 最 も大 き い。 こ こ で、 膜 面

に エ ネル ギ ー を与 え る前 の (R+T)と

滑 落 まで に 投 入 した エ ネル ギ ー量 の 関 係 を

み る と、 図 1と な る。 回 の よ うに、 投 入 エ

ネ ル ギ ー は、 くR+T)の 増 大 と と も に 比

例 的 に増 加 す る傾 向 を示 す。 この 図 で は、

滑 落 した実 験 結 果 だ け を整 理 して い るが、

(R+T)が 600(X8/f)以 上 に な る と投

入 エ ネル ギ ーが増 大 す る だ け で 滑 落 現 象 が

み られ ず、 逆 に、 融 雪 水 が 軒 部 分 で 氷 結 し、

滑 落 しに く くな る。 この 値 が 膜 面 に エ ネル

ギ ー を与 え て屋 根 雪 処 理 を す る場 合 の 限 界

値 の 目安 に な る と考 え る.

札 幌 に お け る実 験 概 要

E=WSinθ

F=E― (R+T)

単位投入エネルギ
ー量:QS(l Ca1/1112}

図 1(R+T)と 投 入 エ ネル ギ ー量 の 関 係

苫 米 地  司

1. は しめ に

(北 海 道 工 業 大 学 )

（
Ｎ曰
＼
¨
】
）
卜
＋
α 4

(R,1)=!.5'ts'70.1
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最 近 の ギ ャ ロ ッ_ビ ン グ 発 生 事 例 と そ の 対立

藤田 勝史、鈴木 育夫、藤井 裕 (北海道電力佛 総合研究所 )

1.ま えがき

当社の架空送電線で最近発生したギャロッピング時における気象状況と電線への着雪状況につい

て紹介する。

2.最近のギャロッピング発生時の気象状況と電線への着雪状況

ギャロッピングは一般に山岳地で発生するケースが多いが、北海道では昭和 61年 11月 26日

に、また最近では平成 1年 1月 27日にも札幌近郊の平野部の同一送電線で発生した (図 -1)。

この二例の低気圧経路 (図 -2、 3)はいわゆる二つ玉低気圧型で、大平洋を北上するものと、

大陸または日本海から宗谷岬を北上するものであつた。
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ギャロッピングは低気圧の北海道通過後に発生した。アメダスデータ (図 -4、 5)に よると気

温は 0～ 2℃の着雪条件にあり、降水量は重着雪による事故時に比較すると顕著に少ない (5m/

h程度以下 )こ とが特徴である。ギャロッピングの多くは平均風速 10m/s以上の高風速で発生し

ているが、図-5の例では7m/S程度で発生している。電線への着雪状況は図-6のとおり、風上

側に三日月状断面の湿雪が付着していた。

ギャロッピング

発 生 時 刻

ο
　
　
ギ

発

】掲¨
‰

01

0 6 ′2 ′0 0  6  ′2 ′∂ 0

ク

'6  

崎
"   

ろ4ア
図-5 アメダスデータ

(■ 1年 1126■ 7日 )

国-6 電線への着雪状況

3 ギャロ ッピング防止対策                             `

電線のショー トを防止するための相間スペーサを試験的に取り付けており、検証中である。

石 狩

(061年 11月 25■ 6日 )

昭和61年 11月 26日

6～ 8‐

風n ―

 瓶
拿 風上側にかなり大きい着曾

ネ を雪の気象条件が長期でな雪は成長

凰上園に 2ヽ 3_の三日月状の看雪

看雪の気象条件 7J・ 短期で■雪は少ない
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¬ロ ヨ肇 愕
= 

宙+ OD ロヨ ダL と  'コ  是菫 メヽ

秋 田 谷 英 次 新 環 部 夫 〈北 大 低 ). 清 川 真 永 (]― ナシステム)

山 根 薔 昭 〈コン}'ウ ,イ エンス)

河 環 金 治 (ツ タ'マ 電 子 )

1 は じ め に:  以 前 か ら 各 ■ の ■ 害 対 策 や 水 資 ヨ と し て の 積 8口 査 が 行 わ れ て き た

が、 近 年 は、 さ ら に 山 ■ リ ゾ ー トロ 発 の た め の ■ ,コ 査 も 二 ん に な つ て き た。 し か し

無 人 で 長 期 rt、  手 軽 に 籠 雪 深 を

“

饉 で き る 瀾 最 は 少 な い. ■ 1に 従 来 実 用 化 さ れ た 菫

雪 深 測 定 装 置 と そ れ ら の 特 徴 を 示 し た。 光 フ ァ イ バ ー 式 以 外 は 商 用 電 置 を Z・ 要 と し、

か つ 高 価 で 大 型 な た め、 無 人 の 山 中 に 設 置 す る に は 彙 が あ る。 光 フ ァ イ バ ー 式 は 長 期

無 人 観 測 の た め に 開 発 さ れ た も の で (油 川 英 鴫 氏 )、  現 在 も 多 数 使 用 さ れ て い る。 し

か し、 感 光 紙 上 の 軌 路 を 人 間 が 腋 み 取 る 作 業 が 大 変 で あ る こ と、 思 天 候 の 時 に は 軌 臓

が 不 鮮 Illlで あ る 等 の ■ が あ る。

2 新 型 積 雪 濠 計 : 積 雪 潔 計 の

試 作 に あ た り、 つ ぎ の 点 を

考 慮 し た.

1 黒 人 化、 小 型、 安 籠 で

か つ 設 置 が 溶 島 な こ と。

2 南 用 電 灘 不 要 で 乾 電 池

の み で 十 年 は 作 働 す る こ と.

3 3a録 デ ー タ は コ ン ピ ュ ー

タ で 処 理 で き る こ と。

4 低 凛 や 吹 雪 等 の 雇 環 境 下

で も 故 障 が な く 計 瀾 途 中 の

保 守 点 検 が 不 要 な こ と。

朦 つ と ■ ● 電  ヨ

光 フ ァ イ バ ー 式

(洒
"1式

)

日 え写 員  "天 0中 の み

● ■● lt"■ ,'‐
'螂

llに ■ 乾 ■ 71

● 壼 腱 ま たは

■ 讀 式

0(た )の 長 31● 田

● ●

“

0し   大■ /萬 ●

え ビ ー ム 式

=ポ
ー ル 式

2ボ ー ル 式

大 壼 /`饉    日 ●

“

あ り

3角 ■ ■   腱 E"広 t蜃 す

ネ ● ● 量   崚 菫

"菫
■ 晏 す

光 セ ン サ ー 式

(■ 嘔 円 口 ■ )

く,{,昌 下 ■ )

大 コ /“ ■    ■ ●

“

あ り

た セ ンサ ーが 凛 日 邊 嘔

表 1 実 用 化 さ れ て い る 績 雪 深 計 ― 菫

II程 度 で よ い。

し た 瀾 ■ の 凛 理 を 図 1～ 3に 示 し た。

5 高 精 度 は 必 要 な く、 分 解 能 は 級 C

3っ の グ ル ー プ が そ れ ぞ れ 独 立 に 試 作

図 2 光 フ ァ イ バ ー 式 鳳 重

Ｌ
，

デ
ー
タ

ロ
ガ
ー

ヘ

図 1 メ カ ニ カ ル 式 原 理
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3: 計 瀾 結 果 と 同 題 点

メ カ ニ カ ル 式: 1988年 12月 か ら

1981年 3月 ま で 北 大 低 菫 研 構 内 に

通 常 の コ 尺 と 試 作 ■ を 設 置 し た。

雪 尺 は 毎 日 午 前 9時 に 臓 み 取 り を

行 っ た。 国 4に ■ 者 の 比 較 を 示 し

た。 鑽 雪 深 計 の 毎 時 記 録 を 12時 間

の 移 動 平 均 し た も の で あ る。 1月

末 の 大 き な 具 常 は ビ ア ノ 線 へ の ■

雪 に よ る も の で あ り、 縦 綬 畑 間 が

短 い の で そ の 判 断 は つ く。 議 書 類

に 柱 〈ボ ー ル )周 囲 に 融 雷 穴 が 形

成 さ れ た が、 ビ ア ノ 麟 先 嗜 ま で 穴

は 拡 大 せ ず、 ほ ぼ 正 し い 値 を 示 し た。

ビ ア ノ 線 の 長 さ、 太 き、 さ ら に マ

イ ク ロ ス イ ッ チ の ば れ の 強 さ に 選

IRの 余 地 が あ る こ と が わ か っ た。

光 フ ァ イ バ ー 式: こ れ は 従 来 使

わ れ て い た 光 フ ァ ィ バ ー 式 (通 称

清 川 式: 製 作 者 )の 記 録 部 の み を

改 良 型 し た も の で あ る。 1900年 2

月 14日 か ら 1週 間、 北 海 道 工 秦 大

学 構 内 に 設 置 し た. 如 ||が 短 か っ

た こ と、 新 た な 降 雪 が な っ か た こ

と、 さ ら に 4 alの 長 さ の 計 器 に た

い し、 ■ ● 深 が 饉 靖 に 少 な か っ た

こ と 等 の た め、 十 分 な 結 果 が 得 ら

れ な か っ た。 図 5に 結 果 を 示 し た

が、 斜 饉 部 は 日 中 光 が 当 た っ た 部

分 で あ り、 し た が っ て、 14線 部 下

端 の 太 い 点 饉 で 示 し た 位 置 が ■ ,
深 と な る。 ま た、 斜 線 部 の 面 積 か

ら そ の 日 の 天 候 (日 臓 時 ||)が、

あ る 程 度 網 断 で き る. こ の 瀾 器 で

は 光 フ ァ ィ バ ー の サ イ ズ、 フ ォ ト

セ ル と の 組 合 せ、 さ ら に 構 適 を 単

純 化 す る 等 の 間 題 点 が 挙 げ ら れ る。

雪 尺 本 体 が フ レ キ ン プ ル な た め、

長 尺 が 可 能 と い う 利 点 が あ り、 さ

図 4 メ カ ニ カ ル 式 の 計 瀾 結 果

4
m

3

Cm

!00

14日  15日  16日  17日  18日  19日  20日

斜線誨が光の当たった籠田 (雪 面より上).

したっかってその下嗜″雪の深さ (大 点線 )

図 5 光 フ ァ ィ バ ー 式 の 計 漏 例

1988年 3月  羊ガ丘

薦取饉

(低 担研 )

1      10      20      30

図 0 光 セ ン サ ー 式 の 計 瀾 例

ら に 改 良 さ れ る と 実 用 化 が 期 待 で き る。

1988～ 1989年  北大低こrl学 研究所
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光 セ ン サ ー 式: 最 も 車 薇 な 機 迫 で あ り、 し た が つ て 安 ■ に 大 ■ 生 産 が 可 能 な 瀾 毒

で あ る。 図 6に 1988年 3月、 札 颯 郊 外 の 羊 が 丘 (牧 草 畑 内 )で 瀾 定 し た 結 果 を 示 し た く

午 前 8時 30分 か ら 9時 30分 の 間 の 5分 毎 の 臓 み 取 り 値 を 平 均 し た も の )。  こ こ で

は ■ 雪 深 の 測 定 が な さ れ な か つ た の で、 北 大 低 ユ 研 構 内 で の 機 を 示 し た く点 ● )。  両

者 の 変 化 は ほ ぼ 口 じ 傾 向 を 示 し て い る こ と か ら、 本

“

作 ヨ は 最 初 に 41げ た 目 的 で は 実

用 可 能 と 剌 麟 さ ttる 。 し か し 1、  2月 の 菫 冬 鶴、 降 雪 や 迪 吹
=、

 さ ら に 融 ヨ 穴 の 影 ●

等 に つ い て、 ■ の 積
'深

と の 比 較 検 討 が 必 要 で あ る。

上 に 述 べ た 3● 類 の 試 作 ■ の 特 徴 や 欠 点 を ま と め 表 2に 示 し た。 ま だ 1冬 の み の テ

ス トで あ る が、 そ れ ぞ れ 闘 題 点 が 螢 理 で き た の で、 さ ら に 改 良 を 加 え れ ば 近 い ,栞、

実 用 化 が 可 能 と 考 え ら れ る.

A: メ カ ニ カ ル 式

(■ 大 彗 ヨ ロ )

B: 光 フ ァ イ バ ー 式

(コ ン ド ウ  シ グ マ )

C: 光 セ ン サ ー 式

(コ ー ナ シ ス テ ム )

分 解 能 5cI● 5cm以 下

方   式 薇
=薔

■ に よ るマイタ,

スイ,チ の m  o''

光 ファイ1‐ と ,t,tiの

1, 1の ll合 せ

● ll饉 口
"セ

ン
'‐

と
'凩

セン
'の

出 力比 ●

露 ll法 電 池 デ ー タ ー ● ガ ー

1峙 閾 イ ン タ ー バ ル

■ llデ ー ター ロ ガ ー

日 ■ 1時 ロ イツ
'‐

ri
● IIデ ー ター ロガ ー

日中 l llロ イン
'1,

特   徴 腱
=峙

の 1.1月 辺 の

融 8穴 の 鬱 ● な し

ル
'77=ll■

で 晨41可

萬 分 解 鶴

輸 邁 摯 薇  故 暉 少 な い

欠  点 薔
=に

よ る 歓 ● 作

長

"は
凛 口 因 ll

夜 口 不 可  颯 作 燿 菫

腱 ● 大 の 影 ■ あ り

薔 口 不 ●J

腱 ● 穴 の レ ロ あ り

表 2 3■ 鎮 の ■ ● 深 計 の 特 嶽 比 較
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夫正16年十鵬薔泥滝発生時の■■水■について

山田知充 .立花
=裕

(lι大 低口研 )

1 はじめに ,`和30年(1903)12月 16日 に始まつた十

"書
のIn火活働は 大正15年 5月 24日 の十静薔曖火に伴ってra生 した火山泥流の悪●が

思い出され、再度の泥淀被害発生力贅 く懸念された。大正泥流は、火山砕層物降下地域の相雪の急激な腱解によつて発生した可能性力敏 く指

摘されているものの 日

'の“

解によつて生した水■の見■については、当時の泥清掃過‖面に堆●していた積雪■に関する■

'が
ないため、

未だ 曖味をまま残されている.

今回の十勝E哺火l●の口済によつてllllら かになつた+勝岳泥湾斜面の精雪● 及び腱解が始まってからの

“

彗■の■瀾結果から 大正泥滝

発生時の精雪水●分布を再現する。現地調査は1988年 12月 26日 ,1989年 1月 24日 .2月 7日 .3月 2日 5月 9日 および3月 3日 に実施された (滑水他 .1

9“ 支部省科学研究費突発災害成果 :「 1988年十静薔火:1哺火の推移、発生機構および社会への影響に関するコ奎研究 J●熙).

2 山迪斜面積雪の分布特性 I「高の高い地点ほど、根雪になる時期

は早く融雪の開始時期は遅れる :ま た一降りの降雪■も標高の高い地

点ほど多い。そのため 一般に凛高が高いほど積雪■は多く 旦つ高

度の増加と共に直線的に増加する (Ya■ada 1982.Contributlons'ron

the lnst Lw Te■ p Scl)。 ただし、この様な簡単な薇雪水■の直

線高度分布は 降雪が斜面に堆積後 風などで移動することの無い樹

林帯でのみ成り立つ。

一方 十勝岳の泥漬斜面は火口1活動のため標高綺7う 0●以上は高山操

地帯のような景観を示し、降雪や■雪は日によつて移動し lngは 非

常に相篭な分布を呈している。1月 、2月の種雪観瀾結果を見ると、図

1に示したように 約75●以下の樹林帯では■雪水■に哺瞭な直線高

度分布が認められるが それより上部では各瀾定高度の平均laを 示す

様な代表測点位置の選定が国tなため、瀾定結果は大きくばらついた。

しかし 5月 には 言の確精■が凹部に比べて少ない凸部の織雪は融解

し去り 地表がお出していたので、各高度地点の平均的な薇雪水量を

比較的正確に瀾定でき、国のように報雪水■の直線高度分布が得られ

た。これらの結果から 1月  2月 も各高度の平均相雪水■は
'50Bま

で

の直線高度分布の外精値で近似しても大きな誤りはないと見なせる.

3 計菫手法及び手饉 ここでは 大正16年 (1926)も昨冬(1988-39)

と同様に降雪 EI雪 00も含めた気象現像の仕IEみは変わらないと仮

定して議論を進める。1983-39冬 類の十勝岳泥流‖面について以下の

解析を行う。①山■の気週資料から斜面各高度の気温を高度減宰 06
'C/100■ として指定し、②嗜高度で気置が0・ C以下の時畑に降雪があると考えて 根雪口始 FIと

“

311始 日を推定する.0哺 2童でのべたよ

うに 高度 zにおける時期 tの機●苺雪IP(Zt)は 平地2● 20の 籠●|1水 IP(20t)の α倍である。即ち P(2t)=α (2t)P(2● t)と おける。

αは■■期間が 1カ 月以上になると■■降雪■に対しては2のみの 1次関数となり (α (z), 綺雪畑間を通してほぼ一定饉になることが知ら

れており 」1地鋼面における障

'分
布係級と名付けられている (Yattda 1982).④ 腱雪■ |(zOは腱雪期間の

“

●曖度 ΣT(21)に 比例する

として確定する.即ち "(2.1)● lΣ T(2,t).⑤磯雪水■■ R(2tヽ ま、薇■降雪■と喘雪●の差 P(2.t)-1(2.t)から求める。

1988-30年 の観灘データからα(2)｀の値を求めることによつて 山菫の気温と降水■から、過去の任意の時期の各高度での機雪水■を拮

'す
ることが出来る。大工14-15年の十時岳付近の気温 降水■饉瀾は旭川でIIわれ、山菫の上

=良
野では観瀾されていないので 01988-

39年の旭川の日降水■(p〉 日平均気日(1)と 上富長野のP Tの間の関係式を導き、当時の上さ良野のPTを推定する。

4 1983-89年 の壼洒僣による各■係豊 口係式の導出 高度10●毎に 1988年初冬に各高度が■雪鶴に入つてから時期 tま での■●I19■

すなわち時期 tの絆彗水IP(2t)と  その間の上富農野の相●苺水

'p(20,t)か
らα laを 求めたところ 1月 までと2月 までの■●値で求めた

α値には大きな違|■まなく α(2)●35X:0‐ z(■)-03の ように 2の 1状関数で近似できる回帰直線がllら れた (図 2)。

11雪係数 kは 十勝岳中臓 (標高1040■ )において5月 9日から3月 3日 にかけて温度と薇雪深を自記計で瀾定し これに腱雪進行部分であるま

い層の平均密度の油定僣から求めた。その結果 k・05“ノ(c■
2.cd● )を 4た 。

また、19“ -89の旭川地方気象台と上富良野アメダス観薇点の10月 1日 から 4月 30日 の日平均気温 Tと 相●降水IPの関係を求めたところ
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両者には直線近llで きるような関係があり 回帰直線

T(た ,フ )=10T(71Ⅲl)-07(.C)、

P(カミ,フ )=08P(ア ,tl,)+03(● n)力 il■ られた。

5 大正15年 5月 24日 の残雪水■ 大工14-15年 の旭川|の気

こと降水●から 泥流発生日5月 24日 の磯言■を推定した結果

力適 3の破線である。泥流発生日の残雪域は高度70●以上に

あったと推定される.一方、10● の等摘議に挟まれる高度差

100■毎の泥清掃過面積 Sを、北海道防災今● :北海道におけ

る火山に関する研究報告●第 1編 (1971)の付薗「十静岳大正

15年 5月 24日 の■出力の分布および泥流の流II」 から求め、

泥流の流路上の■雪の水●を推定したものが国3の実拍であ

る。泥流の流下と共に泥湾掃過面饉上の籠雪がすべて

“

解し

たとした場合の 喧火口から下部にかけてHXII● した腱解

水■の値を―点鎖線で図 3に示す。この様にして、泥湾の流

下に伴って全て凛解したとした場合の全

“

解水●は 38X10

`口'と 見相られた。

今回の見薇りは起伏に富む泥流‖面の凹凸鼈形にもかかわ

らず―様に堆薔しているとした場合の■雪の全曜解水■であ

る。実際には■雪は凸地に殆ど堆薇せず 凹地には

'■
に吹

き溜つている。泥流は

'力
によつて主に地形の凹部に沿つて

流れ下るので この■彗は泥湾に取り込まれる水●Iと なる。

この効果は凹凸地形がra達 していて、■雪

の凹部への欧き溜りが激しく、不均―に堆

積するほど大きい.ま た、大正泥菫発生日

の前日から|1水があり、滉湾発生時点まで

にわ50‖の降水■があったこと力

'晨
され

ているので河
"に

は

“

解水に加えて降水も

薇入し、流
=が

多かったと思われる。以上

の 2点から、現実の泥湾に寄与する水■は

今回見薇った水■より確実に多くなること

を定性的に説田することはできるが、■的

に17価することは難しい。

確薇した泥上の■や催察された泥流波形

などからヽ 野 晰 砂紡 V0113.1065● 熙 )

によつて見精られた泥流中に合まれていた

と考えられる水
=114x10。

■'に比べると、

今回の見憎はその約 1/0に 当たる。村

"の
見■った水■が、実際に泥流に寄与した水

の総■であると見なすと、その■は、ここ

で述べた方法で見積った精雪の全腱解水■

の大略3倍 程度であると言える。従って、

起伏地形と日の営力による精雪の不均一分

布の効果と河
"|の

流水が加わつても ,々

の推定値のおよそ 3倍程度と見当を付ける

ことができよう。
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小 型 プ レ ッ シ ヤ ー ビ ロ ー を 応 用 し た 降 雪 強 度 計 に つ い て

佐 山  惣 吾 、 西 川 泰 則 、 国 村  勇 (北 海 道 工 業 開 発 試 験 所 )

1. 緒  言

除 雪 の た め に 最 も 重 要 な 情 報 で あ る 降 雪 量 の 測 定 方 法 な ど に つ い て は、 ま だ 確 固

た る 方 法 は 薇 立 さ れ て い な い。 北 餞 地 方 で は 積 雪 量 に 関 し て、 メ タ ル ウ エ ー フ ア ー

型 の ス ノ ー プ レ ッ シ ヤ ー ビ ロ ー (約 0.3mm厚 さ の ス テ ン レ ス 襲  1.8X0 9m

X4枚 )を 用 い た 積 雪 相 当 水 量 の 観 測 器 が 実 用 化 さ れ て い る 1)。  こ の 地 方 で は 横 雷

下 の 地 表 面 の 温 度 は、 ほ ぼ 0℃ で 一 定 で あ る た め、 温 度 変 化 に よ る ピ ロ ー の 圧 力 変

動 は 小 さ い。

し か る に 北 海 道 に お い て は、 冬 期 間 の 地 表 面 の ユ 度 は 0℃ 以 下 に な る こ と も 多 く、

し た が つ て ピ ロ ー は 水 枕 の 原 理 に よ り 温 度 変 化 に 伴 い、 圧 力 が 変 動 す る こ と も 有 り

得 る。 ま た 積 臀 層 の ユ 度 も 当 然 0℃ 以 下 に な り、 雪 中 の 合 有 水 の 凍 結 に よ り 氷 盤 が

出 来 る 場 合 も し ば し ば で あ る。 こ の 氷 掟 の 剛 性 (Stiffness)の 影 ■ に よ り、 雪 の 荷

量 が 正 機 に ピ ロ ー に 伝 わ ら な い こ と も 考 え ら れ る。 こ の よ う に ス ノ ー プ レ ッ シ ヤ ー

ビ ロ ー を 寒 冷 地 で あ る 北 海 道 に お い て 用 い る 0合 は 問 題 が 多 い 2'.

そ こ で 当 所 で は、 塩 化 ビ ニ ー ル タ ー ポ リ ン ロ の ソ フ ト ウ エ フ ア ー 型 の ス ノ ー プ レ

ッ シ ャ ー ピ ロ ー を 製 作 し、 積 も つ た 雪 の 重 量 を 測 定 す る た め に 必 要 な 圧 カ セ ン サ ー

を 取 り 付 け 地 面 に 設 置 し、 積 も つ た 雪 の 電 量 (圧 力 )を 連 続 的 に 測 定 で 書 る 積 雪 重

量 言ヤを 試 作 し た。 こ の 装 置 を 用 い て 1987年 12月 1日 か ら 63年 3月 31日 ま

で の 冬 期 間、 当 試 験 所 構 内 に お い て 降 雪 重 量 (積 雪 相 当 水 量 )を 連 続 し て 測 定 し

そ の 結 果 を 前 報 で 報 告 し た 34).本 報 で は、 ソ フ ト ア ェ フ ア ー 型 ス ノ ー プ レ ッ シ ヤ

ー ビ ロ ー の 小 型 化 を 図 り、 降 雪 強 度 計 へ と 応 用 し た 場 合 の 適 用 性 に つ い て 検 討 し た。

2. こ れ ま で の 測 定 装 置 と 実 験 結 果

ス ノ ー プ レ ッ シ ャ ー ビ ロ ー を 用 い た 積 雪 重 量 計 は、 塩 化 ビ ニ ー ル タ ー ポ リ ン 製 (

厚 さ 2mm、 防 水 布 入 り )ソ フ ト ウ ェ フ ア ー 型 で、 90X180cmの 大 型 ピ ロ ー

(Pし 1)と 、 中 は 同 じ で、 長 さ 90cmの 小 型 ピ ロ ー (PL 2)2線 か ら 成 り、 そ れ

ぞ れ に 不 凍 液 を 充 墳 し、 上 に 積 も つ た 雪 の 重 量 を 圧 カ セ ン サ ー で 測 定 す る 機 構 と し

た。

500●●X,0

500・・ 1,0

'LO PPYD,SI

スノーブレッシャー

ビローll

F181

センサー li デ ー タ嘔

"`「

瀾 定質 こ とシ ステ ム の■

'

デ ー タ処 理 ,1

凰』1____
ヌ■_
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シ ス テ ム は 前 報 と 同 じ で あ り そ の 概 要 を Pig。 1に 示 す が、 大 別 す る と ス ノ ー プ レ

ッ シ ャ ー ピ ロ ー 部、 セ ン サ ー 部、 デ ー タ収 集 部、 デ ー タ処 理 部 か ら構 成 さ れ て い る。

屋 外 に プ レ ッ シ ャ ー ピ ロ ー、 各 種 セ ン サ ー、 デ ー タ収 集 部 を 設 置 し て 有 線 に よ り、

室 内 の デ ー タ処 理 部 に デ ー タ を 転 送 す る。 ピ ロ ー 内 の 圧 力 は 圧 カ セ ン サ ー (500

mmH20 FS)で 電 気 信 号 に 変 え られ、 同 じ場 所 で 測 定 し た 風 速 (3杯 風 速 計 )、

気 温、 液 温 (Pt100)と 共 に デ ー タ処 理 部 に 送 られ コ ン ピ ュ ー タ で デ ー タ 処 理

が で き る。

2. 1 測 定 結 果 及 び 考 察

Fig。 2に 、 1987年 12月 1日 か  _60
ら 4日 ま で の 測 定 値 (1時 間 毎 )を 拡

大 し て 示 す が、 こ れ に よ る と 1日 朝 の

降 雪 開 始 か ら、 豊 2日 昼 迄 の 新 雪 に 対

す る ピ ロ ー の 測 定 値 は、 12月 2日 午

前 11時 に ス ノ ー サ ン プ ラ ー に よ つ て

実 測 し た 全 積 雪 重 量 実 測 値 (相 当 水 量 )

86.4mm(図 中 に 棒 線 で 示 す )と 良

く一 致 し て い る。 続 い て 2日 ～ 3日 の

降 雪 に 対 し て の ピ ロ ー の 測 定 値 も、 実  1

測 用 に 用 い た ア ク リル 板 の 上 に 積 も つ 職鷺

た 積 雪 量 の 実 測 値 (相 当 水 量 )17.4距 nl

mm(図 中 に 矢 印 で 示 す )と も 良 く 一  ~15
Fi9 2  Data(・ 87′ 12′ 1-12′ 4)

致 し て い る こ と が 解 る。

こ れ らの 結 果 に 基 づ き、 北 海 道 向 け に ソ フ トウ エ フ ア ー 型 の プ レ ッ シ ヤ ー ピ ロ ー

を 用 い た 積 雪 重 量 計 の 冬 期 間 に お け る 連 続 実 験 の 結 果 及 び 問 題 点 を ま と め る と 次 の

通 り で あ る。

(1)雪 の 降 り始 め に は、 本 装 置 は 積 雪 相 当 水 量 0.l mmH20の 高 感 度 を 有 す る。

(2)12月 中 は 大 小 2枚 の ピ ロ ー は、 ほ ぼ 一 致 し た 測 定 値 を 示 す。 ま た、 全 積 雪 重

量 実 測 値、 降 雪 量 と も 良 く一 致 し て い る。

(3)2月 中 旬 よ り全 積 雪 重 量 実 測 値 よ り測 定 値 は 高 く 出 る。 こ の 原 因 と し て ① 氷 盤

の 生 成 ② 圧 カ セ ン サ ー の 経 時 変 化 な ど が 考 え られ る。

(4)ピ ロ ー の 大 小 に つ い て 比 較 す る と、 大 き い ピ ロ ー の 方 が デ ー タ の 変 動 は 小 さ か

つ た。 し か し雪 層 中 に 発 生 す る 氷 盤 の 剛 性 の 影 響 が 少 な くす る た め に 必 要 な、

ピ ロ ー の 大 き さ に つ い て は 不 明 で あ る。

(5)ス ノ ー プ レ ッ シ ヤ ー ピ ロ ー を 用 い た 積 雪 重 量 計 を 北 海 道 で 使 用 す る に 当 た つ て

は、 雪 の 融 解・ 凍 結 に よ る 氷 盤 の 生 成、 液 温 の 変 化 な ど の 問 題 が あ り、 実 用 化

に 当 た つ て さ ら に 検 討 の 必 要 が あ る。

こ こ の (1)で 述 べ た よ う に 、こ の ピ ロ ー は 新 雪 に 対 し て 高 感 度 で あ る た め、 降 雪 強

度 計 と し て の 実 用 化 が 期 待 で き る と 考 え られ る。 こ れ に 関 し て は 次 節 で 述 べ る。
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3. 降 雪 強 度 計

降 雷 検 知 器 は 主 と し て ロ ー ド ヒ ー テ イ ン グ な ど の 制 御 を 目 的 と し て 開 発 さ れ て い

る も の が 多 く、 原 理 も レ ー ザ や 光 の ビ ー ム 中 を 書 片 が 通 過 し た と き の 建 断 時 間 を 利

用 し た も の 、 光 量 変 化 を 利 用 し た も の、 ヒ ー タ ー を 使 つ て 融 雪 さ せ る も の (傾 斜 受

雪 板 式、 消 雪 パ イ プ 制 御 月 )な ど が あ る。 こ の ほ か に も 透 過 型 や 反 射 型 の 視 程 計 は

降 雪 検 知 器 と し て 使 用 で き る。 す な わ ち 投 受 光 一 体 式 臀 面 検 知 器 は  空 間 に 向 け て

投 光 す る と 峰 雪 検 知 薔 と し て 利 用 で き る 5'

障 雪 強 度 と は あ る 瞬 間 に 一 定 時 10に 降 り 積 も る 雪 の 単 位 面 積 あ た り の 重 量 で あ る。

こ れ は 一 定 の 空 間 を 澤 遊 す る 雪 片 の 質 量 と そ の 降 下 速 度 を 掛 け 合 わ せ た 量 に 相 当 す

る . も つ と も 正 機 と 考 え ら れ て い る 降 雪 強 度 の 測 定 方 法 は、 雪 粒 子 の 質 量 と そ の 落

下 速 度 の 積 と し て 求 め る 方 法 で あ る が、 こ れ ら を 連 続 観 測 す る こ と は 困 難 が 多 く 実

際 的 と は 言 え な い .現 在 実 用 化 試 験 を 終 え て い る も の は 電 子 天 粋 法 で あ り、 こ れ は

一 定 面 積 上 に 降 下 し た 雪 量 を 直 接 天 粋 に よ り 測 定 す る も の で あ る。 し か し 受 ● 器 を

用 い る 方 式 で あ る た め、 風 連 の 増 加 と 共 に 受 雪 器 の 捕 捉 率 が 低 下 す る と い う 問 題 点

が あ る。 ま た、 時 々 雪 を 排 雪 す る 必 要 が あ る な ど 改 良 の す べ き 点 が 多 い °)。
降 雷 粒

子 に 関 し て は、 環 徴 俯 法 、 レ プ リ カ 法 、 ろ 紙 法 . 写 真 法 等 が 用 い ら れ て き た が、 何

れ も 連 続 観 測 に は 不 向 き で あ る。

し か し、 2節 の 終 り に 述 べ た よ う に、 当 所 で 開 発 中 の プ レ ッ シ ャ ー ピ ロ ー は 新 雷

に 対 し て 積 雪 相 当 水 量 0 1mmH20の 高 感 度 を 有 す る こ と が 明 ら か に な つ た。

Fig 2に 示 し た う ち 12 A

月 1日 の 降 雪 量 の み を 拡 大

し て 示 し た の が Fig 3(A)降

で あ る。 こ の 結 果 か ら降 雪  雪

強 度 を 計 算 し て 求 め た の を 量

Pig 3(B)に 示 す 。

本 報 で は こ れ の 降 雪 強 度

計 へ の 応 用 研 究 を 計 画 し た 。

電 子 天 祥 法 に 用 い ら れ て い

る 受 雪 器 は 直 径 が 約 20～

35cmの 平 板 が 一 般 的 で

あ る た め、 本 研 究 で も 小 型

の ピ ロ ー (50× 50cm

角 )を 試 作 し た。 ピ ロ ー か

ら 細 い パ イ プ を ,I出 し 半 導

体 圧 カ セ ン サ に 接 続 し た。

ま た そ の 他 に 液 温 計 (Pt

100)を 不 凍 液 中 に 差 し

込 ん だ。 圧 カ セ ン サ 及 び 液
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温 計 か ら の リ ー ド線 は ヨ ネ ク タ に よ り 簡 単 に 取 り 外 す こ と が 出 来 る・ 〕。 フ ィ ー ル

テ ス トは 1988年 12月 に 行 つ た。
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そ の 結 果 を Pig 4に 示 す 。 国 中 の 0印 は 90X180cmの 大 型 ピ ロ ー で 根 雪 前

に 地 面 上 に 設 置 し 全 積 雷 量 を 測 定 し た。 ま た 実 線 は ●Iし く 開 発 し た 50× 50cm

の 小 型 ピ ロ ー で 歓 雷 面 上 に 餃 置 し 新 書 の 積 雪 量 を 測 定 し た。 積 雪 量 が ゼ ロ に な っ た

の は ピ ロ ー 上 の ■ を 排 雷 し た た め で あ る.ま た ス ノ ー サ ン プ ラ ー に よ る 実 測 値 を 棒

線 に 示 し て あ る。 こ の 結 果 小 型 の ビ ロ ー は 大 型 の ビ ロ ー と ほ ぼ 同 じ ■ 度 を 有 し て い

る こ と が 明 ら か に な つ た .

Fig 4 Data

4. 総  括

当 所 で 開 発 し た ソ フ ト ウ ェ フ ア ー 型 小 型 ス ノ ー プ レ ッ シ ヤ ー ビ ロ ー (50× 50

cn)を 降 雪 強 度 計 に 応 用 し た 場 合 、 雪 の 捕 掟 率 は 100%で あ り 極 め て 精 度 が 高

い こ と が 解 り、 新 し い 方 式 に よ る 障 雪 強 度 計 の 開 発 が 可 能 と な つ た。 今 後 は ■ に 小

型 化 を 回 り そ の 実 用 化 に 向 け て 研 究 を 進 め る 計 画 で あ る .
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1. は しめ に

北 見地方 で は,最低 気温 -20℃ 以下の

日が 続 く厳 冬期 にお いて も,南 を向 い た面 で

は積雪 の消耗が 見 られ る。 これ は融解ではな

く雪 面か らの蒸発 に よるもの と考 え られ,蒸

発量 の斜面依存 に関 す る観測 を行 っ た。 (本

来, 0℃ 以 下の場合 の水蒸 気 の 出入 りは昇 華

と言 うべ きで あ るが,方 向性 を明確 にす るた

め蒸発・ 昇華 とい う言葉 を用 いる。 )

2.蒸 発量観測

1989年 1月 か ら 3月 にか けて,北 見工 大

構 内 にお いて高 さ40-50c口 の 雪 山 を作 り ,斜 面

にお ける蒸 発 量を測 定 した (図 1)。 測定 は

雪 山の南斜面 45° ,22.5・ お よび北斜面 45° ,

22.5・ で行 い,水 平 面蒸発量 と比較 した。 蒸

発皿 としては 175E口 X85ョ ロx35日日の 角型プ ラ ス

チ ック容 器 を用 い た。 水平面 では塩 ビ製容 器 ,

発 泡 スチ ロー ル製容 器 も用 い られ た。 発泡 ス

チ ロー ル容 器 の場合,夜 間の 凝結 量 を過 大 に

見積 る傾向 にあ った (図 2)。

3.観 測結 果

1月 か ら 2月 にか けての 気温 の低 い時期 ,

水 平面蒸発量 と比較 して ,南 45・ 斜面 で は蒸 発

量が 約 2倍 で あ り,北 45・ 斜 面で は約 1/2で あ

った。 3月 に入 って融雪期 とな って表面が 濡

れ 出す と, この傾向 は小 さ く ∫つた (図 3)。

気象条 件 と比較 す ると,南 斜面 と北斜面 の

蒸 発 量の 差が 大 き くな るの は,気 温が低 く直

達 日射量 の大 きい快 晴の 日で ある。 これは表

面 温度の違 い,つ ま りは雪面 近傍 の蒸 気圧 の

違 い を反映 してい る と考 えられ る。 熱収 支的

には,潜 熱 の 式は本 来,蒸 気 圧勾 配 を合 む項

の み であ るが,斜 面 蒸発量 を求め る際 には ,

運二ρ豊塾じ2■に豊_ゑふ́嬢麟́魏」を_食J慨項,1加
わる́と解釈すると実用上便利になるであろう.

雪 面 蒸 発 量 の 斜 面 依 存 に つ い て
0
高 橋 修 平 , 百 武 欣 二 (北 見 工 大 ), 児 玉 裕 二 (北 大 低 温 研 )

斜 面蒸 発量観 測の 様子

2.水 平 面 蒸発量 の容 器 に よる違 い

(測 定 順. 0付 近 の ものは夜間 デー タ )

01m)  ● 1ノ31 +2/2 02/7        タ

a    △2/13 X2″2 ▽2婆     ´́

睦 5 睦 5

( o. lm) o zla + 3.2 o 3/t
b ag/t xg/g v3z9

N45         睦  5         FLnT        睦 5         S45

図 3.蒸 発量の斜面 依存

a:冬 期  (1月 31日 -2月 23日 )

b:融 雪期 (2月 28日 -3月 9日 )
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海 氷 の L e ad分 布 と 運 動 学 的 牛寺 .l‐L

榎本浩之 (北見工大)、 大村纂 (ス イス国立工科大)

海氷域を構成するものは、海氷と開水面であるが、

それらの分布は海氷l・lの運動に関係してくる。海氷の

サイズのパリエイションが、海氷がCluster(集合)を

形成する原因となることも知られている。''ラ ンダム

に配置された海氷からclusterや 開水面が出来ることが、

数値計算モデルによつてシミュレー トされている。よ

り現実的な海氷の運動を表現するためには実際の海氷

のサイズのパリエイションの統計学的特徴をしること

が必要となる。また、広域の海氷域の運動では海氷域

を連続的な粘性流体として近似して扱うことが有効で

ある'が、密接度の大きな海氷域については限界があ

る。広 l・Aの 海氷の運動を理解するためには海氷域の粘

性の原因となる物理過程を考えることが重要である。

この研究では、海氷域のしeadの分布を調べることに

より、Lead(海 氷域内の水路)分布の統計学的特徴の

調査と、バラメター化 (人手しやすい密接度の情報か

らしead分 布を推定する計算法の作成)の試みをおこな

った。また、分布の統計学的特徴と言う幾何学的な特

性と関連する物理過程についての議論もおこなった。

1)Lead分布の統計学的特徴とバラメター化

図 1の ようにして、Leadの 幅(x〉 と、その幅をもつし

eadが 出現する距離間隔(y)の 関係を調べた。指数関数

を用いた

'1'も
あるが、数の多い小さなLeadを 考慮す

るためには、べき関数の方が有効である。データの出

典と地l・lを 図 2と 表 1に示す。均質な lead分布を仮定

できる大きなサンブル・ サイズを必要とするため、 1

lkm以下の leadの みを回帰分析では扱った。データの分 _
布と回帰直線を図 3に示す。回帰式より計算された海 主

氷の密接度と観測によるものを、比較すると良い対応

が見られる。 また、この回帰式よりAの値は

密接度に、Bの値は海氷やしeadの サイズのパリエイツ

ョンに関係していることがわかっている。 Bの値は、

地域によらずほぼ一定(1.3程度)と なっている。3・ 1.3

とすることにより、海氷の密接度は、Aに よってきめ

られる。図4に、こうしてバラメター化されたしeadの

分布 (実線)と 、観測値を比較して表した。

01              1              1

χ : Leod Width ikm)
図3腱adの幅xと 出現間隔 (距籠)yの関係

表 1データ・ソース

l  Lnc● :α Sou d

2 Bamn Bay

3 Nonh Waler

4 McoureSmlilsu¨
S McClureSm● (winにつ

6 Bcatlfon Sc

(S:cFFen.1987)     。

(SteFren.1987)        0

(S:erFen,1987)      +

(MaClごen 1984)    X

(MOC[aren 1984)   0

(W,dhan,1980)  '

‐
』̈
装
田
罐
詢
２
ｏ
６
・ヽ

図 1幅 xの tealの 出現間隔 (距離)yの観測

′=ハχ
′

β
=′

′～/′
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2)海氷域ておこっている運動過程について

海氷やLeadのサイズのパリエイションに関係するB

が、ほぼ一定の値をもつことがわかったが、この形態

学的特徴と関連している海氷の運動について考える。

ここでは、ひとつの試みとして、乱流状態におけるエ

ネルギーの消散の理論を海氷域にあてはめて考えた。

ただし、波数にかわり海氷の集合(cluster)と いう表現

を適用している。簡単なモデルを考え、海氷l・2にはい

つてくる運動エネルギーE“tと 色々なcluster間での街

突過程で消散するエネルギーDの大きさを比較 した。

(図 5)色々な密接度 (Aで きまる)を想定 し、C,メ t

とDが Bの違いによりどう変わるかを比べると、Bが

10か ら17の間でE“tと Dがつりあうという結果とな

った。E.メ tく Dの とき、海氷域では運動エネルギーが

充分消耗されていることを意味し、Eert>Dの とき、

海氷域では運動エネルギーが蓄積あるいは海氷の破壊

や変形、p le upな どに使われている可能性がある、と

いえる。

このようなcluster間のmicroな運動過程が、mac「 o

scaleでの海氷j・lの粘性流体的振舞いとなって現れてい

るといえる。海氷域は密接度が非常に小さければ、粘

性は無視できて単一で動 く ice floeの集合として考

えることができる。ある程度粘性 (ま たは、密接度)

が大きくなると、 ce floe間 の相互作用が無視できな

くなり粘性流体の様な振舞いをすると考えられる。非

常に大きな密接度をもつ海氷l・lで は、もはや海氷域を

粘性流体として近似することには無理があり、むしろ

塑性変形のような扱いが必要となつて くると思われる。

例えば、今回の解析のなかで、3eaurort seaは 密接度

が99%以上となっていたが、ここでは他の地域のよう

なBの値は得られず、粘性流体としては扱いきれない

のでは、と思われる。

今回は、北極国のデータのみを使ったが、海峡など

地形の影響の少ない南極周縁や詳細な研究の行われて

いる北海道のオホーツク海沿岸の情報が集まれば、よ

リー般化された結論がえられると思われる。

0        5      1 0     1 5     2 0     2 5
χ : Leod Wdthikm)

密接度の関数としてバラメター化されたlead分布
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大 雪 山 に 分 市 す る パ ル サ の 内 部 機 遺

曽 根 敏 t(北 大  環 境 ) 吉 嬌 伸 幸 (北 大  コ ■ )

北 大  低 口 〉

パ ル サ は 泥 炭 質 の 永 久 凛 土 丘 で あ る。 大 雪 山 で は パ ル サ は、 高 根 ケ 凛 南 方 の 標 高 1.

'20日
の 平 ケ 岳 南 方 涅 原 に 分 布 す る。 今 回 ボ ー リ ン グ 調 査 に よ っ て、 パ ル サ Bと 名 付 け

た 比 高 約 30c●、 径 約 20コ の パ ル サ の 内 部 構 造 に つ い て 新 た な 知 見 を 得 る こ と が で き た。

平 ケ 岳 南 方 湿 原 の パ ル サ の 内 部 は、 地 表 か ら わ 00c日 ま で は 泥 炭 で あ り、 以 下 423c●

ま で は 無 機 費 の 堆 績

"で
あ る (図 1).凛 結 状 鳳 の ま ま 持 ち 帰 っ た コ ア サ ン プ ル を、

そ れ ぞ れ 3～ 7c日 の 厚 き に 切 断 し て、 含 水 事 (乾 燿 重 ■ %〉  仮 比 重  強 熱 減 量 試 験 を

行 な つ た。 泥 炭 質 の 部 分 で は、 合 水 率 が 大 で 仮 比 重 が 小 で あ る。 し か し 強 熱 減 ■ の 債

が 大 で あ り、 強 熱 減 ■ を 腐 檜 合 ■ と 読 み か え る と、 泥 炭 の 比 菫 は 小 さ い た め、 サ ン プ

ル 中 に 合 ま れ る 水 が 多 い こ と を 必 ず し も 意 味 し な い。 こ れ に 対 し て、 無 ■ 質 の 堆 績 詢

に お い て は、 含 水 率 が 大 で 仮 比 重 が 小 で あ る こ と は、 サ ン プ ル 中 に 含 ま れ る 水 の 量 が

多 い こ と を 意 味 す る。 実 朦、 泥 炭 月 中 で は 、 ア ィ ス レ ン ズ は 腱

“

さ れ な か つ た が 、 深

さ 26● 以 下 で 多 敗 の ア イ ス レ ン ズ が シ ル ト層 と 互 層 し て い る.析 出 の 形 意 か ら み て、

こ の ア イ ス レ ン ズ は 永 久 凛 上 の 発 達 に 伴 な い シ ル ト月 中 で 析 出 し た 析 出 水 で あ る と 考

え ら れ る。 ま た 本 涅 原 に お い て は、 パ ル サ の 分 市 電 以 外 に は 永 久 凛 土 の 存 在 が 確 認 さ

れ て い な い こ と か ら、 今 回 観 測 を 行 を っ た パ ル サ は ア イ ス レ ン ズ の 析 出 に よ り 地 表 が

月 日 か ら 盛 り 上 が る こ と に よ り 形 成 さ れ る、 こ

“

radational palsaで あ る こ と が 明 ら

か に な っ た。

ま た パ ル サ の 地 置 を 通 年 籠 瀾 し、 次 の こ と が 剌 田 し た。 地 表 下 1600■ 以 深 で も 現 在

の 気 温 の 季 節 変 化 に 対 応 し て 地 日 は 変 動 し て い る。 活 動 層 の 潔 さ は 約 101c● で、 そ れ

以 下 は 永 久 凛 土 層 で あ る . ま た 年 平 均 地 漕 の 担 慶 勾 配 を 深 さ 100c● 以 下 で 一 定 と 仮 定

す る と、 永 久 凛 上 の 基 底 の 潔 さ は 詢 01口 と

“

出 さ れ る。 こ こ で ア イ ス レ ン ズ が 確 認 さ

れ た 深 さ は、 現 在 の 気 候 環 境 下 で 永 久 凛 土 が 形 成 可 鶴 な 籠 囲 内 で あ る。 し た が っ て 大

雪 山 の パ ル サ は      。

現 在 の 気 候 環 境

下 で 形 成 可 能 で      1

あ る こ と が ■ 付

け ら れ た。 実 障     .2
1155年 以 降 に ■     =

影 さ れ た 具 な る     L3
年 度 の 空 中 写 真

判 読 の 結 果 か ら、     4
現 在 形 成 過 程 に

あ る パ ル サ が 存

在 す る こ と も 判

鴫 し て い る。

福 田 正 己 (

lαm o  lo 2oo m l∞
Щ      I口 lTl●t

CNSiTY19/‐8)LOS(lt χ}

o               5∞

lAIER C伽

'ENl llttス

,

図 1 バ ル サ の 柱 状 目  合 水 事
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昭和03年度事業報告

63.6.7 支部総会 。研究発表会 (北大国際学術交流会館)

(1)支 部総会     13:30～ 14:00

(2)研究発表会    14:00～ 16:20 発表件数  8件 約50名

(3)第 1回理・ 幹事会 17:00～ 18:30 (同 上会議室)

63.7.30 機関誌「北海道の雪氷」第 7号発行

63.8.24 講演会 (札幌国際ホテル) 75名
講師 太田 昌秀 氏 (ノ ルウェー極地研究所)

「極地の探求J

― ノルウェーにおける極地研究の現状 ―

63.11.22 第 2回理・ 幹事会

第 1回支部創立 30周年記念事業実行委員会・幹事会

(北農健保会館) 16:00～ 18:00

1.1.30『 支部だよりJ発行
1.2.4 地方談話会 (士別市商工会議所) 13:30～ 16:30 約200名

主催 :日 本雪氷学会北海道支部

士別市

士別市教育委員会

テーマ :「雪に未来をのせてJ

講演と講師 :「 なだれの話J

清水 弘 氏 (北大低温科学研究所)

「北海道先史文化の源流J

大島 直行 氏 (札 幌医科大学)

「寒冷地での自動車テス トについて」
小林 一夫 氏 (ト ヨタ自動車株式会社)

1.4.10 諄演会 (北大低温科学研究所)  35名
講師  大竹 武 氏 (ア ラスカ大学名誉教授)

「人工的に雪を造 りだしたり、消 したりする話」
1.4.28 第 3回理・幹事会

第 2回支部創立 30周年記念事業実行委員会 。幹事会

(北農健保会館) 15:30～ 17:00

くく学会創立 50周年記念事業関連〉》

記念講演会 63.10.29 (flp― ルスター札幌)  約80名

講師 :L.1.Gold (カ ナダ国立科学院名誉研究員、元国際雪氷学会会長)

A.E.Corte(ア ルゼンチン雪氷学研究所長)

記念写真展 札幌、旭り!に 11路、北見
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収入の部

支出の部

昭和63年 度会計報告

収 入 額   513,988
支 出 額   407,300

100,688-‐ 次年度繰越 し

費 目 予 算 案 決 算 額 差  額

前年度繰越金

本部交付金

出版物等売上げ
広告代金
預金利子

182,038

300,000
0

0

0

182,038

300,000

4,500

27,000

450

0

0

4,500

27,000

450

本
計 482,038 513,988 31,950

費  目 項   目 予 算 案 決 算 額 差  額

事業費 講 演 会

研究発表会

地方談話会

機関誌発行

50,000
15,000

150,000

45,000

43,000

10,000

138,380

50,810

Zゝ 7,000

△5,000

A ll,620

5,810

小   計 260,000 242,190 △ 17,810

会議員 総   会

理・ 幹事会

15,000

50,000
15,000

42,520

0

A7,480

小  十 65,000 57,520 A7,480

事  務  費 130,000 107,590 △ 22,410

予  備  費 27,038 0 △27,038

総 計 482,038 407,300 △74,738
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平成元年度事業計画

(1)  総会       平成元年6月 13(火 )、  く北大学術交流会館)

(2)  研究発表会              同上

(3)  支部創立30周 年記念式典・ 祝賀会    同上

(4)  機関誌      「北海道の雪氷J第 8号発行―一平成元年7月 予定

(5)  講演会      2回
(6)  地方談話会    1回
(7)  理事会      3回
(8)  幹事会      4回
(9)  その他

平成元年度会計計画

収入の部 費  目 前年度予算 (決算) 元年度予算

前年度繰越金

本部交付金

出版物等売上げ

広告代金

預金利子

182,038

300,000

4,500

27,000

450

106,688

410,000

0

30,000
0

合  計 513,988 546,688

支出の部 費  目 項  目 元年度予算 備 考

事業費 講 演 会

研究発表会

地方談議会

機関誌発行

60,000
20,000

150,000

60,000

2回
1回
1回
1回

7Jヽ 計 290,000

会議費 総   会

理・ 幹事会

20,000

60,000

1回
3～ 4回

Jヽ 計 80,000

事務費 130,000

予備費 46,688

合 計 546,688
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日 本 雪 氷 学 会  平 成 元 年 度 北 海 道 支 部 役 員

011-716-2111-5470
011-511-8112
011-621-2456
011-231-4111-2751
011-211-2500
011‐ 741-4467
011‐ 716-2111-5481
011-251-1111
011-261-1855
011-231-5181
011-891-2731-472
011-892-5001
011-231‐ 9511
011-716‐ 2111-6183
011-271-3028
011-221-7840
011-851-0151

011-757-0511

011-212-4500

011-709-2311
011-841-1111-290

011-709-2311
0154-41-6161-328
011-251-1111
011-621-4211
011-611-6121-400
0166-26-1111
011-841-1161
011-851-9221

011-851-9141
011-631‐ 2161-255
011-881-6435
011-251-9144
011-241-9181
011-841-1111-207

011-251-1111-5430
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0155-48-5111-290
01652-3-2934
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0138-55-1509

地 区 幹 事
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日 ヨ宝埋肇ガて奇筆≠事 Iヒ ,`撃 興重 3● 音
「

夫見 糸ウ

第 1条 本支部は日本雷氷学会北海道支部と称し、事務所を札幌におく。

第 2条 本支部は日本雪氷学会定款第4条の目的を達成する為に下記の事業を行う。

1.雪氷および寒冷に関する調査及び研究。

2.雪氷および寒冷に関する研究会、語演会、座議会、見学会の開催。

3。 その他本支部の目的達成に必要な事業。

第3条 本支部の会員は北海道地方在住の日本雪氷学会正会員、団体会員、贅助会員および名

誉会員とする。

第4条 本支部に次の役員をお く。

支 部 長  1名
支部理事  若千名 (内 支部地方理事若干名を含む)

支部監査  2 名

支部幹事  若千名 (内 幹事長 1名 )

第5条 支部長、支部理事および支部監査は支部総会において支部会員の中から選任する。

第 6条 支部幹事 (幹事長を含む)は支部会員のうちから支部長が委嘱する。

第 7条 支部長は本支部を代表しその会務を総理する。

第8条 支部理事は、支部理事会を組織し重要な事項を決議する。

支部理事会の議長は支部長とする。

第 9条 支部監査は支部の会計を監査する。

第10条 支部幹事は支部幹事会を組織し、支部長の指示を受けて、会務並びに会計を処理する。

第H条 役員の任期は1ケ 年とする。ただし再任を妨げない。

第12条 本支部に顧間をお くことができる。

第13条 願間は必要に応して本支部の指導にあたる。顧間は理事会の議決を経て支部長がこれ

を委嘱する。

第14条 本支部は毎年 1回定期13会を開く外必要に応じ臨時総会を開く。

第15条 総会においては下記事項の承認を受けなければならない。

1.会務並びに会計の報告

2.新年度の事業方針

3.役員の決定

4.規約の変更

5。 その他重要な事項

第16条 本支部の経費は下記の収入によつてこれをまかなう。

1.本部よりの交附金

2.寄附金

第17条 本支部の事業年度は毎年4月 より翌年3月 までとする。

「I 則 本規約は昭和34年 5月 18日 より施行する。

昭和53年 6月 8日 改正
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編 集 後 記

大雪山の初雪に合わせたように編集作業が終り、編集委員一同胸をなでおろしたところです。本

号が皆様の御手許に届くのは平地にも初雪を迎えるころかと思います。予定より発行が大変遅れま

したことを深くお詫びいたします。

精一杯の努力をしたつもりですが内容的には不満足な点も多く、特に国内外の研究機関情報は看

板だおれに終ってしまいました。今回は第 0版 ということで今後改訂を重ねて、文字どおりの機関

情報になればと思います。

本号の完成までには数多くの方々の御協力をいただきました。特に、グラビアで使用いたしまし

た 30年前の写真を提供いただいた岩波映画製作所、札幌市教育委員会、北海道新聞社、小島賢治氏、

さらに雪氷情報折込図の作成に際しては図の転載を御許可いただいた札幌管区気象台、農林水産省

森林総合研究所北海道支所、北海道開発庁に深 く感謝いたします。

また、資料の収集に際しては石本敬志 (北海道開発局開発土木研究所)、 金田安弘 (日 本気象協会

北海道本部)、 北原曜 (森林総合研究所北海道支所)、 田中雅樹 (北海道旅客鉄道株式会社)、 名和昌

介 (北海道新聞社)、 宮田明 (北海道農業試験場)、 深見浩司 (北海道地下資源調査所)の各氏に御

尽力いただきました。加えて、大作 30年 史を執筆いただいた木下誠一氏、大変興味深い「研究発表

会事始め」を御寄せいただいた小島賢治氏に厚 くお礼申し上げます。例年のように北海道立林業試

験場の斉藤新一郎氏より美しい版画をいただきました。今年はカラーで印刷できましたことは無上

の喜びです。

おわ りに、編集作業の実務に関しては低温科学研究所第一、第二研究協力室の落合・河野・植松・

松村 。菅原・鹿野の皆様、並びに 4月 に転勤された大森あけみさんに負うことが非常に大でありま

す。彼女らの協力なしには本号は完成 しなかったと言っても過言ではありません。ここに記 して感

謝の意を表 します。

編集委員 石崎 武志・令森 久・滝沢 隆俊・原  文宏

北海道の雪氷

平成 元 年 10月 26日  印刷

平成 元 年 10月 31日  発行

呑 日本雪氷学会北海道支部

札幌市北区北19条 西 8丁「
1

北海道大学低温科学研究所内
TEL 011-716-2111

印届1所 札幌市西区曙 2条 5丁 目

(協 )高 速印用」センター

TEL 683-2231
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日 本 雪 水 学 会 北 海 道 支 部 年 表

年  代 項事
女
部
長

1群u04年 5月 18日

8月 22日

9月 30日

12月 16日

|

日本雪氷学会北海道支部設立 :設立総会 (北海道自治会館 )

支部長 吉田 順五 (北大低温研 )

理 事 伊福部宗夫 (道開殉曰土木試)

千葉  実 (国鉄道支社)

知 む 噺 茂 (滲馳 圏 酬 知 1)

赤井  醇 (札晨市)

小山田惣次 (北電 )

廻  健三 (道電気通信局)

小野 弘平 (第一管区海L保安本部)

瀬藤 智雄 (北海道土木部)

星野 連三 (国立道農業試験場 )

山田 国親 (札幌管区気象台)

堂垣内尚;ム  (道開発局建設部)

横田 康一 (北大農学部)

真井 耕象  (北大工学部)

横山 尊雄 (北大工学部)

孫野 長治 (北大理学部)

大浦 浩文 (北大低温研 )

井上  桂 (道林試)

lA~4 栄一 (防衛劇 ヒ部方面本部総監部)

根来幸次郎 (札幌鉄道管倒局)

当銀 清― (札建工業)

漆原 勝二 (九り麟道管剛局)

井上 力太 (札幌管区
‐tt台 )

黒羽  仁 (国錫道支社)

清水 良作 (札幌管区気象台)

相川  実 (北海道土木部)

藪憲  誠 (北電 )

阿部孝太郎  (劇槻市建設部)

鴻上 雄三 (道開発局土木試)

淘 11 政幸 (道林試)

千葉  豪 (団む直農業試験場)

木下 誠一 (北大低温研)

(事務局は札幌管区気象台におく)

長

事囀
幹

記念講演 :科学技術の新しい役割について 安芸 鮫一 (雪水学会会長)

映画 :北海道の除雪 (榊 発局)除雪 (札幌市役所)、 冬の札幌、観光札幌 (札根市衛萌)

第3次南極観測記録映画「タローとジローは生きていた|(朝日新聞社 )

見学会 :桂沢ダム
研究発表会 (北大震学部)

1 北海道の降雪について 斉藤博英 (和幌管区気象台)

2.積雪基礎調査 (融雪について)石 井幸男 (札幌管区気象台)

3 積雪の力学的性質 大浦浩文 (北大低温研 )

4 通信施設の雪害について 佐藤正男 (電々公社)

5 屋上の雪と北海道罐 清原 潔 (道寒地建築研 )

6 雪氷と土木 伊福部宗夫 (-71)
7.カーボンプラックによる農耕地苗日の磁雪促進試験 (映画)小 島患二郎 (農業綜研 )

除雪談話会 (国鉄大会議室)

1.柚幌市の道路除雪 阿部孝太郎 (札幌市)

2.国道除雪 中島 猛 (道関列局)

3 鉄道除雪 坂 芳雄 (国鉄 )

4.除雪機械 竹内 靖 (1颯製作所 )

吉
田
順
五

（
北
大
低
温
研

）

井
上
力
太

（
札
幌
管
区
気
象
台

）
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年  代 事 項
庄

部
長

”
■
長

35年 2月 5日

36年

6月 21日

8月 6日

10月 6日

～ 7日

6日

'日3日

1月 28日

2月 10日

2月 28日

3月 10日

5月 01日

6月 7日

5.除雪機械 藤山昌良 (北海道ふそう)

特別講演 :グリーンランドにおける除雪機の赤明  中谷宇吉郎 (北大低温研)

海水談話会 的υl市 )

1 海水の物理的、化学的性質 田畑忠司 (北大低温研)

2 オホーック海の海氷 倉品1召二 (海上保知宇)

3 諸外国における海水の観測予報 楠 宏 (北大低温研)

4 1群
"2年

以来の航空機による海水観測と北見枝幸沿着中の海氷 渡辺貫太郎
(函館海洋気象台 )

5.海氷と気象について 高橋正吾 (網走地方気象台)

6.オホーック海北部の海水 室沢宏平 (日魯漁業海洋丸)

1群

“

5年度総会並びに講演と映画の会 (北海道自治会館)

講演 :南極の越冬 村内必典 (第 二次南極越冬隊員)

映画 :水雪にいどむ (国鉄)、 美しきネオンとみのりのカザ に (気象庁 )

見学会 :薔J報王子製lll、 築港工事
1群

"5年
度全国研究発表大会 (北大クラーク会館)

海氷談話会 (北大低温研 )

凍上に関するシンポジウム (北大クラーク会館 )

見学会 :札幌周辺

臀昆実,9[薫 ,関
する講演会 (共催 緋 会道支部、建設機脚 ヒ船 厳 諦

1 国鉄における除雪機械について 石橋孝夫 (鉄道技研)

:|は
雛 瀾 贔 ;審[鮮,:サi潟章麗i絣 1構内

晶績I涙名ぁζ冤 而猥珀
作業および雪上車に,ヽて 筒井孝輔 (相排 所)

1 稚内裏山のなだれについて 米沢利男 (UI「営林署)

2 道北地方の積雪の諸性質 小川有青
3 吹雪防止林の効用について 小川品― (胆‖鉄道管剛局)

4 冬の気象について 木村耕三 (脚 |1地方気象台)

5 氷のはなし 吉田順五 (北大低温研)

6.人r雪について 大喜多敏― (趨 |1学芸大)映画:勢

労彎雰まう憎岬繕諄暫諏
ヌタクカムイシュペヘの道(開発局)、 美しいネオンと

妊震炉駄懲聾諦翻
誘雄(鉄道技研旬説明

顧壽暫マ冨齢
1:棚

|

:鼈鰺熙餞競椰鶉群ζ
il騒朧[i:盪[:i]｀ :彙顆鐙1函

麟憩°

:1溜雪麟諸王劣議言讐
:暑

驚肇富々耗後査ili:1海

上保安庁水路部)

魃 iポ圭憚閻°
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年  代 事 項 鷹
Ц

幹
,
賢

6月 8日

8月 14日

10月 2日

12月 1日

～2日

12月 14日

37年 1月 10日

5月 31日

講演と映画の会
講演 :日本の雪崩 高橋喜平 (林業試験場山形分場)

厠 轟 基(先美′ぢビリ螺 甲
講 (国鑑 働 ヽオホーツク海 憫 剛局監働

1.な だれ予報について 久側帆弘 (和幌管区気象台)

2 宗谷本線 (F平陸橋)な だれ事故について 福11絆基 ⊂醸失迎 11管理局 )

3.天劇 支流ヌカナン付近のなだれについて 村丼延雄 (北大農学部)

4.日高のなたれ調査 吉田順五 (北夫低温研)

5 人工なだれ 荘田幹夫 (国鉄塩沢雪実駒所)

見学会 :硼 11東洋高圧工業所、lL~el劇
`火

力発電所
樹木と寒さに関する談話会 (北大クラーク会館 )

1.霜予報について 久保朋弘 (和幌管区気象台)

2 錨 の話 息花 安雄 (札槻鉄道管剛局)

3 道有林の造林地における凍霜害の実態 J研孝司 (道有林課)

4.帯広営相局管内凍霜害の実態 合田昌義 (帯底曽印局)

5. トドマツの凍害 武藤憲由 (北大農学部)

6.カラマツの凛害 高樋 勇 (道林試)

7.木の凍害における二三の生理的問題点 酒井 1召 (1ヒ大低温研 )

海氷に関する講演 討論と映画の会 (稚内市民会館 )

研究談話会 :

1 北日本の暖冬はいつまで続くか 高橋正吾 (― 方気象台 )

2 網走における流水量と長期予報 千卸 召司 (網走地方気象台)

3.上層天気図により見た海水の動き 佐 木々徳治 (稚内地方気象台)

4.宗谷海峡および太平洋沿岸における流水の漂流 斉藤 実 (札幌管区気象台)

5 宗谷中 について 西町告児 (第一管区海上保安本部)

6 海氷観測の総合成果について 倉品昭二 (海上保安庁水路部)

7 船の着水について 岸田秀― (海上保安庁船舶)

8.稚内港の整備計画 大間春彦 (稚内開発建設部)

9.海水の基礎的性質について 田畑忠司 (北大迎饂研 )

l齢職醸穫;踊餡鷺稀r躙橿漕ア
峯絵1ホ

~ツク海 日本湖 L訓こおけるソ連の淋 確 帥 夫 (北旭 醐 )

1.海の水の話 福富孝治 (北大理学部)

2 冬期の海難について 荻野亀代志 (稚内海上保安部)

棋缶1讐EKを9「幌祟Pの
分布と動き 渡辺貫太郎 (醜詳 憲 台)

会最罷8鰍象夕受兒英り91,曇潟;｀

ての講習会(共催:気象学会道支部、

委員目男寛1方 ゥ
崎

{札

幌管
5気

象台
|

験讐?;零亀ζ:賛霧『昔鷲霧憲台)

や軍僣農″奨雪t彎ま[つじ轟呈驚露昴氏把雰贅董富デ
局)

::典海輻    [峯囁轟ζ仄{撃儒5々鵬鷲区)

::撤籠χ轟あ詈z後鰍齢瑞急露(魏藁醜奮晉
諭

6 北海道の雪崩 吉田順五 (北大低温研)

踏罵島軍慢蛯墓蓬隻蚕塁塁?見臭);査9曇鵞)下
平陸橋のなだれ災害実況、なかよく特急

講演と映画の会
講演 :融雪洪水の話 石原健二 (気象庁防災気象官 )

木
下
誠

一
（
北
大
低
温
研

）
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年  代 項事
支
椰
及

ll
り

'メ

1日6月

7月 11日

38年

7月 12日

1月 11日

1月 12日

1月 13日

2月 28日

6月 18日

6月 19日

9月 10日

9月 26日

～27日

12月 6日

映画 :雪と氷の祭典、雪の結晶 (朝日新聞提供 )

融雪談話会 (北大クラーク会館 )

1.積雪内の融雪水分布 木下誠― (北大低温研)

2 融雪の機構 井上力太 (札幌管区気濠台)

3.北海道の可り1における冬期水量と融雪流出量について  岸 力 (1し大工学部)

4 石狩川の骰郭寺流‖1の状lLtに ついて  小田代弘 (′耐り1,台 水事務所)

5 宗谷本線地辻り事故について  福田幹基 (蜘 ‖管理局 )

北見地方の寒冷に関する談話会 (北見工業短期大)

1 網走 北見地方の寒さと積雪 斉藤博英 (網走気象台)

2 造林地ならびに苗畑の気象害について 岡野恵四郎 (北賄 相局)

3 北海道の造林地の凍害 高樋 勇 (道林試)

4 凍 L力 について 未下誠― (北大低温研)

5.建築の凛上防止に関する諸問題 上野 栄 (道寒地建築研)

6 北見地方の建築物その他の凍害について 佐藤勝兵 (北見市衛所)

7.下津別発電所水路内の結氷について 村山平三 (lr國ヒ見支店)

映画 :濁川発電所の水路結氷処理状況 (北電提供)、 雪にいどむ (国鉄提供)、 バイロットフ
オレスト(営林局提供 )

見学会 :天rJ4、 綱走水族館、原生花園
雪崩に関する研究懇談会 (国鉄北海道支社)

1.北海道における雪害対策 荒木翠郎 (国開 七海道支社)

2.人工なだれについて (附映画)荘 田幹夫 (鉄道技研塩沢雪研)

着雪着水に関ける談話会 (北大低温研 )

1 電線着雪の予報について 田中文治 (札幌管区気象台)

2 電線路の雪害対策 (Illm)荘田幹夫 (鉄道技研塩沢雪実971)
3 鉄道車両と雪水 宮前治雄 (青函船舶鉄道管理局)

4.塗科・塗膜への氷着について 山本孝男 (関西ベイント株式会社)

5 船の着水の成長機構について 小野延男 (北夫低温研 )

6.着氷と船の安定性について 岩田秀― (海上保知宇船舶技術部)

海水に関する研究懇談会 (北夫低温研)

1 北海道周辺における満沐わ動の実際例 剰 ‖正臣 (函館海洋気象台)

2.海水の予報について 高橋正吾 (札幌管区気象台)

3 航空機による漂流の測定 清コ首太郎 (函館海洋気象台)

4 ラジオ・アイによる漂流の測定 西田治兒 (第一管区気象台)

5.流氷塊の標流の測定 鈴木義男 (北大低温研)

漂流についての討論 :司会 楠  宏
請習会 :天気図 (北大クラーク会館 )

昭和 8年度支部総会 (北大クラーク会館 )

謂,貴 とり咽雪の会
1 聟雪の機構について 石原健二 (気象庁)

2 今冬発生した北陸地方の蒙雪について 働 II銀松 (国鉄中部支社 )

映画 :壼雪にいどむ、うるわしき北海道
豪雪談話会 (北対日晨研)

1 北海道における大雪の気候学的考察 唐津 進 (札幌管区気象台)

2 北海道の大雪をもたらす気圧配置について 竹井 惇 (札幌管区気象台)

3.豪雪をもたらす雲について 樋口敬二 (1ヒ大理学部)

4 なだれの発生機構 荘田幹夫 (国鉄塩沢雪実胸所)

5 北陸豪雪の雪質調査 r・l敏夫 (北大低温研)

見学会 :1蹄藁郷嶼地建築研究所
講習会 (共催 :北大低温研)

なだれと山岳地形
倶知安地方における太雪対策に関する談話会 (後援 :倶知安町、倶知安測候所 )

(倶知安町公民館)

計,寅 :

1 倶知安地方の降雪について 佐醐軍司 (倶知安測候所)

2.住宅屋L積雪と軒先除雪について 上野 栄 (道寒地建築研 )

|

小
島
賢

治

（
北
大
低
温
研

）
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年  代 項事
支
部

"

斡
，

■

09年

1月 29日

2月 8日

6月 18日

6月 18日

11月 18日

40年

H月 19日

12月 4日

1月27日

1月 29日

2月 5日

6月 17日

3 倶知安地区における冬期列車遣 ラの確保 今野武司 (倶知安保線区 )

4 最近における国鉄除雪の機脚 ヒについて 北方斎台 (■椒鉄道管割局)

映画 :豪雪とのたたかい (国鉄提供 )、 雪の結晶 (低温研提供 )

海水研究懇話会 (北大低温研 )

1 オホーツク海の海況の 一般的特性 赤川正臣 (函館海洋気象台)

2 昨年の夏から今冬にかけてのオホーツク海の海況の推移 渡辺貫太郎 (函館海洋気象台 )

支部研究発表会 (北大低温研 )

1 積雪結晶組織の不連続面における抗剪力について 1ヽ島責治
2 しもざらめ雪の研究I 秋田谷英次 (lL大低温研)

(北大低温研 )

3.降雪の総合観測 (その五)李  柾爾、孫野長治 (北大理学部)

4 スノークリスタルゾンデの試作 田沢誠一、孫野長治 (北大理学部)

5 降罰支度計の一案とその澤llRについて 井上力太 (絶幌管区気象台)

6 北海道の暖房デグリー デー 日下部正雄 (札幌管区気象台 )

7 昭和基地 (69° S)から75。 Sまでの重力測定値から推定される人陸水の厚さについて
大浦浩文 (北klAElll)

8.1訴醐 寸近の雪水を融解して得られた水の電気抵抗について 大浦浩文 (北夫低温研)

9 今冬の札幌における積雪断面測定 (中間報告)Jヽ島賢治、木下誠一、若演五郎、
清水 弘、中村 勉、秋田谷英次 (北刻抵温研)

1観畑9年度支部総会 (北大低温研 )

講演会 :史料から見た北海道の雪水災害 日下部正雄 (札幌管区気象台)

除雪談話会 (北大低温研 )

1 今冬実施した雪害対策調査研究事項について 広滝外郎 (国鉄道支社)

2 道路除雪について 鷹田吉憲 (道開発局 )

3 道路除雪機械について 谷脇 博 (道開殉局)

4 鉄道除雪機械と模型実験について 石橋孝夫 (鉄道技研)

5 基本的刃型による雪の切百嘆験について 星野謙三 (鉄道技研 )

土壌の凍結に関する談話会 (共催 :帯広市)(帯広市民会館)

1 造林事業における春植えつけのための幅 檀六堀りの効果 野辿 召三 (自擦営林署)

2 太平洋沿岸地方における秋植造林地の寒害について 高樋 勇 (道林試)

3 火山灰土壌凍結の農業上に及ぼす影響について 山田 忍 (帯広畜大)

4 道路の凍結深 (美 訓々蹴道路における実験)村 木義男 (道開発局― )

5.街路の凍上防止に関する一考察 太田長四郎 (帯広市役萌建設部)、 神 貞1召

(揃翻け″漸 )

6 住宅の凍上防止に関する一実験結果について 高宮正一 (道寒地建築研)

7 凍上力 木下誠― (北大低温研 )

見学会 :日本甜菜精糖工場、合理化澱分工場
講習会 :冬の天気図 .見方と書き方 (協賛 :気象協会北海道支部)(1ヒ大低温研)

講師 山崎道夫、菅原尚也 (オI鯛区気象台)

海氷研究懇談会 :オホーツク海における海水分布の推移 (北大低温研)

1 沿岸及び航空機からの水状変化の観測賠果 中林修― (第一管区海上保安留味路部)

2 人工衛星タイロスによる水状

「
ltl 渡辺貫太郎 (函館海洋気象台)

言,輪懇談 (司 会 :田畑忠司 北大低温研 )

講習会 :なだれ (北大クラーク会館 )

1 なだれの分類と発生条件 調司敏夫 (北大低温研 )

2 なだれと気圧配置 久保朋弘 (オt幌管1/気象台)

映画 :なだれ (日 本鋼管 )

兜学会 :際彗機械展示会 (円山坂下グランド及び円‖′ヽウス)

1伊:40年度支部総会 (北大クラーク会館 )

:か寅会 :流水と海難 古林武昌 (第 一管区海洋保安本部)

研究発表会 (第一部)

1.水の摩擦電気の発生機構について 志尾 弥、孫野長治 (北大理学部)

2 偏光顕徴鏡による雪の結晶の観測 鈴木重尚、孫野長治 (北人理学部)

3 石狩湾から侵入する雪のレーダー・ェコー (16ミ リ映画)斉 藤実、陣岡富二男、
小島 修、松田 ― (札幌管区気象台)

4 北海道におけるロードヒーティングについて 大橋弥太郎 (北電)

若
演
五
郎

（
北
大
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7日12月

6月 18日

1月 20日

1月 20日

1月 21日

6月 22日

10月 20日

41年

5.吹溜りの硬度調査 篠島健二 (国鉄札幌雪実験所 )

6.雪崩防止の雪圧測定 篠島健二 (国鉄札幌雪実験所 )

7温
嚇

脚 はだれ調査に,ヽて 清水 弘 0ヒ大低温m

l.主要豆科牧草の越冬性 高橋直秀 (北大農学部)

2.ビートの移植栽培における霜害 高木荒司 (日 本製糖 )

3.ビートの耐凍性 照本 動 (北大低温研)

4.小麦の耐寒性 長内俊一 (道立北見農試 )

5。 大豆の耐冷性に関する研究 後藤寛治 (北海道農試)

6.水稲の冷害 島崎佳郎 (道立J」 |1農試)

7.水稲の霜害 島崎佳郎 (道麹 |1農試 )

8.主要果樹の凍害について 赤羽紀雄 (道立農試 )

9.ト ドマツの寒風害 田村安男 (浦幌林務所 )

10.根釧地方における特殊樹種の試験成績 三段崎俊― (開発局 )

H.カラマツの耐凍性 高樋 勇 (道林試)

12.改良ポプラ類の耐寒性 森田健次郎 (道林試)

13.耐凍性の高いスギの選抜試験 江日 完 (松前林務署)

li重懲i盤ツ:暑営暑,11看彗i手冥
す髪言王撃璧霧森蝠

峙個指専塁忠撃畠弄
氷と寒冷に関する談話会 (共催 :U肺 、道建築士会旭lll■詢

佐野松太郎

(国鉄塩沢雪実験所)

1.旭川市の上下水道事業における寒冷期の影響とその問題点について
(市水道部)

2.旭川の冬霧と河川の結水 串崎利兵衛 (旭川気象台)

3.旭川市のばい煙について 高倉英太郎 (旭川高専)

4.国鉄における寒冷に伴う諸問題 鈴木賢一 (趨‖鉄道管理局 )

::嬰務
に
集♀曇点R淵::畠員給子

伽‖暁鯉川鍵型励

::慢燿撲冒操皇量倉楊鵠漁
事
脹名獣票夫マ記霧李菖英W鵬建設紛

「なだれ」に関する講演会(北大低温研)

臨 墓ど名島近墨肇あ
て(n峡画、掛'つき)荘田幹夫|

:1露雲曇響2TI野実鰭霧隻マ蛇1糧懸押
)翻聰 北大理却

3.融雪の話 吉田順五 (北大低温研)

4.ロ ードヒイーティングの実際 清水 勇 (北電)

l凩:営尋縄齢¥黙ξR∵¶難〒趙生相

急j鷺肇詈窒曇な基房見夷低轟昇r之
、本庄貞(札幌管区気象台)

雪禦倉臭奥裏基f象
とふきだまりの防止 塩谷正雄 (日 大生産工学調

ま確聟驚渕雰蠣l 勝
::麟黒∬需要歩才[,ftti予瑞嬌EFI凍霊餅止鶴雇禁顔積荒鞣喜本庄貞
見学会 :札幌管区気象台
映画:富士ぼ‖L頂のレーダー

低
温
研

）
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42年 1月 18日

2月 21日

10月 22日

43年 2月 20日

3月 8日

6月 25日

9日12月

日

日

月

月

雪寒期の土木建築工事に関する談話会 (北海道建設会館 )

1.雪寒地の建設工事における季節的労働力の問題点について 森田義育 (地崎組 )

2.建設工事の雪とそろばん「北海道ビルデング寒中コンクリートエ事」 (映画 )

林 哲夫 (三菱地所 )

3.雪寒期における土木工事関係の新技術
―スェーデンおける水結地域の道路舗巌の設計について一 小田代弘 (道開発局 )

4.雪寒期における建築工事に伴う技術的問題 洪 悦郎 (北大工学部)

5。 雪寒期における建築工事の労働安全 野瀬秀雄 (道労働基準局 )

6。 映画 :雪の都
講習会 :積雪観測法 (北大低温研)

談話会 :網走地方における流氷と寒冷 (共催 :網走市ほか)(網走湖荘)

1.河日の閉塞に伴う水位観測と河「1処理の試験施行について 佐 木々耕三(網走土木現業所)

2.土壌凛結と作物 長内俊― (道立北見農業試験場)

3.網走湖湖底汚水の水上散布による浄化試験について 黒田久仁男 (道立網走水産試験場)

4.気象と流氷 至令正朗 (網走地方気象台)

5。 網走管内の流氷災害について 千島昭司 (札幌管区気象台)

6.北大における流水研究の現状と1手来 田畑忠司 (北大低温研)

映画 :アラスカの水河、流水にいどむ
見学会 :紋別北方流氷研究施設
昭和曖年度支部総会 (北大低温研)

講演会 :路面消雪について 岡垣 理 (北大工学部)

映画 :明 るい雪国 (ロ ードヒーティング)(北庵提供 )

研究発表会
1.ガラス面上の水の微結品の粗大化について 鈴木 重尚 (北大低温研)

2.冬霧の中に含まれている氷品について 桜井兼市 (北教育大脚 |1分校)

3.石狩平野における降雪の一特性 (砲弾結晶について)菊 池勝弘 (北大理学部)

4.航空写真用積雪尺による積雪深の瀬1定 (序報)田沢誠一、孫野長治、菊池勝弘、
葛西俊之、金光正朗、重野忠史 (北大理学部)

5.NIMBUS2号 APTに よる海氷及び雲写真のステレオ解析 葛西俊之、菊池勝弘 (北大理学部)

6.根室海峡における流水観測 (その1)山 崎玄二 (標津高等学校 )

7.混合土の凍上試験 佐 木々一郎、矢作 裕 (北教大劇1路分校 )

8.地吹雪における飛雪の運動 大浦浩文、小林大二、小林俊一 (北大低温研)

北洋および北海道周辺における海上気象と雪氷に関する談話会 (共催 :気象学会道支部)

(函館市 )

1.連絡船の運行と津軽海峡のしけ 根川欽逸 (青函船舶鉄道管理局)

2.津軽海峡の風と波 鳥居 貢 (函館海洋気象台)

3.北洋の水産気象について 斉藤 充 (日 本水産)

4.北洋の海上気象の問題について 尾形 哲 (函館海洋気象台)

5.北洋の海況について (特に漁業との関連について)佐野 蘊 (遠洋水研北洋資源部)

6.レーダーによる流水研究および着氷調査票による船体着水の調査 田畑忠司(北大低温研)

7.北日本近海の船体着水について (函館海洋気象台)沢田照夫
8.北海道周辺の雪と雲 ―おもに気象衛星写真とレーダーの解析よリー 岡林俊雄

(和幌管区気象台)

特別講演 :1ヒ海道の冬の季節風時の雲 孫野長治 (北大理学部)

講習会 :積雪観測法 (北大低温研 )

談話会 :都市の道路除雪 (札幌日本生命ビル)

1.札幌市周辺の雪の降り方について 精谷光雄 (和幌管区気象台)

2.積雪の圧縮について 木下誠一 (北大低温研)

3.最近の道路除雪について 小野 修 (道開発局)

4.札幌市における道路除雪について 岡田光夫 (札幌市土木部)

5。 ロード・ヒーティングとルーフ・ヒティングについて ′Jヽ山田惣次郎 (北電)

6.積雪と道路交通 小川博三 (北大工学部)

昭和43年度支部総会 (北大クラーク会館)

講演会 :積雪のはなし 吉田順五 (1ヒ大低温研)

研究発表会 :

大

浦

江
田

三
雄

（
札
幌
管
区
気
象
台

）

-69-



年  代 事 項
支
部

長

幹
■
長

9月 6日

44年 1月 18日

4月 24日

6月 25日

9月 26日

12月 10日

45年 1月 29日

7月 7日

11月 25日

46年 2月 6日

1.単結晶水の摩擦電気の研究 志尾 弥、孫野長治 (北大理学部)

2.過冷却霧粒と氷品の観測 桜井兼市 (北教大旭り|1分校)

3.北海道の降雪 オ白谷光雄、石井幸男 (札幌管区気象台)

4.降雪ェコーの微細な変化とセルの移動について 里見 穂 (和幌管区気象台)

5.雨龍郡北母子里における融雪観測 若演五郎 (北大低温研 )

6.金山湖付近の融雪 大浦浩文、小島賢治、小林俊一、成瀬廉二、石川信敬 (北大低温研)

7.北海道低山地域のなだれ形態 -1968年 、道北・檜山・短味― 若林隆三 (北大農学部)

8.第 8次南極内陸調査 石田 完 (北大低温研 )

積雪の変態についてのシンポジウム (北大低温研)

1.水の水膜と焼結 黒岩大助 (北大低温研)

2.積雪の変態に関する二・三の実験 小島賢治 (北大低温研)

3.し もざらめの雪の生成 秋田谷英次 (北大低温研)

4.積雪の変態 M.de Quervain(ス ィス国立雪 。なだれ研究所 )

釘1路地方の寒冷と凍上に関する談話会 (釘 1路市消防本部会議室)

1.91路地方の寒冷・積雪と造林地の冬損じについて 荒木関 力 (釘1路地方気象台)

2.マ ンホールの凍上被害とその防止対策 木村敏雄 (電電公社91路電気通信部)

3.線路の凍上防止対策について 別所俊英 (剣囃 鰤 )

4.水面における昇華量について 東海林明雄 (北教大釧路分校 )

5。 凍着・凍上について 木下誠― (北大低温研 )

6.gi路地方における道路計画とその問題点 平岡nJI(釘略開発建設部)

7.土木試験所における凍上に関する試験・調査 太田昌昭 (道開発局土木試 )

講習会 (北大クラーク会館 )

天気図の見方、書き方 中岡裕之 (札幌管区気象台)

昭和醒年度支部総会 (北離 )

課幹寅とり廂璽姶
講演 :南極の雪の結晶 菊池勝弘 (北大理学部 :南極観測第9次越冬隊員)

映画 :極点への道 (朝日新聞社製作 )

見学会 :北大低温研
「和幌オリンピックにおける雪氷の問題点」に関する談話会 (北電講堂 )

1・

贅曇事基首デ
ツク冬季大会における雪対策につ てヽ 伊勢俊正 (和幌オリンピック組織委

2.スケートリンク整氷の問題点 小林禎作 (北大低温研 )

3.スキー競技のための雪の調査 若演五郎 (北大低温研)

4.圧雪駐車場について 高橋 毅 (道開発局土木試 )

晨歯甲筆禽握3埼扇穿ワじ[ッフ
井邦男 ひ醐 オリンピック組織委員会事務励

「積雪観測法」に関する講習会 (北大低温研 )

言離雨:小島賢治 (北大低温研)、 B.Sal皿 .(ス イス国立雪・なだれ研究所)

日訴m5年度支部総会 (北大クラーク会館 )

講演と映画の会
講演 :スィスにおけるなだれ予知システムとなだれ防止対策  ブルーノ・サム

(スイス国立雪 。なだれ研究所 )

映画 :雪害、集中豪雨 (科学技術庁)

「ふぶき」に関する談話会 (北大低温研)

:1蝠.`野電魂L装盛
る
鯛覇湛崖53雪り )

::警尋単ぶ糠当に』i漂塀喬腸ξ兆ごLざ11認マ1鷲霧鷲
台)

5。 地ふぷき時の飛雪の移動 小林大三 (北大低温研)

藝基1ナ
》艦 獣雉 雪貪Jttξ螢菖密T)

::鰐勝女寝愧 2異1紋瑞醐

'棚

幅用金庫)

3.重粘性土壊の物理とその改良法 石井和夫 (農業試験場重粘地研究室 )

大
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幹
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47年

3月 16日

7月 6日

10月 8日

～10日

10日

1月 7日

9月 25日

12月 7日

1月 18日48年

1月00日

4月 25日

6月 6日

8月 22日

12月 13日

4.流氷と潮 欄渡 中井貿言(1畑J保安部 )

5.人工衛星による北太平洋北西部の海水状況 渡辺貫太郎 (神戸海洋気象台)

6 レーダーによる流氷観測 小野延雄 (北AluljI)
映画 :流水―そのなぞを追って―

見学会 (北電中央給電指令所および北電技術研究所 )

1辞 l146年度支部総会 (北大クラーク会館 )

議 とり題画σ>会
講演 :道路凛上防止の話 伊福部宗夫 (北海学園大)

映画 :札幌オリンピック序曲、流水―そのなぞを追つて―

1欝観6年度秋季大会 (全国大会)(北海道建設会館 )

見学会 :豊甲峡ダム・オリンピック瓶 空
講習会 (趨 !1市科学館 )

自然積雪観測法 清水 弘 (1ヒ大低温研 )

道路積雪観測法 秋田谷英次 (北大低温研 )

講演 :第 11次南極地域観測について 清水 弘 (北大低温研)

昭和四年度支部総会 (1し大クラーク会館 )

講演と映画会
請演 :アルプス造山運動と氷河時代 湊 正雄 (北大理学部)

映画 :南極に生きる、内陸調査紹 i
見学会 :北大低温研
映画 :氷点下の世界、
釧路地方における寒冷と凍上に関する座談会 (共催 :J略市、釧路鉄道管理局、
311a地方気象台)(all路市消防本部会議室 )

11 釧路地方の寒冷・積雪と造林地の冬損じについて 荒木関 力 (釧路地方気象台)

伊
福
部
宗
夫

＾
北
海
学
園
大

）
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―
―
―
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年  代 項事
支
部
長

幹
事
長

49年 2月 10日

5月 10日

6月 21日

9月27日

50年 1月 31日

6月 12日

50年 10月 2日

～ 4日

51年 3月 10日

3月 19日

Ⅱ研:巧 1年 6月 2日

12月 14日

昭和蛇年 5月 20日

6月 2日

8月 4日

12月 10日

昭和

“

3年 1月 27日

2月 22日

6月 8日

1日2月

1.調査カードによるなだれ情報の整理 秋田谷英次 (北大低温研)

2.狩勝峠のなだれ防護施設について 中川忠行 (帯広開発建設部)

3.ョーロッパのなだれ防止工法にについて 若林隆三 (北大農学部)

映画 :雪と国踵 (建設省北陸地方建設局製作)

4。 なだれの種類と注意報の基準 大橋健三 (札幌管区気象台)

5.ア メリカにおけるなだれ救助法 ,青水 弘 (北大低温研)

天気図講習会
天気図の読み方と書き方 (講義と実習)足 立 崇、大橋健三 (柚幌管区気象台)

後援事業 (主催 :趨 |1市、北海道新聞社 後援 :北方問題懇話会、道支部)

“冬を創造する"旭川シンポジウム
田研l149年度支部総会 (北大クラーク会館 )

講演会 :石狩平野の降雪 孫野長治 (北大理学部)

映画 :雪と東北の道路 (東1じ也方建設局)、 雪路の安全 (北海道放送 )

見学会 :北海道立公害防止研究所
講演会 (北大クラーク会館 )

雪氷の水資源的役割とその制御 樋口敬二 (名大水日科学研究所 )

雪と生活に関する談話会 (UII市青少年科学館 )

1。 自然界の水 藤野和夫 (北大低温研)

2.旭川地方の水霧 桜井兼市 (北教大旭川分校)

3.冬のスポーツ 今村源吉 (北教大)

4.雪の災害 秋田谷英次 (北大低温研 )

5。 雪と生活 谷口弘一 (北海道新聞社)

講習会 (朋‖青少年科学館 )

簡単な雪氷観察法 講師 :藤野和夫、秋田谷英次、前野紀一、遠藤八十一、成田英器、
鈴木重尚(北大低温研)、 桜井兼市 (北教大旭川分校 )

昭和50年度支部総会 (北大クラーク会館 )

講演 :異常気象と気候変動 関口理郎 (札幌管区気象台)

映画 :異常気象
昭和m年度秋季大会 (全国大会)(旭り|1市文化会館 )

見学会 :北電中央供電指令所及び同技術研究所
「雪と森林Jに関する談話会 (北大クラーク会館 )

田研

“

1年度支部総会 (北電講堂)

講演会
講演 :北方建築の変遷 遠藤明久 (道工大)

映画 :氷雪の朝 (北電 )

着雪に関する談話会 (北電講堂 )

1.着氷着雪研究の歴史 黒岩大助 (北大低温研)

2.着雪現象の実験的研究 若演五郎 (北大低温研)

3.北海道型電線着雪の防止方法 五藤員雄 (北電技研)

4.標識板着雪とその防止法 竹内政夫 (道開発局土木試 )

見学会 :道開発局土木試
昭和52年度支部総会 (北電講堂 )

詳,寅とり蛹璽
講演 :雪と農業 ノN尺行雄 (農試)

映画 :雪にいどむ (新潟新幹線建設局 )

〒至倉占量醤暴テi島季:肇絵基籠需詈ふ年婚拿婚亨
(埼玉大)

1.北方圏の気象 桜井兼市 (北教人旭川分校 )

2.北方圏の寒さ 木下誠一 (北大低温研)

3.氷河時代は来るのか 東 晃 (1し大11学部)

見学会 :札樽バイパス防雪柵

i鯨 羅 轟 駆 マ領 翠 羅 瓢 響
期 堀 )ヽ L ttMaばnC輸

“

⇒

研究発表会
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支
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幹
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■

7日1月54年

8月 28日

11月 16日

3月 28日

6月 7日

55年

9月 3日

9月 11日

10月 17日

10月 30日

4月 14日

1 吹雪、地欧雪に伴う雪面瑠 ヒ現象について 石本攪志 (道開列局上木試)

2.切土区間道路における雪害防lL■法について 谷内吉雄 竹内政夫 石本敬志(道開発局)

3.雪の確雪機構の研究 I ′J琳大二 (北大低温研 )

4 模型雪を用いた妨雪施設の模型風洞実験 安濃 豊 (道開発局機械■)

5,妨雪林をかねた道路樹の植栽について 斉藤新 ‐郎 (道林試 )

6.大雪塙状粘土層中の層間摺山とその生成営力について 笹木 敏 (北見工大)

7 融雪流出応答と水板の変形 Jヽ林大二 (北大低温研)

8.運動荷重による氷板の変形 滝沢隆llt(1ヒ大低温研)

9 狩場橋の雪崩災害 清水 弘、秋田谷英次、岡野 正 (1ヒ大低温研)、 小野寺弘道
(北人農学部)

10 北海道における雪害の現状 秋田谷英次 (北大低温研)

11 札幌の積雪と融雪の特性 油川英明、石りlr昌敬、成瀬廉■ (北大低温研)

12 北海道の平地における積割 寺性 遠藤八十一秋田谷英次 山田知允 岡野 正(北大低温研)

13 手稲山の積雪調査 水津重雄、兒I裕二、山田知充、若演五郎 (北大低温研 )

14 大雪山積雪調査 西村 寛、膊暑重雄、山田知允、菊lLI寺夫、若濱五郎 (1ヒメ祗温研 )

15 風紋から見た旭岳周辺の識転
菊Ш 寺大、′Jホネ俊一、西村 寛、口11知充、若濱五郎 (北大低渦研 )

16 今冬の電線着雪と難着雪効果 樋口紀雄、前沢昌司、山同 勝 (北電技究)

見学会 :寒地用実験住宅
道路のすべりに関する談話会 (道土木試 )

1.道路利用者からみた路面のすべリ カ疎 照俊 (北大■学部)

2 道路管理者の立場からみた路面のすべり 井L元哉 (日 本道路公口Y71)
3 雪道と車の機能、性能の問題点 堀内 数 (道工大)

雪と水の観預職 についての講習会 (共催 :札幌市教育委員会)(北大低温研)

1.降雪 (レプリカの作り方、顕微鏡写真の撮り方)占 川義純、高橋 徹 (北大低温研 )

2 水 (薄片の作り方t偏光写真の撮り方)水禅重雄、大伴武都美 (北大低温研)

3 積雪 (成層構造の観察法)小 野寺弘道 (北夫農学部)、 石本机志 (道開殉局土木試 )

講演会 :日 本州 し極点憲 IEX告 (北大クラーク会館 )

一北極圏の自然、エスキモーとの生活、北極点をめざして一 管原省司 (日 刻 し極点遠征隊 )

I訴i54年度支部総会 (道開殉局土木試)

研究発表会
1.多雪豪雪都市の屋上積雪型についての仮説 遠藤朝久 (道■大)

2.道静防雪林による視程障害緩和効果 石本敬志、竹内政夫、福訳議文 (道開列局土木試)

3.シ ラカバ並木の雪書と枝うち 斎藤新 ^郎 (道林試 )

4.移動街路樹の試み 斎藤新―郎 (道林試 )

5 瀬戸瀬発電所武利ダムサイト地下水について 志保井利夫 (北海学園北見大)、

'畔

瓢屯―(ユニオンコンサルタント)

6.北海道における土颯凍結分布と積雪分布の地域詩性 福田正己 (北大低温研 )

7.垂直風洞による人工降雪実験 ,ハ期廉二、古り11義純、水野悠紀子 (1ヒ大低温研)、

遠藤辰雄 (北大理学部)

8 電線着割 寸着力に関する一方法 樋日紀雄、′J淋裕一、側 ‖照彦 (1罐技研 )

9 冠雪防止対策について 樋口紀雄、月♯裕一、脚 ‖照彦 (北電技研 )

10 積雪寒冷地における高速道路の如 り予測 富樫山蓼 (道路州コ■l■ )

n 冬期における道路路面の実態 阿部幸康
12 模型雪を,日 いた地形模型実験測定機器について 安濃豊 (道開発局機械工作所)

講演会 :雪氷災害を考える (北電)`11島暢太郎 (京夫防災研 )

映 画 :北赳雪譜―雪に耐えしの

“

さ
見学会 :道開剛電毬設機械工作所、札幌管区気象台
講演会 :中国の雪氷研究の現状 (1し大低温研)施 雅風 (中国蘭州氷河凍土砂預研 )

談話会 :冬OL7舌を考える (共催 :脚 11市衡所)(旭 lI市民文化会館 )

1 多雪地の樹 圏  斎藤新―郎 (道林試)

2.雪と道路交通 高橋親 (道開発局土木試)

3 寒さと呼吸 海野徳二 (旭川医科大)

講演会 (北大工学部)

The Fracture Toughness of lce― 口y work in SapporO―     Dr  D J  Coman

田
谷
英
次

（
北
大
低
温

研

）
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年  代 項事
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長

56年

6月 18日

9月 19日

10月 31日

～11月 3日

12月 23日

2月 28日

6月 11日

9月 1日

1月 13日

1月29日

5月 15日

6月 10日

57年

昭和55年度支部総会 (北大農学部)

議員会 :年輪で見る地表の動態  東 二郎 (北大農学部)

見学会 :苫′1動か寅習林
,蔀

“

5年度秋季大会 (全国大会)(札幌市)

日本の観 青演会 (北電講堂 )

1 日本の雪 渡辺興亜 (名 大水圏科学研究所 )

2 北海道内の平地における厳冬期の積雪特性 秋田谷英次 (北大螢島研)

3 山岳地帯における積雪の分布について 山田知充 (北夫低温研 )

石狩平野の積雪巡検
1召和56年度支部総会 (北大百嬌 己念会館)

識員会 :森のしくみ 石城謙吉 (北大苫′1臨習林 )

研究発表会 (和幌教育文化会館 )

1 第み次南極観測隊気水圏観測の概報 4ヽ林俊一、石川信敬 (北大低温研)、

大畑哲夫、川口貞男 (国立極地研)

2 電線着雪付着力lll定に関する一方法 浅井修―、′J輔 ― (北電技研)、

若演五郎 (1し大低温研 )

3 建築物設計用雪加重について 柴田拓二 (北大工学部)

4 湿雪氷化による路面不規則凹凸力橋梁に測ざす走行荷重応答 能町純雄 (北大工学部)

5.石狩平野における積雪分布の特性 ,lalil奏期 (北大低温研)

6.特
"1講

演 中国における水河の温度 黄 茂 (中国科学陶悧‖水河凍土研究所 )

7 厚岸地方における成長期の海霧とイテイおよびトドマツ天然更新との関係について
斎藤新―農5(道林試 )

8.十勝地方の農地の土壊凍結分布について 土谷富士夫 (帯広畜大)

9.大型垂直風洞による人工降雪実験 (序報)札幌市青少年科学館建設準備室降雪担当グル
ープ (代表 高橋庸哉)、 成瀬廉■、古川義純 (北大低温研 )、 遠藤辰雄 (北大理学部)

講習会 :雪 と水の観察会 (共催 :札幌市青少年科学館)(札幌市青少年科学館 )

1.雪の結晶の観察法 水野悠紀子、占川義純 (北大低温研)

2.積雪断面の観察法 成瀬廉二、橋本雅之 (北大低温研)

3 氷の渭片の観察法 ガ半武維 、腸  信 (北大蹴 研)

地方談話会 ほ畑」市市民会館 )

流氷と漁業 駒木 成 (水酬 朧 区水産研究所)、 青田昌秋 (北大低温研流水研究腫 1)
倒踊誌「北海道の雪氷J ttlT]

1請n57年度支部総会 (和幌市教育文化会館 )

研究発表会
1 落葉広葉灘棒の休眠芽の芽麟と寒さ・乾燥との対について 斎藤新―郎 (道林試)

2.雪腐小粒菌核病菌Typhula sppの 生態的地位の化と気象田因 松本直幸、但見朗俊
(1-)

3 大型垂直風洞による人コ降雪実験C虚報)高橋庸哉、井上 方、伊藤由幸
(柚幌市青少年科学館 )

4.手稲山の雪崩遭難事故 ,青水 弘遠藤八十一 (北大低温研)

5 札幌市の給水装置における凍結件数の測定について 金子 佑 (和幌市水道局 )

6 多雪地域における地上最大積雪重量の検討 桜井修次 (1ヒ海学園大)、 城 攻、柴田拓二
(北大工学部)

7 住宅の無落雪屋根について 藤村成夫 (道寒地健築研 )

8.低温領域 (0・C)の着雪発達の確認実験について 山岡 勝、J琳裕― (北電技研)

浅井修― (北電)、 若演五郎 (北大低温研)

9 地欧雪に関する野外模型実験  ―防雪林と切土地形に関して一 金田安弘、植松孝彦
(気象協会道本部)、 片山修、斎藤輝男 (道路公団札槻奮 曼局 )

10.冬 jO10111の 流出について 本山秀明、小島賢治、月淋 大二 (北大低温研)

11.吹溜り現象の相似則について 安濃 豊 (道開剣弓建設機械工作所 )

12.着雪現象の模型実験について 安濃 豊 (道開翔励毬設機械■伽所)

13.模型雪による屋上積雪の風洞模型実験 その1.活性白■と道工夫風洞装置の相似則
苫米地 司、遠藤明久 (1朧譴に大)

14.模型雪による屋上積雪の風洞模型実験 その2.3っの屋根形の堆積の定性的性状

小
林
大

二

（
北
大
低
温
研

）

堀

日
薫

（
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大

低

温

研

）
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年  代 項事 ま
長

砕
“
長

I♂

“

8年

1奮159年

9月 23日

10月 6日

H月 15日

H月 24日

1月 14日

1月 28日

6月 9日

‖月25日

1月 14日

9日6月

苫米地 司、遠藤明久 (北海道工大)

講演会 (和幌市教育文化会館 )

南極におけるヒトの道応能について 蜂須賀弘久 (京都教育大)

講演会 (和幌市教育文化会館 )

寒さと雪氷現象―雪害について― 秋田谷英次 (北大低温研)・

見学会 :和幌管区気象台、昴守川開発臨 豊静共水予防システム
講演会 (北大百縞 こ念会館 )

植物の耐凍性と寒冷適応 酒井 昭 (北大低温研)

噸 :朧
雪と氷の観尿会 (主催 :札幌市青少年科学館、1経 :道支部)

言鶴雨:高樹蘭哉 (和幌市青少年紺学館)、 外塚 イ言、ガ半武者1美、橋本雅之、入川真理、
水野悠紀子、成瀬廉二(北ガ螢鰤め

地方談話会 (共催 :旭川市)(旭川市民文化会館 )

テーマ :雪 と交通
1 趨 11の冬の気象 若原勝二 (旭川地方気象台)

2 冬の交通事故の実態 浅野麟 己(旭川警察署長 )

3 車はどうしたら滑らないか 堀内 数 (北海道■大)

映画 :冬と道
昭和

“

年度支部総会 (北大百矯 己念会館 )

研究発表会
1.石狩平野における降雪の広城同時立体観測 若演五郎、遠藤辰雄、山田知充、藤吉康志、

秋田谷英次、遠藤八十一、′J■卜俊一、に 、占川義純、小西啓之、人川真理、
橋本雅之(北大低温研 )

2 降雪雲のゾンデとレーダによる同時観測 遠藤辰雄、藤吉康志、メJII真理、小西啓之、
山田知充、若演五郎 (北大低温研)

3 石狩平野の‐続きの降雪における降雪水量分布の観測 山田知充、秋田谷英次、成潮廉二、
遠藤八十一、Jヽ林俊一、若濱五郎 (北大低温研 )

4 北海道積雪分布図 (平均最深)について 増田久夫 (道林試)

5.低温領域(0・C付近)の着雪発達の確認実験について (第 3報 )若演五郎 (北大低温研)

山岡 勝、′Jヽ林裕一、安味和幸 (北電技研 )

6 台地と谷すじの放射冷去|の比較 田中夕美子、藤原滉―郎 (北大農学部)、 1淋大二
(北大低温研)

7 林地における地面融雪-91 北原 曜、真島征夫 (道林試)

8 覆 7平野を貫く高速道路のふぶき対策について 中田雅博 (日 本道路公団劇』建調局)

9 冠雪防止対策について (H)(面状発熱体と傾斜アダブターの効果)′ Jヽ林裕一、
山岡 勝、安味和幸 (北電技研 )

10 ほふく型織縁樹の生態について 斎藤新一郎 (道林試)

n ハイマツの冶可期への適応について 斎藤新―郎 (道林試)

12 走行車両による積雪路面のフラクタル次元について 能田胤 雄、角田与史雄(北大工学的
松岡健一、岸 徳光 (室憫工大)

13.模型雪による屋上積雪の風洞実験 (その3)一軒高力握 上積雪に及ぼす影響―

苫米地 司、遠藤明久 (北海道工大)

14 模型雪による屋上積雪の風洞実験 (その4)―青動 前 面建築物の屋上積雪に及ぼす
影響― 遠藤明久、苫米地 可 (北海道工大)

15 光学機器による大型ドーム上積雪深の観測―真駒内屋内スケート競技場について(1982
1983)一 桜井修次 (北海学回大)、 城 攻、柴田拓二 (北大工学部)

10.超音波による海水の性質について 薗 白 ,告、小野敏行、洒井雅史 (北大工学部)

17 海水と各種吐沐材料間の(鯖ぢ

"隻

について 中沢直樹 (パシフィックコンサルタント)

小野腐 1、 酒井雅史、佐伯 浩 (北大工学部)

機関誌「北海道の雪水」第2号指 〒
講演会 (主催 :道支部 岩見沢市)(岩見沢市民会館 )

テーマ :雪と岩見沢
岩見沢市に降り積もった雪 遠藤八十一 (北夫低温研)

道路における雪対策について 竹内政夫 (開発局土木調胸■)

雪と水の観察会 (主催 :札幌市青少年科学館、後援 :道支部)(札幌市青少年科学問)
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日研口60年

～15日

2月 7日

6月 H日

6月 11日

8月 18日

8月 23日

1月 12日

～13日

1月 25日

6月 5日

9月 19日

5日6月

地方談議会 (主催 :道支部・91略市)(31路市側 l地城婦人会館 )

テーマ :冬への挑戦
1.冬期間の道路維持 (除雪)について 磯部大臣 (劇1路開発建設部)

2.湿原の植物 新庄久志 (劇1路市立博物館 )

3。 冬期間の道東沖の海難状況について 今野宗郎 (剣1略海上保安部)

映画 :流水―そのなぞを追つて
日研

“

9年度支部総会 (北大百年記念会館 )

研究発表会
1.屋上積雪形状について一屋根面の途中で勾配が変化している場合一  苫米地 司、

遠藤明久、橋本健一 (北海道工大)

2.屋鵬 犬係数 (日 本建築学会「建築物設計用雪荷重」案)の制定をめぐる問題点
遠藤明久 (北海道工大)

3.斜面積雪におけるクラックの発生と応力集中 遠藤八十一、秋田谷英次 (北大低温研 )

4.今冬期オホーツク海の海氷状況 麻生 正 (和幌管区気象台)

5。 離島の森林の機能―とくに融雪を遅らせる水瀑林としての機能について  斎藤新一郎
(道林試 )

6.厳冬期のi提地下水位変化 北原 曜、真島征夫、清水 晃 (道林試)

7.台地と谷すじの放射冷却の比較 田中夕美子、藤原晃一

'6(北
大農学部)、 小林大二

(北大低温研 )

8.気温と日射を用いた冬期のi蠅地温の予測 佐藤篤司 (北大低温研)、 J.H.CAPR10

(モ ンタナ州立大)

機関誌「北海道の雪氷」第3号発行
講演会 (共催 :北海道新聞社)(道新北1条館特別会議室 )

永久凍土 :その解明と利用 木下誠一 (北大低温研)

セント・ヘレンズ山の大爆発 RoL.3r"n(モンタナ州立大)

講演会 (共催 :北大工学部東研究室)(北大工学部)

氷の転移 R.Wo Whitworth(バーミンガム大)

雪と水の観察会 (共催 :札幌市青少年科学館)(後援 :道支部)(札幌市青少年科学館)

地方談話会 (共催 :旭川市)(旭川市民文化会館 )

テーマ :北国のくらし
1.北国のすまい 神山定雄 (北海道東海大)

2.冬を着る 加藤玲子 (北海道ドレスメーカー学院旭川分院)

3.無落雪屋根の注意 遠藤明久 (道工大)

昭和60年度支部総会 (北大百年記念会館 )

研究発表会
1.道路妨雪林造成の現状とその改良法について 斎藤新一郎 (道林試)

2.林道切取法面における凍上融解侵食について 北原 曜 (道林試 )

3.北海道における雪害とその対策の現状について 石川信敬、′lヽ林俊一、堀口薫、木下誠一
(北大低温研)

4.雪氷混相流の構造と特性 前野紀一、ノ|ヽ林俊一、成瀬廉二、西本書告一、佐藤篤司、
西村 寛、竹井 厳、海老名孝郎、村上茂樹 (北大低温研)

5.雪崩衝撃力の雪氷混相流通考察 佐藤篤司、村上茂樹、西村浩一、前野紀―(北大低温研)

6.融雪流出ビークの遅れと流出構造 小林大二、本山秀明 (北大低温研 )

7。 日本海への流水の流出について 佐藤清富 (札幌管区気象台)

8。 石狩湾上の降雪雲のレーダーェコーからみた特徴 中平 ,台 (北大環境研)、 菊池勝弘
遊馬芳雄 (北大理学部)

9.地表付近の大気電位傾度・降水電荷の鉛直構造の波1定 遊馬芳雄、菊池勝弘、谷口 恭
(北大理学部)、 藤井智史、北大雲物理観測グループ (1ヒ大工学部)

10.送電線の着氷防止対策 (1)山岡 勝、大浦久到、南雲恵介 (北電技研)

(北大低温研)若演五郎
機関誌「北海道の雪水」第4号 発行
講演会 (共催 :北大低温研)(北大低温研)

どか雪研究の諸問題 中峠哲朗 (福井大)、 コメンテーター:若演五郎、菊池勝弘

若
演

五
郎

（
北

大
低

温
研

）

前

野
紀

一

（
北

大
低
温
研

）

-76-



年  代 項事
支
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長

0,
1'

辰

I訴口61年 1月 11日

2月 14日

4日6月

7月 31日

H月 12日

1月 10日

～11日

1月 29日

I研
`Ю

2年

1群162年

2月 2日

～3日

6月 3日

雪と水の観察会 (後援 :札幌市青少年科学館)

地方談話会 (共催 :北網圏北見文化センター、北方ロセンター)(北網圏北見文化センター)

テーマ :寒さと暮らし
1 冬を着る 森田佐和子 (札働 肖費者協会)

2 寒さと健康 瀧口正隆 (北見工大)

3 雪と氷の世界 若演五郎 (北大低温研 )

昭和耐句奏支部総会 (北大百塙 醸諦宮)

研究発表会
1.イ ンダス支流 BEAS RWnに おける融雪流出all l 月淋 大三 (lL大低温研)、

H R Bhutiyanl,N Hohan睦 o(SASE INDIA)

2.貯水池結水板のlll度 と熱応力 川地 悟 (北見■大大学院)、 佐鵞公胡、中尾隆志
(北薙 _ヽ人 )

3 タンチョウ鶴のねぐらとしての不凍水面 東海林明雄 (北教大釧路分校)

4 オホーツク海の数値海水モデル 佐藤消富 (札幌管区気象台)

5.道路紡雪林週戊への提案(1)一 苗木の仲長量の予lllに ついて一 斉藤新―郎 (道林試)

6 道路防雪林造成への提案(2)―道期をはずれた季節における土つき苗木の植栽について一

斉藤新一郎 (道林試)

7 新潟県能生町柵口で発生した表層雪崩について 西綸告―、前野紀― (1ヒ夫低温研)、

1ヽ翻唆一 (締島大)

8 模型雪崩実験による雪氷混槽流の内部構造の研究 西綸告一、に 、前野紀―

(北大低温研)

9 建物周辺の吹きたまり性状について 苫米地 司、遠藤朝久 (道工大)

10 地ふぶき跡の航空写真による冬期強風の画的調査 ′
1ヽ林人二 (北大低温研 )

11.防風堆雪相による表上の凍結防:Lと その波及効果 東 二郎、

'青

水 収 (北夫農学部)、

藤原滉一郎、笹 賀―郎 (北大演習林)

12 道路雪氷の消耗過程と雪質調査 (序報)成瀬廉二、石川信敬、西械 告一、竹井 厳、
村上劇樹、前野紀一 (北獄【温研)

倒踊誌「北海道の雪氷J第 5号労 言
講演会 (道開翻局土木試)

森林の理水性について 東 三H6(北大農学部 )

自然水の舗 llR 堂願 純 (気象協会)

雪と水の観察会 (後援 :札幌市青少年科学館)

地方談話会 (共催 :帯広市、帯広市青年会議所、後援:十勝圏振興協議会、協賛:NHK帯広 )

(帯広市百年記念館 )

テーマ :十勝の寒さと生活 ―寒さの利用と楽しみ方―

1.凛上の話 木下誠― (北大低温研 )

2 冬と動物 藤巻裕蔵 (帯広畜大)

3 冬と病気 吉川隆志 (帯劇厚生病院 )

4 雪と水の話し 前野紀― (北大低温研)

'87ふゆトビア・フェアに北海道支部として参加、 バネル展示

I召和62年度支部総会 (北大学術交流会館)

研究発表会
1 送電線のギャロッピング振動 止IFl 勝 (北電総合研 )

2 融雪水の積雪浸透と流出 浜田和雄、兒工裕二、月ヽ林大三 (北大低温研)

3.北海道の吹雪頻度分冷,と妨雪施 生の分布 石本疵志、竹内政夫、寺丼勝之、
難波重寿 (道開発局 )

4 反射式吹雪計による視程測定 福沢義文、竹内政夫、石本傷志 (道開列局)

5 雪尺のまわりに出来る雪の穴とその対策の試み 小島賢治
6 スキー場斜面を維持するための木本萌芽幹の刈払い方式について 斎藤新一郎 (道林試 )

7.屋上雪庇防 dlに関する基礎研究 苫米地司 (道 工大)、 月ヽ林敏道 (′Jヽ林プランニング)

8 北海道内の市町村における雪対策の現状について 苫米地司 (道 工大)、 力I藤 玲
(北海道商工指導センター)

9 日勝峠雪崩 (1部2129)の発生機構 清水 弘、秋田谷英次 (北大低温研)
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8月 31日

9月 22日

10月 4日

～ 8日

10月 8日

1群哺3年 2月 19日

7日6月

7月 30日

8月 24日

平成元年 2月 4日

4月 10日

6月 13日

10 道路雪水の消
=饉

程と熱収支観測 成瀬廉二、石り1“言敬 (北大低温研)、 武市 靖
(北海学園大)、 西柿 告一、成田英器、前野紀― (北大低温研 )

倒踊誌「北海道の雪氷」第6号指 子
講演会 (北大低温研 )

ヨーロッパにおける雪水研究の現状―特にスイスを中′心として一 大村 纂
(ス イス国立工科大)

昭和62年度全lI」611究発表大会 (側1路バンフィックホテル)

各種会合 (北教畑 1路分校 )

公開シンポジウム (Jl路バシフイックホテル)

テーマ :冬を豊かに一寒冷地における新しい生きかた 暮しかたの嗜I臆をめざして一

1 冬の子供の野外遊びの実態 吉田邦子 (北教大)

2 釧路の冬 矢作 裕 (北教大)

3.北海道の冬への施策 松田寿夫 (北海道住宅都市部街づくり推進室 )

4 寒冷周文明の可能性 樋口敬二 (名 大水圏科学研究所 )

見学会 :摩局湖、鑑 湿原コース
地方談話会 (共催 :小樽市教育委員会、第13回ウ″ンターフェスティハ・ル)(4颯道新ホール)

テーマ :J囀の冬と暮し
1 積雪の話 秋田谷英次 (北大低温研 )

2 遺跡と雪水一回指定史跡手宮洞窟の現1夫 と対策― 早りl障口夫 (北海学国大)

3 雪とスポーツ ー山スキーと技術 そして衣食住― 清水国通 (1櫛桜陽高校)

昭和63年度支部総会 (北大学術交流会館 )

研究発表会
1 路面の雪質と自動車運転技術 堀内 数 (道工大)

2 スノープレッシャービローを用いた積雪重量計の開発 佐山惣吾、田村 勇、西川泰則
(1じ海直工業開発試験所 )

3 人工着水実験(材買の違いによる電線着水について)藤 井 裕、山岡 勝、南雲恵介
(北電総合研)

4 非定常熱源法 (サーマルプロープ法)に よる凛上の烈云導率寵定のいくつ力う問題点
張 津生 (中国利学院蘭州水河凍土研究所)、 福田正己 (北大低温研 )

5 北見における積雪観測 高橋修平、百武欣二 (北見工大)

6 永久凍土地帯の小流域における夏期の熱収支 石り|“言敬、兒玉裕二、4淋大二
(北大低温研)

7 雪尺のまわりにできる雪の穴について  小島賢治
8.膜構造物の屋上融雪に関する基礎研究 苫米地 司 (道 ■大)、 本郷 岡1、 岩井孝次

(臓島磨鎌 御 知

")側踊誌「北海道の雪氷」第7号留 子
講演会 (和幌国際ホテル)(北海道開発技術センターと共催 )

極地の探求―ノルウェーにおける極地rjI究の現状― 大田昌秀 (ノ ルウェー極地研究所)

學鸞 整 11載:お響1ヽ

士別敵 語 詮 )(胡嚇 ェ会訓 )

1 なだれの話 ,育水 弘 (北大低温研)

2 北海道先史文化の源流 大島直行 (和幌医科大)

3.寒冷地での自動車テストについて J淋 一人 (ト ヨタ自動車)

講演会 (北大低滸 斗学研究所)

李義究撃震籐 ヤiλ単潟髪義曇鳥,話
大竹武(アラスカ大名誉教授)

研究発表会
北海道支部創立00周年記念式典

″     祝賀会 (北大クラーク会館 )

福

田

正
己

（
北
大
低
温

研

）
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【国内研究機関】

(北 海道地区 )

機 関 名

旭川工業高等専門学校

帯広畜産大学

北見工業大学

釧路工業高等専門学校機械工学科

札幌管区気象台技術部予報課

札幌市青少年科学館

日本ガス協会北海道部会寒冷地技術

研究開発センター

(財 )日 本気象協会 ヨヒ海道本部

農林水産省北海道農業試験場

農林水産省林業試験場北海道支場

北海道大学低温科学研究所

北海道大学低温科学研究所

附属流氷研究施設

北海学園大学工学部建築学科

北海学国大学工学部

北海道開発局開発土木研究所

北海道教育大学旭川分校

北海道教育大学|1路分校

北海道工業開発試験所

北海道工業大学

1北海道大学雨竜地方演習林

〒070旭 川市春光台 2‐ 2

〒080帯 広市稲 田町西2線

〒090北見市公園町165

〒084釧 路市大楽毛西 2丁 目32番 1号

〒060札 幌市中央区北2条西 18丁 目

〒004札 幌市 白石 区厚別中央 1-5-2-20

〒060札 幌市中央区北4条東5丁 目373

北海道ガス榊内

〒064札 幌市中央区北4条西 23丁 目

〒004札 幌市豊平区羊ケ丘 1

〒004札 幌市豊平区羊ケ丘 1

〒060札 幌市北区北19条西 8丁 目

〒094紋 別市南 ケ丘 6‐ 6

〒064札 幌市中央区南26条 西11丁 目

〒064札 幌市中央区南26条 西11丁 目

〒062札 幌市豊平区平岸1条 3丁 目

〒070旭 川市北門可9

〒085釧 路市城 山1-15-55

〒004札 幌市豊平区月寒東2条17丁 目2‐ 1

〒006札 暢市西 区手稲前田419‐ 2

〒096名寄市博 田250
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機 関 名 所住

北海道大学環境科学研究科

北海道大学工学部

北海道大学苫小牧地方演習林

北海道大学農学部付属演習林

北海道大学理学部地球物理学科

北海道電力 (株 )A3合 研究所

北海道東海大学

北海道立寒地建築研究所

北海道立林業試験場

室蘭工業大学応用物性学科

〒060札 幌市北 区北10条 西 5丁 目

〒060札 幌市北区北13条 西8丁 目

〒053苫 小牧市字高丘

〒060札 幌市北区北9条 西9丁 目

〒060札 幌市北区北10条 西8丁 目

〒004札 幌市豊平区塁塚451-6

〒070旭 川市神居町忠和224

〒063札 幌市西区二十四軒4条 1丁 目

〒079‐ 01美 唄市光珠 内町東山

〒050室 蘭市水元町27‐ 1
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(東 北地区 )

機 関 名 所住

秋田県工業技術セ ンタ‐

秋田工専土木工学科

秋田大学教育学部

秋田大学鉱山学部

岩手大学農学部

工業技術院 東北工業技術試験所

国立防災科学技術セ ンター

新庄雪氷防災研究支所

鶴 岡工業高等専門学校

東北大学工学部

東北大学理学部地球物理学教室

東北電力 (株 )総 合研究所

日本大学工学部土木工学科

農林水産省林業試験場東北支場

農林水産省林業試験場東北支場
山形試験地

八戸工業大学建築工学科

弘前大学医療技術短期大学部

弘前大学理学部

福島大学教育学部

山形大学工学部

山形大学農学部

〒010‐ 16秋 田市新屋町字砂奴寄4-1

〒011秋 田市飯島文京町 1

〒010秋 田市手形学園町 1‐ 1

〒010秋 田市手形学園町 1-1

〒020盛 岡市上田 3‐ 18

〒983仙 台市若竹4-2-1

〒996新庄市十 日町高壇 1400

〒997鶴 岡市大字井岡字沢田104

〒980仙 台市荒巻字青葉

〒980仙 台市荒巻字青葉

〒980仙 台市中山7‐ 2-1

〒963郡 山市 田村町徳定字 中河原 1

〒020‐ 01盛岡市下厨川鍋屋敷72

〒999‐ 56山形県真室川町釜淵

〒031八 戸市大字妙字大開88-1

〒036弘前市本町66-1

〒036弘 前市文京町3

〒960-12福 島市松川町洩川字直道 2

〒992米 沢市城南 4‐ 3-16

〒997鶴 岡市若葉町1-23
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(関 東地区 )

機 関 名 所住

旭nl子 (株 )研究開発部

石川島播磨重工業 (株 )

技術研究所海洋部

運輸省船舶技術研究所氷海技術部

鹿島建設 (株 )技術研究所

関西ペイン ト (株 )

気象衛生セ ンター解析課

気象研究所

建設省土木研究所

工業技術院機械技術研究所

工業技術院地質調査所

国際基督教大学理学科

国土地理院地理第一課

国立極地研究所

国立防災科学技術センター

第一研究部

埼玉大学教育学部

清水建設 (株 )技術研究所

千葉大学園芸学部

筑波大学地球科学系

鉄道技術研究所地盤防災研究室

電力中央研究所狛江研究所

東京ガス (株 )技術研究所

〒221横浜市神奈川区羽沢町松原 1‐ 150

〒235横浜市磯子区新中原町 1

〒181東京都三鷹市新川 6‐ 38‐ 1

〒182調布市飛田給 2‐ 19‐ 1

〒254平 塚市東八幡4-17-1

〒204清 瀬市中清戸3-235

〒305茨城県つ くば市長峰 1‐ 1

〒305つ くば市大字旭1番地

〒305茨城県つ くば市並木 1‐ 2

〒305茨 城県つ くば市東 1-1-3

〒181三鷹市大沢3-10‐ 2

〒305茨 城県つ くば市北郷 1

〒173東京都板橋区加賀 1-9‐ 10

〒305茨城県新治郡桜村天王台3-1

〒338浦和市下大久保255

〒135東京都江東区越 中島 3‐ 4

〒271松戸市松戸648

〒305茨 城県つ くば市天王台 1

〒185東 京都国分寺市光町2-8

〒201狛 江市岩戸北2-H‐ 1

〒105東京都港区芝浦 1-16-25

17

一
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１

　
　
　
３
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機 関 名 所住

東京大学理学部地理学教室

東京都立大学理学部地理学教室

東京理科大学工学部建築学科

東京理科大学理工学部

東京理科大学理工学部物理学科

(財 )日 本気争協会北関東センター

(財 )日 本気象協会研究所

(社 )日 本 自動車 タイヤ協会

日本大学農獣医学部

日本大学文理学部地理学教室

日本道路公 団試験所

農林水産省農業工学研究所

(株 )間 組技術研究所第 1部

藤倉電線 (株 )電 力技術開発部

古河電気工業 (株 )架 空線研究課

(株 )ミ サ ワホーム総合研究所

三菱重工業 (株 )

郵政省通信総合研究所

横浜 ゴム (株 )タ イヤ試験部

(財 )リ モー トセ ンシング

技術セ ンター

〒H3東 京都文京区本郷 7‐ 3-1

〒158東京都世田谷区深沢 2-1‐ 1

〒162東 京都新宿区神楽坂 1‐ 3

〒278野 田市山崎東亀山2641

〒278野 田市山崎東亀山2641

〒370高 崎市 中尾町1418-1

〒102千代田区麹町4-5

〒105東 京都港 区虎 ノ門 1-1‐ 12

〒154東京都世田谷区下馬 3-34‐ 1

〒156東京都世田谷区桜上水 3‐ 25-40

〒194町 田市忠生 1‐ 4-1

〒305茨城県つ くば市観音台 2‐ 1‐ 2

〒338与 野市本町西 4‐ 17‐ 23

〒135東京都江東 区木場 1-5‐ 1

〒321-14日光市清滝町500

〒168東 京都杉並区高井戸東 2‐ 4‐ 5

〒231横浜市中区錦町12

〒184小 金井市貫井北町 4-2‐ 1

〒254平塚市追分 2‐ 1

〒106東 京都港区六本木 7-15‐ 17

-83-



(北 信越地区 )

機 関 名 所住

金沢大学工学部

金沢大学理学部物理

黒部吉田科学館

建設省土木研究所新潟試験所

国立防災科学技術センター

長岡雪氷防災実験研

信州大学教育学部地学教室

信州大学農学部

上越教育大学 自然系

富山県林業試験場

富 山市科学文化センター

富山大学工学部

富山大学理学部地彗科学科

長岡技術科学大学

長岡工業高等専ri学 校

長野県工業試験場

新潟県工業技術セ ンター長岡試験場

新潟県立長岡工業高校

新潟県林業試験場

新潟大学工学部機械工学科

新潟大学工学部土木工学科

新潟大学農学部

新潟大学積雪地域災害研究セ ンター

〒920金 沢市小立野2-40

〒920金 沢市丸の内1-1

〒938黒 都市吉田574-1

〒944新井市錦町 2-6‐ 8

〒940新 湯県栖吉町字前山187-16

〒380長 野市西長野

〒399‐ 45長野県上伊那郡南箕輸村8304

〒943上 越市 山屋敷町 1

〒930-13富 山県中新川郡立山町吉峰

〒939富 山市西中野町 3‐ 1-19

〒930富 山市五福3190

〒930富 山市五福3190

〒940‐ 21長岡市上富岡町 1603‐ 1

〒940長 岡市西片貝町888

〒380長野市若旦188

〒940長 岡市蔵王1丁 目6番 18号

〒940長 岡市幸町 2-7‐ 70

〒958新 潟県岩船郡朝 日村鵜渡路 2241‐ 5

〒950‐ 21新潟市五十嵐二の町8050

〒950‐ 21新潟市五十嵐二の町8050

〒950‐ 21新潟市五十嵐二の町8050

〒950-21新 潟市五十嵐二の町8050
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機 関 名 所住

(財 )日 本気象協会長野支部

農林水産省北陸農業試験場

農林水産省林業試験場十日町試験地

福井工業大学

福井大学工学部

(社 )北陸建設弘済会

林業試験場

〒380長 野市箱清水2383

〒943‐ 01上越市稲田 1‐ 2-1

〒948+日 町市長乙614

〒910福 井市学田3丁 目

〒910福 井市文京 3-9‐ 1

〒951新潟市学校町通 2‐5295興和ヒ
¨
ル内

〒930‐ 13中新川郡立山町吉峰

(中 部地区 )

機 関 名 所住

東海大学海洋学部海洋土木工学科

名古屋大学水圏科学研究所

(社 )日 本建設機械化協会

〒424清水市折戸 3‐ 20‐ 1

〒464名 古屋市千種区不老町

〒417富 士市大淵3154
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(関 西 以西地 区 )

機 関 名 所住

大阪教育大学

大阪教育大学気象研

香川大学農学部環境生態学研究室

京都大学農学部

京都大学防災研究所

京都大学理学部地球物理学研究施設

高知大学理学部物理学教室

(株 )鴻池組技術研究所

滋賀県琵琶湖研究所

(株 )精研技術研究部

(財 )日 本気象協会関西本部

(調 査部)

日本鋼管応用技術研究所

〒543大阪市天王寺区南河堀町 4‐ 88

〒543大阪市天王寺区南河堀町4-88

〒761‐ 06香川県本田郡三木町池戸 2393

〒606京都市左京区北 白川

〒611宇治市五ケ庄

〒874別府市野口原

〒780高知市曙町 2‐ 5‐ 1

〒554大 阪市此花区伝法 4‐ 3-55

〒520大津市打出浜 1‐ 10

〒542大 阪市南区瓦屋町 2‐ H‐ 16

〒537大 阪市東成区東今里 3‐ 16‐ 11

〒514‐ 03二重県津市雲出鋼管町1番地
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【国外研究機関】

(ARGENTINA)

Instituto Antarctico Argentino, Cerrlto 1248, Buenos Aires   (口 旨1嘔)

Instituto Argentino de Nivologla y Glacュ olog■ a, CRICYT, Casllla de Correo
131 5500 Hendoza (氷 河、凍上)

(AUSTRALIA)

Antarctic Division, Departnent Science and Technology, Channel Highway,

Kingston,Tasnania 7150 (南 極、氷河、海氷、 リモセン)

Bureau of reteor。 logy, Departnent of Sc■ence, Helbourne, 3000

(海氷、 リモセン)

Heteorology Departllent, Unlvers■ ty of Helbourne, Parkvュ lle, Victorla 3052

(氷河、氷物理)

(AUSTRIA)

Departllent of Physics, Universitat lnnsbruck, Inurain 52, A‐ 6020, Innsbruck

(積雪)

Institut fur ‖eteorologie und Geophyslk, Unlversュ tat lnnsbruck, Inuraln 52,

A-6020,Innsbruck (氷 河、積雪、気象 リモセン)

(CANADA)

Atnospherlc Envlronllent Servlce, 4905 Dufferln Str., Downsvle● ,

Ontario X3H 5T4 (海氷、着氷)

Bedford lnstitute of Oceanography, Dart口 outh, Nova Scotia, 32Y 4A2

(極地海氷)

Carleton University, Ottaua, Ontario   (り まJヒ)

Center for Cold Ocean Resources  Engineerlng, Hellor■ al Unlversity of
Newfoundland,St.John's,Nf,A133X5 (氷 海工学)

Departllent of Civ■ l Engineering, Oueen's Unlverslty, ringSton, Ontarlo

(凍土)

Departllent of Civll Engineerlng, Ceotechnical Research Center, HcGill

Unlverslty, Hontreal, Quebec H3A 2K6   (3囀 」L)
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Departnent of Civil Engineering, University Of Alberta, EdmontOn, Alberta 5,
T6G2G7 (氷 海工学、水理 )

Departllent of Geography, Un■ verslty of Water10。 , Waterl。。, Ontarュ o N2L 3Gl
(凍土)

Departnent of Ceography, Unlversュ ty of British COlunbia, Vancouver, 3.C.
VT6 115 (凍土、雪崩、積雪 )

Departllent of Geophys■ cs and Astronolly, Universュ ty of British Colunbia,
Vancouver,B.C.VT6 115 (氷河、気候 )

Departnent of Land Resources, Unlverslty Of Guelph, Cuelph, Ontarlo

(凍土)

Departllent of Physュ cs, HCGill Unlversュ ty, 3600 university Street,
llontreal, Quebec H3A 2T8   (ツ リ2κ )

Div■ sュ on of ‖eteorology, Departllent of Geography, Un■ vers■ ty of llberta,
Edllonton, Alberta T6G 2H4   (月 獣測κ)

Faculty of Engineerェ ng and Applied Sc■ ence, Henorial Unlversュty Of
NewfOundland St.」 ohn's,Nf A13 3X5 (氷 物理 )

Geological Survey of Canada, 601 BoOth Street, Otta"a, OntariO KlA OE8

(凍土、氷河)

Hydraulics LaboratOry, NRC, Otta"a, Ontario KlR OR6     (2К ッ

`I召

置)

Institute for ‖arlne Dynalnlcs, NRC, P.0.Box 12093, Stn.A, St. 」ohn's, Nf,
A133X5 (氷海工学)

Institute for Research in Construction, NRC, 3650 Westbrook Hall, Vancouver,

3.C.V6S2L2 (な だれ)

Institute for Research in Construction, NRC, Ottawa Kl1 0R6

(凍上、海氷、氷物理、氷海工学、交通 )

Institute of Ocean Sciences, Pisheries and Oceans, Environllent Canada, Boス

6000,Sidney,3.C.V8L432 (河 川氷、極地海洋)

Inuvik Research Center,Inuvik, N.1.T.(凍 土、雪氷気象)

Low Temperature Laboratory, Divュ sュ On of ‖echanlcs Engineering, NRC, Ottawa,
Ontario Kl1 0R6   (見学ぇκ)

NRC, 3904 1est 4th Avenue, Vancouver, BC V6R IP5   (21去 Jオt)
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National Hydrology Research lnstitute, EnvironDent Canada, Otta“ a, Kl1 0E7

(積雪、氷河、 リモセ ン)

National Hydrology Research lnstitute, 1l lnnovation 31vd., Saskatoon, SK,

S7N3H5 (な だれ、氷海工学、河川氷)

National Water Research lnstitute, Burlington, Ontarュ o, L7R 4A6

(着氷、河川氷)

Northern Engineering Center, Ecole Polytechnique, CP6079, Succ.A, Hontreal,

Quebec H3C 3A7

Saskatchewan Research Councll, Saskatoon, Saskatchewan S7N 2X8

(交通、氷海工学、 リモセン、積雪、融雪 )

Snoll ivalanch Section, Hinistry Of TransPortation and High● ays, 940

Blanshard Str.,Victoria,3.C.,V813E6 (な だれ)

University of ‖anitoba, Winnipeg   (3氣」L)

(CHILE)

Instituto Antarctico Chileno, Luls Thayer Ojeda, Casilla 16521, Correo 9,

Santiago (南極)
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(CHINA)

Bureau of Hydrology, Yello●  River Conservancy ConD■ sslOn, 2 Cheng Be■  Road,
Zhengzhou (河 氷、水理)

Central Coal ‖ining Research lnstitute, Hepingli, 3eijing, 100013   (3囀 ■)

Dalian lnstitute of Harine Environllental Protection, N30, P.0. 3ox 303,

Dalian (海 氷、氷海工学 )

DepartDent Of Engineering ‖echanlcs, Dalian Unlverslty of Technology,

Dalian l16024 Liaoning (海 氷、氷海工学、河川・ 湖氷、水理)

Departnent of Hydraulic Cngineering, Northeast Agricultural College, Harbin,

Heilongjiang   (0薇 」ヒ)

Electric Po"er Departllent, luhan lnstitute of Hydraulic and  Electrical

Engineering, Wuhan   (1彗以κ)

Geography Departllent, Lanzhou Unlversity   (ガ に,1)

Geography Depart¨nt,Beijing University (氷 河、地形)

Hellongjiang Prov■ nclal lnstitute of Water COnservancy, Harbin

(凍土、水理、河川氷)

He■ longjiang Provlnclal Low Tenperature Construction Sclence Research

lnstitute, harbin   (3薇」L)

Hydraulic Science Research lnstitute, Heilongjiang Province   (り 薇」L)

Institute of At口 osPheric Physics, Acadenia Sinica, Beijing   (雲牢り1里 )

Lanzhou lnstitute of Glaciology and Ceocryology, Acadenia Sinica, Lanzhou,

Cansu,China (積雪、氷河、凍土、なだれ、 リモセン、着氷、水理)

North"est Research lnstitute, Hinistry Of Railways, Lanzhou   (3驚 」L)

Polar Research lnstitute of China, 1830 Pudong Highway, Shanghai   (1日 担区)

Tianjin lnstitute of Water Transportation Engineering

(海氷、リモセン、水理)

Xinjiang lnstitute of Ceography   (う 賣嘔康)
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Danュ sh Hydraulic lnstitute, Ageru All●  5, DK‐ 2970, Horsh。 1●

(氷海工学、着氷)

Department of Glaciology, CeoPhysical lnstitute, University of Copenhagen,

Haraldsgade 6,DK‐ 2200,Copenhagen (氷河、氷物理、 リモセン)

Geological Survey of Greenland, Oster voldgade 10, DK‐ 1350, COpenhagen

(氷河、積雪、 リモセン)

Institute of Geography, Unlversity of Copenhagen, Oster Voldgade 10,

DK‐ 1350, Copenhagen

Heteorological lnstitute, Lyngbyvej 100, 2100 0openhagen   (消 撃例κ)

FINLAND

Departnent of Geophyslcs, UnlVersity of Helsinki, Pabianinkatu 24 A,

SF‐ 00100, Helsinki 10   (月彗)κ )

Faculty of Survey■ ng and Civll Englneering, Helsinki Unlverslty of
Technology, SE‐ 02150 Espoo   (0東 二L)

Laboratory of Structural Englneering, Technlcal Research Center of Finland,

Detoninichenkuja 3,02150 Espoo (着 氷、氷海工学 )

Ship Hydrodyna口旺cs Laboratory, Helsinki University of Technology, SF‐ 02150,
EsPoo 15 (氷 海工学)

Wartsila Arctic Research Center, Kaanaantie l, SF-00560, Helsinki

氷海工学、船舶 )
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Centre d'Etudes de la Neige, DoIIaine Universitaire, BP44‐ 38402,

St.Hartin d'Heres (な だれ)

CollPlexe Sclentifique de Cerzeaux, Unlverslty of Blaュ se Pascalノ LallP, BP45,

F‐ 63170,Aubiere (着 氷)

EDF(Electricite du Prance)― DER,  6 quai Vatier― BP49, F‐ 78401 Chatou Cedex

(着氷)

EDF― DER/ERIEL, l Avenue du Ceneral de Caulle‐ BP 408, F-92141 Clanart, Cedeス

(着氷)

ExPedition Polaires Francaises, 47, Avenue de rarechal, Payollo, Paris 75116

(南極)

Laboratoire d'Aerother口dque du C.N.RoS(Centre National de la Recherche
Scientifiquc), 14 Rue de Chasqulllon, 51000 Chalons Harne   (り 鷲ニヒ)

Laboratolre d'Oceanographie Dynallique et de Cli口 atologie, Unlversite Pierre
et Harie Curie, Paris 6, Tour 14, 4 Place Jussier, 75252 Paris Cedex 05

海氷、 リモセン)

Laboratolre d'Optique Atllospherique, Unlverslte des Sclences et Techniques

de Lille,59655 Villeneuve d'Ascq Cedex (海 氷、 リモセン)

Laboratolre de Clacュ ologie et Ceophysique de l'Envlronnellent, Unlvers■ te
Sclentifique, Techinique et lledicale de redicale de Crenoble, 3.P. 96,

38402 St.Hartin d'Heres Cedex (積 雪、海氷、 リモセン)

Laboratorie Central des Ponts et Chaussees, 58 Bld. Lefebvre 75732 Paris,

Cedex 15   (りま■)

‖eteorologle Nationale, 2 Avenue RapP, F-75340, Parls, Cedex 07

(気象、着氷)

ｒ
ｕ

Institute for Hydraulics Research Center for Water

VITUKI,Budapest (水 理、河川氷、電力)

VEIKI, Electr■ c Equlpllent DePartllent, Zrュ nyl Utca,

(着氷)

Resources Developnent,

1-PF 233, 1368, Budapest
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(ICELAND)

Science lnstitute, University lceland, Dunhagi 3, 107 Reykjavik

(氷河、リモセン)

(NEW ZEALAND)

Antarctic DivisiOn, D.S.I.R., P.0.Box 13247, Christchurch

Departllent of Geography, Unlverslty of Otago, P.0.Bo■  56,

(積雪、気候)

(南極 )

Dunedin

(NORVAY)

Geophyslcal lnstitute, Unlverslty of Bergen, Allegt. 70, N-5000, 3ergen

(海氷、 リモセン、極地海洋)

Hydrological Departllent, Norwegian Water Resources and Electricity Board,
P.0.3ox 5091, ‖」0301,Oslo (積雪 )

Nansen Ocean and Rellote Sensing Center, Edvard Crlegsve1 3A, 5037

Solheinsvik,Bergen (リ モセン、海氷)

Norwegian Ceotechnical lnstitute,  P.0. Bo■  40, Tasen, N‐ 0801 0s10 8

(な だれ)

Norwegian Hydrotechnical Laboratory, N-7034, Trondhein   (1獣 2に、 」Кl里、 1ロラb)

Norwegian lnstitute of Technology, Trondhel●    (31」し)

Norwegian Polar lnstitute, Rolfstangvelen 12, 1330, Oslo Lufthavn

(氷河、積雪、 リモセン)

Norwegian Water Resources and Energy Adロ ュnlstration, P.0.3o■   5091,
Hajorstua,0301,Oslo 3 (氷河、水資源)

Norwogian Water Resources and Electricity Board, P.0. Bo■  5191, Hajorstua,

N 0302 0slo 3   (1よ ブぜオ■)

-93-



(POLAND)

Departnent of Earth Sciences, Silesian University, ul. Hielczarskiego 60,

41‐ 200 Sosnowiec (氷河、気候)

Depart口ent of Soll Hechan■ cs and Earth ‖orks, Acadeny of Agrlculture, Krakoll

(凍土 )

Institute Ceophyslcs, POliSh Academy of Sclences, ul. Pasteura 3, 02-093

Warsza"a,P.0.Box 155 (南 極、氷河)

Institute of GeOtechnics, Politechnika Sり iotokrzyska in Kielce‐ Polonia

(凍土)

Institute of Hydroengineering, Polish Acadeny of Sclences, Kosclerska 7,

80‐ 953,Gdansk (海氷)

(RUIIANIA)

Institut de ‖eteorologie et d'Hydrologie, Bucharest

(積雪、気候、 リモセン)

Polytechnlc lnstitute of Bucharest, spl. Independentu 313, Bucharest

(着氷)

(SWEDEN)

Departllent of ‖eteorology, University of Stockhol口 , S-10691, Stockh。 1ロ

(雲物理)

Departnent of Water Resources Engineerェ ng, Lulea Unlverslty of Technology,

S‐ 95187, Lulea   (月 獣列に)

Division of Soil ‖echanics, University of Lulea, S‐ 95187, Lulea   (り 贅」L)

Divlsュ on of Structural ‖echanlcs, Lulea Unlverslty of TechnO10gy, S‐ 95187,
Lulea (氷海工学)

Suedish ‖eteorological and Hydro10glcal Laboratory, Forkborgsvagen l,

S‐ 60176,NorrkoPing (海 氷、極地海洋)

S,edish Road and Traffic Research lnstitute, LinkoPing   (3撻 11、  り籠」L)

Swedish Statc Power Board Alvkarleby Laboratory, 81070, Alvkarleby

(水理、河川氷)
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(SWITZERLAND)

Departllent of Geography, Suュ ss Pederal lnstitute of TechnO10gy, CH-8057,

Zurich (氷河、 リモセン、海氷、気候、極地海洋)

Laboratory of Hydraulics, Hydrology and Glacl。 logy, ETH‐ Zentrun, CH‐ 8092,

Zurich (氷河、雪崩、気候)

Physlcs lnstitute, Unlverslty of Bern   (う 賣埋ヨ)

S■lss Federal lnstitute for Snow and Avalanche Research, Velssfulhjoch/Davos

(雪崩、積雪、 リモセン、吹雪、測器)
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(U.S.A.)

Center for Renote Sensing and Environmenta1 0Ptics, university of CalifOrnia
Santa Barbara,CA 93106 (積 雪、 リモセン、水資源 )

Central Sierra Snow Laboratory, Paclfic SouthHest Porest and Range Experュ llen

Station, Forest Servlce, US Departllent of Agrlculture, P.0.BPx 66. SPda

Springs,CA 95728 (積 雪 )

Cold Regions Research and Engineer■ ng Laboratory, Hanover NH, 03755-1290

(氷物理、積雪、なだれ、海氷、着氷、氷海工学 )

Cold Regions Research and Engineering Laboratory, Alaska Branch Building 407

Ft.,Wain,right,Alaska 99703 (凍 土、河川氷 )

Cooperative lnstitute for Research in Envlronnental Sclences, Unlverslty of
Colorado,Boulder,C080309 (海 氷、 リモセン、気候、積雪 )

Departllent of Agronouly, Cornell Unlverslty, 538 Caynga Heights Road, Ithaca,

NY 14850   (3薇 」ヒ)

Departlnent of Atllospheric Sclence, Unlversュ ty of りy。ロュng, Larallle, WY 82071

(雲物理 )

Department of At口 ospheric Sciences, University of 11linois, 105 S.Gregory

Avenue,Urbana,n.61801 (雲 物理、気候、極地海洋 )

Department of Atnospherlc Sc■ ences, Ak-40, Unlverslty of Washington, Seattle
WA 98195 (雲物理、気候、 リモセン)

Departllent of Civll Eng■ neering, IIichigan Technologlcal Unlversュ ty, Houghton
Hichigan 49931   (3東

=L)

Departlnent of Civll Engineering, Hichigan State Unlversュ ty, East Lansing,
Hichigan 48824   (り 薇」L)

Departllent of Civll Engineering, Un■ versュ ty of Delaware, Newark, Delaware
19716 (凍土、氷海工学 )

Departllent of Civll Engュ neerlng/ Engineering Hechanlcs, ‖ontana State
University,Bozellan,XT 59717 (積 雪、なだれ )

Departllent of Geology, Arlzona State Unlverslty, Tenple, Arlzona 85287

(凍土)

Departllent of Geophysics AK‐ 50, university Of Washington, Seattle, lA 98195

(な だれ、氷河、気象、海氷)

Departllent of Oceanography, Unlvers■ ty of Hia口 c, Hian■ , PL 33149
(海氷、極地海洋)

-96-



Desert Research lnstitute, Reno, Nevada 89506   (=肇 ″b翼里)

Division of Polar Progran, NSP, Vashington, D.C., 20550   (ロ ロセロ)

Geophysical lnstitute, University Of Alaska, Pai rbanks, Alaska 99701

(積雪、凍土、なだれ、海氷、 リモセン、氷海工学)

Geophyslcal and Polar Research Center, Unlverslty of Wisconsln‐ ‖adison,

1215 ‖. Dayton Street, Hadison, W1 53706

(氷河、積雪、 リモセン、氷物理、極地、水理 )

Hydrologュ cal Sclences Branch, NASA Goddard SPacc Plight Center, Greenbelt,

Haryland 20771 (リ モセン、海氷、極地海洋)

Ice Core Laboratory, Department of Geological Sclences, State Unュ verslty Of
New York at Buffalo, 4240 Ridge Lea Road, Anherst, NY 14226   (測 κ牢を1里)

Institute of Arctic and AIPine Research, University of Colorado, Boulder,

Colorado 80309 (氷河、積雪)

Institute of Hydraulic Research, University of lo“ a, 300 Riverside Drive,
Iowa City,Iowa 52242 (氷 海工学、着氷)

Institute of Polar Studies and Departnent of Geology and llineralogy, Ohio

State University, 125 South Oval Hall, Colullbus, Ohio 43210

(積雪、氷河、 リモセン)

Institute of Water Resources, University of ilaska, Fairbanks, Alaska 99701

(凍土)

」et Propulslon Laboratory, Californュ a lnstitute of Technology, Pasadena,
CA 91103 (リ モセン)

Keweenau Research Center, Hichigan Technologlcal unlversity, HoughtOn,

Hichigan 49931   (1費 運ヨ)

Laboratory for Oceans, NASA Goddard SPace Flight Center, Greenbelt, raryland
20771 (リ モセン、海氷、極地海洋)

Lanont― Doherty Ceologlca1 0bservatory Of ColuIIbia Unlversュ ty, Palisades,
NY 10964 (極地海洋、 リモセン、気候)

National Center for Atnospherlc Research, P.0.Box 3000, Boulder, C0 80307

(雲物理、氷河、気候)

Naval Civil Engineering Laboratory, Port Huenelle, CA, 93043‐ 5003
(氷海工学 )
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Oceans and ice Branch,  NASA Goddard Space Flight Center, Creenbelt,
Maryland 20771 (リ モセン、海氷、極地海洋 )

Pacific Marine Environllental Laboratory, NOAA, 7600 Sand POint Way N.E.,

Seattle,VA 98115 (海氷、気象 )

Pacific South"est Station, US Depart口 ent of Agriculture Forest Service,
P.0.Boス 245,3erkeley,CA 94701 (なだれ )

Polar Science Center, University of Washington, Seattle, Washington, 98105

(海氷)

Quaternary Research Center, University of Washington, Seattle, VA 98195
(凍土)

Radar Science Laboratory, Environmental Research lnstitute of ‖ichigan,
P.0.Box 8618,Ann Arbor,H148107 (リ モセン、海氷)

Rocky Hountain Forest and Range Experillent Station, US Departllent of

Agrlculture, Forest Servlce, Forest Servlce,  Fort Collins

(な だれ、吹雪、水資源 )

Rocky llountaュn Forest and Ranges Experlllent Station, 222 S. 22nd Str.,

Larade,WY 82070 (なだれ、吹雪、熱収支)

School of Englneer■ ng, Unlversityof Alaska, 3221 Provldence, Anchorage,

Alaska 99504 (凍土)

School of Oceanography, University of Washington, Seattle, WA 98195

(極地海洋、海氷)

Scripps lnstitute of Oceanography, University of California, San Diego,

La」olla,CA 92093 (海 氷、 リモセン、極地海洋)

Sierra Nevada Aquatic Research Laboratory, Route l Box 198, rannoth Lakes,

CA 93546 (なだれ)

Thayer School of Engineerュ ng, Dart口 outh College, Hanover, NH 03755

(氷海工学、着氷、 リモセン)

US Geo10gical Survey, 1201 Pacific Avenue, Suite 450, Tacolla, WA 98402

(氷河、 リモセン)

US Ceological Survey, 2255 North Geninl Drュ ve, Flagstaff, Arlzona 86001

(氷河、 リモセン)

US Ceologlcal Survey, 927 National Center, Reston, Virgュ n■a 22092

(氷河、 リモセン)
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US Ceological Survey, Cold Regions Hydrology Project Office, 101 12th Avenue
Boス 11, Pairbanks, Alaska 99701   (え К゙1)

US Ceological Survey, University of Puget Sound, Tacolla, lA 98416

(海氷、 リモセン)

US G●ological Survey, Water Resources Divls■ on, 927 National Center, Reston,

Virginia 22092 (氷河、 リモセン)

Washington State Depart● ent of Transportation, Box 1008, Snoqllal● le Pass,

WA 98068   (2■ ,ごオ■)

Woods Hole Oceanographic lnstitution, Woods Hole, Iassachusetts 02543

(極地海洋、海氷、気候)

(UNITED KINGDOII)

British Antarctic Survey, Hadingley Road, Canbridge CB3 0ET

(南極、 リモセン)

Departnent of Civil Engineering, Aston university, Birninghan   (3囀 」ヒ)

Departttent of Civll Engineerlng, Un■ versity of Nottinghan, Nottinghall NG9 3F

(凍土)

GeoData Unlt, Universュty of Southanpton, Southanpton S09 5NH

(氷河、 リモセン)

Hullard Space Sclence Laboratory, Unlverslty of College London, Hol口 bury

St.‖ary, Surrey RH5 6NT   (リ モtン )

Scott Polar Research lnstitute, Lensfield Road, Callbr■ dge CB3 1ER

(氷河、海氷、氷物理、 リモセン)

(USSR)

Arctic and Antarctic Research lnstitute, Fontanka 34, Len■ ngrad 192104

(極地、凍土、積雪、海氷、極地海洋、 リモセン)

Geographical Paculty, Hoscow UniVersity, Leninskaya Gory, ‖oscoり  119234

(氷河)

Geological Paculty, Hoscow Unlverslty, Lenlnskaya Cory, Hosco" 119234

(凍土)
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Institute for Systell Studies (VNIISI), 9, PrOspeckt 60‐ Let Octyabria, 117312
Hoscow,3-312 (氷 海工学)

Institute of Ceography, Acadelly of Sciences, Starononetny Str. 29, ‖osc。口,

109017 (氷河、 リモセン)

Perllafrost lnstitute, Siberian Branch of the uSSR Acadeny of Sciences, Yakut

(凍土)

Research lnstitute of Bases and Underground Structures, Gosstroy, llarx

Prospect 12,Hoscow 103828 (凍土、建設)

Water Problens lnstitute of the USSR Acadeny Of Sclences, 13/3
Sadovo‐ Chernogryyazskaya, 103064 ‖osco■    (,配 1た、 爆嗅嘔ヨ)

(WEST― GER‖ ANY)

Alfred Wegener lnstitute for Polar and Harine Research, Colullbus Center, 285

Brenerhaven (海 氷、極地海洋、積雪)

Departllent of Civll Engineerュ ng, Ruhr― Unlversュ ty, Bochull, Unュ versity Street
150,D-4630,Bochun (凍 土)

Federal lnstitute for Ceosclences and Natural Resources, Alfred‐ 3enk‐ Haus,
Stilleweg 2,D-3000 Hannover l(積 雪)

Hallburgische Schiffbau‐ Versuchsanstalt CnbH, Brallfelder Strasse 164, 2000
Hunburg 60 (氷 海工学 )

Institute for So■ 1 lechan■ cs and Cround Engineerュ ng, Un■ verslty of
Xaiserslautern   (り薇」L)

Institute of Soll Hechanlcs and Rock ‖echan■ cs, Unlverslty Of Karlsruhe,
Kalserstreet 12, D‐ 7500 Karisruhe

‖ax Planck lnstitute fOr reteorology, Bundestrasse 55, D-2200 Hanburg 13

(極地海洋)
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